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東京でのある研究班会議に出席のおり、班の代表者のいわく。「青

森県は、いわば後発県であるから、そのような県において、この研

究をいかに進めてゆくかが責県のテーマである叫

平均寿命、訂正死亡率、乳児死亡率等、地域の公衆衛生水準を示

す指標が、全国ワーストワン、あるいはそれに近い本県ですから、

この班長のことばは しごくもっともなのですが、だからといって

それが嬉しいものであるはずはありません。

もっとも、このような事実の背後には、県民所得の低さという経

済的条件、寒冷積雪地という地理的条件、また遠くさかのぼっては

有史以来の暦史的条件もあるわけです。

加えて、現在でも新幹線は盛岡止まり、世紀のフOロジェクトとは

やされた青函トンネルも、今では世紀の厄介者になりかかっている

有様です。さらに最近、おそらく他では引き受け子のない、核燃料

サイクル基地立地の問題が県論を湧かせています。

しかし、地域保健というものは、当然ながら、その地域の特性の

上に展開さるべきものです。そして その地域保健の中での一部署

を守る私たち衛研の仕事も、大きく地域の諸条件に左右されること

はいうまでもありません。

この意味で、私たちがおかれた劣悪な条件の改善に向つての努力

が必要なことはもちろんですが それらの条件のもとでなにをなし

得るかが、より問題なのではないでしょうか。

ここに所報21号を送り出すわけですが、この冊子のささやかさが

私たちの怠惰によるものではないこと、そして、この所報が与えら

れた制約の中での私たちの誠実な努力を、なにほどか反映している

ものであることを信じたいと思います。

何かのおり、御覧を頂ければ幸いです。

青森県衛生研究所長

秋山 有
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I 一般概要



1.沿革

年月 概 要 仕問
r
4
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考

昭和24年 6月1日|庶務係，細菌検査係，化学試験係，病理臨床試験係， I所長 倉持恭一衛生部長

事務取扱
食品検査係の 5係制で発足 c

昭和25年 2月10日

山本耕一所長

昭和29年 7月1日|血液銀行係を加え 6係制となる O

昭和31年 1月25日|青森県衛生研究所弘前出張所を設置する。

昭和32年 6月1日|青森県血液銀行設置に伴い衛生研究所弘前出張所及|昭和32年12月1日

木下嘉一所長
ぴ血液銀行係を廃止する O

昭和33年 5月l日|処務規程の全面改正により，庶務係，試験検査係と

なる。

昭和岬 3月3日|試験検査係を細菌病理臨床試験係、化学食品検査係|叩4年 8月20日

秋山有所長
に改め 3係制となる。

昭和39年 4月1日|庶務室，微生物科，理化学科の 1室 2科となる O

昭和43年 3月25日|青森県保健衛生センタ一合同庁舎完成し移転。 青森市大字造道宇沢田

(現庁舎)

昭和44年 4月1日|公害科が新設きれ l室 3科となる O 昭和44年 4月 1日

山上豊日所長

昭和48年 4月1日|科制を課制に改める。 昭和47年 9月1日

山本耕一所長

昭和岬 4月1日|公害調査事務所設置に伴い公害課は廃止される。

昭和54年 5月1日 昭和54年 5月1日

秋山有所長



2. 組織及び分掌事務

1 正1 庶務に関すること。
総務課

2.統計報告に関すること O

1 .病原となる細菌，原虫及び、真菌の試験研究に関する

こと。

2.病原となるウイルス及ぴリケッチャの試験研究に関

すること O

3.血清学的試験研究に関すること。

4.環境衛生に係る微生物学的試験研究に関すること O

5.食品衛生に係る微生物学的試験研究に関すること。

6.寄生虫及び衛生動物の試験研究に関すること O

7.臨床病理の試験研究に関すること O

8.微生物学的試験の技術指導に関すること。

9.実験動物の飼育に関すること。

10.先天性代謝異常検査等に関すること。

1 .医薬品，衛生材料，香粧品等の試験検査に関するこ

と。

2.飲食物及ぴ添加物の試験検査に関すること。

3. 食品器具器材の試験検査に関すること O

4.温泉及ぴ鉱泉の試験検査に関すること。

5.飲料水の試験検査に関すること O

6. その他理化学的試験調査及び研究に関すること O

7.理化学的試験の技術指導に関すること O

8.生活労働環境に関する調査研究に関すること O

9.下水， し尿消化槽，浄化槽等の汚水の試験研究に関

すること O

2 -



3. 職員の配置
ぷ‘ 5~1. 4. 1現{，:

職¥¥目 身、¥分別

技

七け
事 そ づ

務
医 獣

薬 検臨床査 技
能師技技

丞空事 l曹Z長1 
五十

医 剤 物学 吏

自市 自市 師 師・系 員

所 長 1 l 

次 長 1 1 

幸宏、
課 長 1 1 

務
王 任 1 1 

王 事 2 2 
課
そ グ〉 他 1 1 

{肢
課 長 1 1 

生
研究管理員 l l 2 

物
主任研究員

技 師 1 3 1 5 
課
そ グ〉 他 2 2 

理
課 長 1 1 

化
研究管理員 1 1 

主任研究員 1 1 
寸A且一， 

技 自市 2 1 2 5 
課
そ グ〉 他

五十 l l 6 :】 4 5 1 2 25 

4. 職員名簿
S. 59. 4. 1現在

総務課 微生物課 理化学課

課 長 藤田 貢 課 長 荻野幸男 課 長 小林英

王 任 伊藤文雄 研究管理員 豊川安廷 研究管理員 高橋政教

王 事 角田繁子 " 佐藤允武 主任研究員 平出博昭

" 鹿内則子 技 自市 大友良光 技 師 秋山由美子

技能技師 杉田勇次郎 野呂キョウ 古川章子

" 三上稔之 " 村上淳子
工藤久美子 " 野村真美

" 
奈良みどり " 宮田淳子

技能主事 藤林マツヨ

対馬広子
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5. 微生物課業務概要

(1)調査研究

a .昭和58年度インフルエンザ清行予測感染源調査

全国のインフルエンザは A/ソ連1¥') (Hl Nl) 

を主流としたもので，地域によっては従来のA/

熊本/37/79(HlNl)類似株から，変異したA/

Dunedin/6/83 (H 1 N 1 )類似株の流行もみら

ht二。

吉森県におけるインワルエンザは 1月から流行

し， Aソ連究iJであった。

本調査期間中(昭和58年 4-6月， 10-12月，

昭和59年 1月 3月)，採取つがい液52より 22株の

インフルエンザウイルスを分離し，赤血球凝集抑

制及びノイラミニ夕、ーゼ抑制試験で同定した結果，

すべてAソ連引であった。

血清診断のために得られたベア血清は51で，ワ

クチン株で有意上昇Aを示した数は A/熊本/37/

79 (Hl Nl 1に対しては11例であったが， A/石

川/7/82(H3 N 川、 S ingapore/222/79に対

してはともにゼ、ロであった代また，分離代表株A/

青森/5 /84 (H 1 N 1 )に対しては15例有意上昇

をみた。

b. 日本脳炎感染源調査

昭和58年 7月から 9月まで県内の 2屠畜場(青

森，八戸 jの屠殺豚を対象に本調査を行った。検

奇法は亦l血球凝集.jJ[J制試験に上り，抗原は市販の

JaGAr:!:l:01株を用いた。総数200検体中，青森屠音

場の赤血球i疑集抑制価 1: 10司 1 fJilj， 1 : 20， 

例， 1 : 40， 1例，八戸!岩吉場 1: 10の 2例を除

き他はすべて 1: 10以トであった。

c .昭和58年の青森市人血清における A型肝炎ウィ

ルス抗体の保有状況

若年者(中高校生)における A引肝炎抗体調査

(本報¥jo20で報告消)に引き続乞年令別保有状

況を把握するために青森市で採取した人血清を用

い調査をおこなった。成椅は本報資料の項参照。

d .昭和58年度十和田市に小流行した無菌性ずい膜

炎の病原検索

昭和58年 9月， j和田市立中央病院から16症例

の無再i性ずい膜炎の病原検索依頼を受け検査を実

4 

摘した υ その結果， E cho24引9株， E cho11引2

株司 Ecbo30引を 1株分離，本流行はEcho24引を

主な病原とした混合流行で、あることが判明した c

詳細は本報資料の項参照。

e . 卜リプシン添加 RD細胞におけるコクサツキー

A群ウイルスの増殖

コクサツキ-A群 (CoxA )ウィルス(1 -24 

引， 23")欠番)の人横紋筋腫由来の RD細胞にお

ける増殖能について検討し，次の成績を得た。

従来まで¥CoxA7， 9， 16~J以外組織培養細

胞で培養不能であったCoxA 2， 3， 4， 5， 6， 

8， 10， 11， 12， 15， 17， 18， 20， 21型は強弱の

差はあるものの感受性をもつことが判明した。し

かも，培養液にトリブシンを添加し， 2 - 3代継

代することにより，細胞変性効果 (CP E)の弱

い低い番号(2， 3， 4， 5， 6 ~'J) ウィルスに

おいても旬期間(1 ~ 3日)で明瞭な CPEが観

察できた。

このことは，"7イクロトレイを用いた中和抗体

制定が可能で、あることを意味する。詳細は調査研

究の項参照。

f .青森県における食中毒菌の介布に関する調査研

究(第 4報)

細菌性食中毒防止に関する疫学的基礎資料を得

るため，昭和55年度から 4ヶ年の継続事業として

県内の公共用水域，魚介類投ぴ散発性下痢患者等

を対象に食中毒菌の検査を行い，その実態を明ら

かにしてきた。今年度の調査は本事業の最終年に

当i)，当初計画の水系環境としての下水， し尿，

屠畜場排水等におけるサルモネラ，ビブリオ等の

分布を調査した。成績は本調査研究の項を参照。

g.青森県における A群溶連菌の菌型介布と抗生剤

感受性 (1983年 5月-1984年 3月)

青森県内の感染症サーベイランス事業に関連し司

昭和58年度から 3ヶ年の継続事業として，県内 4

市6ヶ所の医療機関並びに青森市内の 1保育園の

園児から A群j容連簡を収集しそのT血清型別と薬

剤感受性の調査を開始した。昭和59年 3月までの

成績は本所報の調査研究の項に掲載した O

(2) 試験検査

試験検査の件数及ぴその成績は次のとおりであるの



昭和58年度式験防1t
将パ~

j点検検休 J){
険.(t利) ~Ij 付f体ω!人j訳等と fえ*'1¥，備 ij-

11 政
~一一一一』一一一一一一一一一一

資 1更検 1正 ，J，、痢|単I険査は，269)

縦依頼 脱走ピアリ(オ〔タ丘10(t)Ky〔ρc8hzfm.e0uy4nu)mudm(u 〕I) 
細 I有同定検査 2 11 

シトロノ 4ク J (1 ) 
hi改依刺・サ Yレモネラ (4 ) 

サルモネラ

一般依舶ーめん耳矧((キ元75べ((2t)h2t1巣)).穀立¥).知((160的))加工品う(ぎ4Lh取(12ilt)肉ゴね食り型品(6入加肉訓巣熱l ff麦 ~H ま巨 )人 無そ 、 ， カキ(3 • 
食 口仁1口 検 子モ 56 23 摂 品，加熱摂 {11'i来品(1 )，食

工日口
行政依頼:生カ ，菓子類(1 )，加熱後摂取冷凍食品(1 ) 

食 中 f三主弓三= 検査 224 70)， J'il1~(110) ， Uj:t&J( 6 受付事例菌食数品 11件

株((17)，血糞便液((5 )， ふ吐き物取(り () 16) 

* 11: 検 査 353 12 
一ー般依頼 しう青掃尿ち放場流てk排水(1128菌)，)群，l不ii可7}適t)|(|181(31)42() I 
これらの 工上 の水大腸(4 格水 8.8%八 一般生i有数不適
格 16(8.8%)

ぞヲ グ〕 他 3 おむつ(2 )，おしぼり(1 )の細菌汚染検査

)乱。疹 検 fモ 509 教職員2;:)6件

感染症サー
検査定点

43 無(2菌株性)髄膜炎様患引者161名株中)12検名からエコー24司')(9株)， エコー1l1¥.1J
からの検体 ，エコー301¥'J( を出

ベイランス
患者定点 | へ IJ..ノソギーナ様明患(忠5者者株340) 名よりコクサツ株キ)~検4A株群出険2 Jt'H 3株)， コク

関係険奄
34 サソ ー A群10 へルベス(2 を

からの検体 インフルエンザ様 名より A型 HlNIl 出

先天性代謝異常検脊 21，482 ノート参照

クレチン症検主(委託) 21，305 l' 

(3) 食中毒事例

本県において発生した食中毒事例25件 [1' 、 '~J fi}i 

で扱った事{91Jは11i'1:であった 特に， 9)jに町山

地方を中心に発牛:した 4{干の事例は腸炎ビブリオ

を原因的とするもので血清引が同一I有IT;'J ¥ Kお.

04)であった。

また，昭和59年 2月に碇ヶ関て!?を生した食中毒

は l掲炎ヒブリオによって ilj~たきれた生ザケが冷凍

保有きれ，それを刺身として食[たために起きた

ものと推定され，我が同でも吟しい食中毒事例で

ある

5 ~ 



昭和58年度食中毒事例

発生年月日 発生場所 摂食者 患者 死者 病因食品

58. 7 青森市篠田-y-日

58. 8 
9 下北郡風間浦村

大字下風呂

58. 8. 11 青森市久栗坂

58 8. 12 上北郡十和田湖町

58. 9 7 三戸郡三戸町大字斗内

58. 9 8 十和田市大字米田

58 9 9 南津軽郡碇ヶ関村

58. 9. 12 
三戸郡南郷村

大字市野沢

58. 9. 29 板柳町大字常海橋

58. 11. 13 むつ市小川町

59 2 5 南津軽郡碇ヶ関村

(4) 教育研修

a .研修

60 12 0 ウズラの卵

21 6 O イカ・ミズ

7 7 O 不 明

2 2 
O 卵焼き入 t)
のりまき

146 48 O タコ(推定)

79 26 0 不 日月

30 5 0 不 日月

81 16 O 不 明

508 168 
折詰め
o I "(推定)

150 34 。不 明

182 24 0 生ザケ

保健所検査技術者研修を昭和58年11月4日， 5 

日に次のテーマにより実施した。

免疫について 秋山所長

A群溶i車菌感染症の細菌学的検査法と疫学

大友技師

食品別細菌検査法について 奈良技師

b.教育

青森県立青森高等右護学院に非常勤講師として，

微生物学を講義した O

佐藤研究管理員， 豊川研究管理員

大友技師， 阿部技師

6. 理化学課
(1) 調査研究

a .ほたて貝毒(下痢性)に関する化学的研究

病困物質 原因施設 検査検体

サルモネラ
給食施設 糞便 3(s. tYPhimurium) 

腸炎ビブリオ
旅 官官

糞便4，ふき取り 8，
(K55 :04) 食品 7

不 明 家 庭 糞便6

黄色ブドウ球菌
家 庭 糞{更し食品 8

(VllJt'J， Ent.A) 

腸炎ビブリオ
仕出し屋

菌株13，糞便 3，食品
(K 8 :04) 4，調理従事者糞便4

腸炎ビブリオ
不 明

糞便33，食品15
(K 8・04) ふき耳Zり2

腸炎ビブリオ
給食施設 糞便 1，菌株2

(K 3 :02) 

腸炎ビブリオ
仕出し屋

吐物2，糞便 8，食
(K 8・04) 品3，ふき取り 6

腸炎ビブリオ
仕出し屋

糞便10，食品13，南
(K 4 :(4) 株 2

キャンヒOロパクター
不 日月 糞便26(c. jejuni) 

腸炎ビブリオ
飲食庖

糞便11，吐物4，血
(K 3 :02) 液 5，食品20

結果，下痢性貝毒は三極以上の物質より成ること

が判明した。

b .青森県における温泉の経年変化調査

今回は18源泉について調査を実胞した。そのう

ち， 3源泉に泉質の変化が認められたほかに，泉

温の下降や蒸発残留物の減少した例が多くあった。

c .栄養摂取量の地域差に関する研究

国民が日常摂取している一般的な食品中のCa，

Na， Feなどの必須元素の分析値は必ずしも卜分

は握されていない。そこで，地方衛生研究所ネッ

トワークにより，地域毎にこれらの食品の必須元

素を分析し，それぞれの地域における摂取量を明

らかにするとともに，成人病疾患との関係も検討

し，今後の栄養指導の参考に供することを目的と

して， 3か年計画で全国的に研究が開始されたが，

当衛生研究所も，この研究に参加した。今年度(2 

年目)はー精白米，はくきい，牛乳，鶏卵，ちく

わ，コロッケについて，水分， Na， K， Ca， Mg， 

Feを調査した。

毒化ほたて貝中腸腺を用い噌動物試験(マウス)

で毒性を確認しながら有毒物質の抽出，分離，精

製について検討した。 (2) 試験検査

溶媒抽tb，液-i夜分配， カラムクロ 7 ト，ゲル

iF'過，更にー i専層クロ 7 ト等種々の操作を行った

~ 6 ~ 

a .行政試験

i 食品及ぴ食品添加物等の試験 597件



検 査 種 男リ イ牛 数 Tfi 目 検 体

食 日仁1口 if.; 加物 149 

保 存 料 (26) ソルヒシ酸 かまぼこ，いかくん製等

着 色 料 (19) タール色素他 生菓子

発 色 剤 (31) 亜硝円安根 ロースハム，タラコ等

殺 蘭 料 (18) 過酷化水素 うどん，かまぼこ等

酸化防止剤 (24) BHT きんきん

品質保持剤 (31) プロピレングリコール 生めん， ぎょうきーの度等

タール色素製剤製品検査 4 

残 留 農 薬 25 DDT， BHC， ドリン剤 りんご，すいか，ぶどう等

P C B 16 PCB 牛乳，魚，肉

残 留 抗 菌 剤 31 スピラマイシン，キタサマイ
肉，卵，牛乳

シン， クロピドール他

玄米中のカドミウム 7 カドミウム 玄米

魚、

H 

介 ま員 グ〕 水 吉良 6 総水銀 あいなめ，かながしら等

f三生苧三 調 査 359 下痢性245，麻時性114 はたて貝，むらききいがい
L 一一一一一

ii 有害物質を含有する家庭用品の規制に関す

る法律」に基づく家庭用品の試買検奇43件

洗剤， メタノ}ル，有機水銀，テイルトリン，

D TT  B，ホルムアルデヒド， iii化ビニル，ビ

ス(2・3ジブロムプビルホスフェイト)化合

物等8項目。

iii 医薬品等 4斉取締りに基つく収去検体の試験

10件

局方アスコルビン雨量末，局方アスコルビン階

散， ドリンク剤中のアスコルビン酸の定量。

lV 飲料用井戸水中のト 1)クロロエチレン，テト

ラクロロエチレンの分析方法の検討 5件

(55項目)

v 青森県地方労働委員会事務局依頼による浄水

の全Jfftl検ft 21牛 (52項目)

vi fi所川!京地域温泉賦存状態調在 塩素イオ

~ 7 

ンj'HlJ定 12件

vii is.泉泉質経年変化調査 18源泉

PH，泉温， Na+， K+，Mg2+，Ca2+， Fe2十，3 + 

AQ3+， Cl一， S042-， HC03-， C02，蒸発残

留物， H2 S， F-， Pb， Cd， Cu， Zn， Hg， 

As， C 032- 22項目 ì~IJ定。

viii 鶏舎排水の水質調査 12件

PH， COD， SS， DO， T-N， BOD， Cl， 

T-P，大腸菌群数，一般細菌数 10項目測定。

iv 新城沼の水質調査 2件

PH， SS， COD， DO， T-N，電気伝導

度， As， Zn， Cu 9項目測定O

b.その他の試験検査

県内市町村及び事業所等からの依頼で試験検査を

h二ったものである。



食品及び、食品添加物等の試験 67件

"-""'， 

f全 丘 f'者 円二 数 Jfi fl 検 f本
一一一一一 一一一一一ト一一一一一一一一一

食 Ill lB 1 i;長 IJn 物 31 

保 存 半:↓ ( 6 ) ソルピン椴，~じ!、，ヨi 三l ノ丈ラオキシ安息、
丹内をー安 西安

ノ、ム，べーコン

一ダ尺冷与 色 斉IJ (20) )亜石自同差出 たらこ，ノ¥ム

着 色 半:↓ ( 3 ) タール色素 りんご製品

I:t 日本 半:↓ ( 2 ) サヴカリン りんご製品

成 う〉 ノオ 十1[- 24 炭水分水i成分， 蛋白質， 脂肪，
ヒ物， カルシウム

チキンボール

残 留 農 薬 4 DDT， BHC， ドリン斉!J ジュース

持味窒素化合物 揮発性塩基窒素 缶

rマc グ〕 他 l 

水質試験

険 査 種 思Ij 件(項目数数) 

原 JK 108 (2982) 
全項目

j争 水 52 (1476) 

ー上 水
トリノ¥ロメタン 20 (180) 

寸ヲ' グ〕 他 7 ( 43) 

公共用水 )11 水 20 (140) 

排

;且

し尿放流水 109 (566) 

てトく 月立地排水 26 (111) 

農 業 m *' 30 (381) 

;巳 YドTtt うf 十円 31 (1023) 

泉 分 和「 3 ( 53) 

マヲプ グ) 他 4 ( 8) 

そ 他 25 (325) 

c.精度管理

通常行ヮて L 、る 1年:r'十一化学杉~ft:fiJ J支の H己f斤用を

11<ノた

l リョウフの成介分析 2名

Cd、 Pb，Cu， ¥1a， K， Fe， Zn、tvln，Ca， 

Mgのl(HiHi

8 

f蒔 考

水道法全項目

クロロホルム，ブロモホルム等

BOD， DO， Cl-， SS， PH等

BOD， COD， Cl-， SS， PH等

l湯イオン， 1生イオン，遊離成分等

温度，湧出量

N (11， K I、 Ca2+， F ， Cl-， S042一等

11 植物油に添加された酸化防止斉IJの分析 l名

BHT， BHAの2JJtt=l

d .教育研修

市成中央制JtJlk"}:に非常勤講師として，公衆衛

生学実門講義を初当した乙

研究竹よ理日 l，jJ 怖政教



7. 職員の学会・研修会等への出席
昭.58年度

年月 日 izL z グ〉 名 税、 開催地 出席者

昭 58. 4.21~23 昭和58年度赤潮防止対策事業実施計画検討会 塩釜市 秋山由美子

5.19~20 日本食品衛生化学会第45回学術講演会 東京都 宮田淳子

5.25~27 第34凪全国水道研究発表会 大阪市 高橋政教

6.23~24 第24回臨床ウイルス談話会 東京都 佐藤允武

6.24~25 地方衛生研究所試験担当者講習会 東京都 小林英一

7. 7~ 8 第4回衛生微生物技術協議会研究会 松江市 豊川安延

7.16 日本薬学会衛生化学調査委員会東北部会，水酸化ジルコニウ 仙台市 小林英一

ム共沈法の実用化研究に関する班会議 平出博昭

8.22~27 神経芽細胞腫マス・スクリーニング研修会 東京都 荻野幸男

8. 24~26 第36回日本温泉科学会 伊東市 野村真美

9. 9~10 第37回日本細菌学会東北支部総会 福島市 佐藤允武

豊川安延

9.29~30 第20凪全国衛生化学技術協議会 宇都宮市 高橋政教

10. 5~ 7 第31回日本ウイルス学会総会 大阪市 阿部幸一

10.13~14 日本食品衛生学会第46回学術講演会 山形市 古川章子

秋山由美子

10.24~25 昭和58年度赤潮防止対策事業及び重要貝類毒化対策事業中間 青森市 小林英一

報告会 秋山由美子

1l. 9~ 12 第17回腸炎ビブリオシンポジウム 箱根町 大友良光

1 l. 13~14 県薬剤師会薬学研究会一般講演発表会 弘前市 秋山由美子

11.15~19 食品化学特殊技術講習会 東京都 富田淳子

11.17~18 食品衛生微生物研究会第4回学術講演会 大宮市 奈良みどり

11.25 昭和58年第 l回重要貝毒類毒化対策事業検討会 東京都 小林英一

昭 59. l. 11~14 貝毒測定技術研修 仙台市 秋山由美子

1.20~21 第11回代謝異常スクリーニング研究会 東京都 石川和子

l. 21 日本薬学会衛生化学調査委員会東北部会 仙台市 小林英一

2.14~3.14 国立公衆衛生院，昭和58年度特別課程細菌コース 東京都 奈良みどり

2.21~22 昭和58年赤潮防止対策事業及び重要貝類毒化対策事業最終報 仙台市 富田淳子

止仁と1 β:z:;; 、

3. 5~ 6 家庭用品安全対策担当係長会議 東京都 野村真美

3.28 精度管理関係会議 仙台市 小林英一

9 
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トリプシンj添加RD細胞におけるコクサツキー

A群ウイルスの増殖

* 佐藤允武 阿部幸一 野呂キョウ 三上稔之

秋山 有

緒 冨

コクサツキ-A群(以下Cox.A) ウイルスの培養法に

は従来から用いられてきた晴乳マウスのほか，最近にお

いては比較的取り扱いが簡単な人羊膜1，2) 人胎児腎2，3) 

や L-132細胞4)等の培養細胞も知られてきた。しかしな

がら，前者の晴乳マウスを用いる実験は多大な労力と経

費を必要とすることから日常の検査には国11み難し一方，

後者の羊膜，腎細胞は人の初代培養細胞や 2倍体細胞と

いうこともあり，常時入手し使用することは一般の施設

においては必ずしも容易ではない。また，株化細胞で取り

扱いやすい L-132細胞においては日常頻繁に分離される

low numberウイルスに感受性がないなど完全に満足き

すものではない。従って， A群ウイルス取り扱L、者の間では

幅広い感受性を持つ株化細胞の登場が待望されていた。最

近，これを満たしてくれそうな報告がSchmidtら2)，Wecker

ら3)によってもたらされた O すなわち， McAllisterら5) 

によって確立されたヒトの Rhabdomyosarcoma由来の

株化RD細胞がA群ウイルスに対して広い感受性をもち，

殊に lownumberウイルスには従来のどの株化培養細胞

よりも優れているという成績である O

この報告はA群ウイルスの今後の研究に朗報をもたら

表 l

したが，他方，最近の本細胞とウイルスに関わる研究が

進展するにつれ，ウイルス型によっては細胞変性が弱い

ためend pointが不明瞭てあるとか， また，分離率がH甫

手Lマウスに比較し，低いなどの問題点も指摘6)きれてきて

おり，手放しでは必ずしも喜べないようである。そこで

我々は7 イクロトレイを用いた中和抗体の測定にはCox

A群ウイルスの RD細胞に対する感染性の増強が不可欠

であると考え， 下記の実験をおこなった。

実験材料と方法

1. Cox. A群ウイルスの培養細胞における培養法

(1) 組織培養細胞:使用細胞は大日本製薬組織培養七

ンターから購入した人胎児横紋筋腫由来の RD細胞

で，実験使用継代数は90代から141代である。増殖用

培養液は販売元希望のMEMノ¥ンクス液に 2倍量の

アミノ酸とビタミンを添加した液に宇胎児血清を10

%の割合に加えて用いた O 維持液は 2種類で1つは

日水製イーグルMEM培養液に牛胎児血清を 2%の

割合で添加した液と，もっ 1つは上記液に更にsigma

製結晶トリプシンを終末 5μg含むよう加えた液を用

Cox A群ウイルスの RD細胞における継代法

いた(

接種 吸着 90分
寸洗糠 CTr(ー)液1 一一一一→ Tr(一)維持液一寸 |一→ 1_ 1一→

(i) トリプシン (Tr) 1 R D細胞 1-1 糸

未処理抗原 一一-， ，~'.'H'~ ， '.'orl-~週， ，列
よ洗糠 CTr(十)液開
RD細胞 ~ T r(+)維持液ー斗孟ト→|旬 1一一→

丁洗糠 CTr(ー)配 i> Trト)維持液→|養|→|作1-→
(ii) 5μgトリプシン (Tr) R D細胞 |観継

処理抗原 一一I ，，~~，~， ，~~察， I代
( 37

0C， 30分) ーよ洗糠 CTr(十)液 1 'J> 1 

RD細胞 ェTr!.t.)維持液ーーバト→ 1--→

Tr(ー)維持液
日水製イーグJレMEMI乙2弘濃度で牛胎児血清を加えた液
(一部は 2倍量のビタミン.アミノ酸加イーグルMEMI乙5%濃度で牛胎児血清を加えた液)

Tr(+)維持液
上記Tr(ー)維持液に5!Lg濃度I乙添加した液
(一部は上記のカッコ内液に5μg濃度に添加した液)

*現青森県田舎館食肉衛生検査所

1
i
 



(ゴヲイルス:秋旧 i~Jh汁電 子il庁腸内ウイルス古[)から分

与を乏けたじox. A計:ウイルスの悼平二十本である。 Iltti手L

7 ウス淋代性株はじlx.A1 (Tomぃkins1司Cox.A2

(Fleet w()od)， Cox. A 3 ( Olson )， Cox. 1'1. 4 ( High 

ドoint)，C()x. A 5 (日wartz)，Cox.A6 i Gdula'l， 

Cux.A計lυ()llけViln(‘ Cox. :'¥l2( Tθxas-12¥Cox 

人lβ(G-1:)じox恥主19(Dυhi)で、あ 1)，JINET， MK‘ 

L -132細胞桝代性株は Cox.A7( AB-IV)， Cox. A 9 

(Gri日gsI‘じりx.AlO( Kowalik )，Cox. All (BeIgium 

1¥C()x ベ15(G-9 1， Cox. A16( G-101， Cox回入

17 (C -12)， Cox . A201 IH-35んCox.A2HKuykendaIll 

である J

(3) R D細胞における培養法

長 1にコJ，すらi去で試験管培養をおこなった代

すなわち司 ウイルス抗原はトリブシン未処理抗原

と5μ芯トリフンン処理抗原をトリブシンを添加しな

い日1}(製イーグルMEM液(以下T1'l3液)と 5μ只ト

リブシン添加イーグルMEM液 (T1'④液)で洗漉し

たRD細胞に接種し， 90分間l吸着きせた後ー Tr色、

⑥i夜でj先棋の細胞培養試験管にそれぞれ系列毎に維持

液 (Trf¥Tr弔維持液)を加えJ白養をおこなったハ

通常l週間前後培養観察し，継代は系列毎に実施した 3

2目 中和試験iiミ

11) 免屯血清:秋田衛研から分与きれた抗Cox.A2，

3， 4， 5， 6司 7， g， 10， 12， 161¥'Jウサギ I(llげI

をmい，記載コードどおりの免疫血iJL ウイルスで
あることを中和試験によって確認した。しかし，残

りのウイルスは免疫血清の入手間難から現紅のとこ

ろおこなっていない。

(2) ウイルス抗原:表 2 に Ir~ した培養方法によって少

なくとも 3代以上継代したウイルスを用い，その力

価はlogTCID50/C).025日11で表示した。

(:)) 術式:マイクロプレートにおける中和試験はぶ尾

ら71の方法に準じておこなうた。すなわち，非1動化消

血清を維持液で 2j古階段希釈し，これに予め算出し，

希釈しておいたlOOTCIDo0 /0. 025m 1を含むウイルス

液を0.025ml加え，ミキサーで振量， 35'C， C02培養

出で 1時間中和した後， 0.05mlの 2%FCS加イー

グルMEM維持液に交換した RD細胞培養のフラッ

ト引プレートに重ねることによって，ウイルス，血

清混合液を接種した。培養後，別においたウイルス

対照が30-300TCID50 /0. 025m 1の範囲に達した時，

CPEを抑制する血清の最高希ifKitf数の逆数をその血清

中の中和十元f本価とした。

実験成績

RD細胞におけるCox.A群ウイルス抗原、の作製並

びにウイルス力価

表 2 l{ D細胞における CoxA群ウイルス抗原の作製並び、にウイルス力価

一「
継代 1 R U細胞にお 完全 CPEま 組事代時1H在 維持液中の 範幸代過料における ウイノレス力価(log) 

ウイルス! 株γJ 暦る~I*(¥:数 ので日数# 触の有無 Trの存否 Trの影響 (CPE) Tr(ー) Tr(+ ) 

Cox A 2 F (x l e e tsm-3w) ood 4 2 減必 5. 7 6.3 

3 1 C(I son 
(x -8m3) 4 3 無 5.9 5.8 

4H(IEh -pQ) 1n t 
x -sm3 5 3 十 十 促進 4. 6 4.7 

b s(wx a r t Z 
5m3) 7 2 十 増強(4代) 6. 7 6.6 

61 ?~u ~\m3) 5 2 情強(2代) 5. 3 5. 5 

71 ~INr:H 4 1 無 5. 4 5. 6 

81 I]onovan 
(x - sm1) 4 2 十 十 増強(2代) 6.8 7. 3 

9G(x r1Eg S sml} 3 1 無 丘3 5. 5 

10t(tLow1a 3211K 4) 4 2 無 4.9 5. 0 

B(Le l I E 1町n-1 
11 1 (i:i32 、1 4 2 無 4.4 4.7 

12T(Aex 』x山 a田 R】sm-l1) 2 4 2 十一 無 5. 8 6.0 

G -9 15
1 h132 

4 2 無 5. 0 且0

16 存怪主2千五 6) 4 2 十 十 促進 5. 5 6.0 

171 7'L13Z--4) 4 2 無 4.6 4.4 

181 9 -1 4 2 無 4.8 
ー6

寸((百L x sml) -35 4 1 無 5. 3 4.9 201 (L132-4¥ ) 
Kuvkenda 11 211 '(Li32 -4、) 3 1 無 6.5 6.6 

*:抗原10倍希釈 0.1ml/tube 、J'r/J (且 4) (5. 6) 

1:2 



哨手Lマウス判事代由来、並びに細胞桝代由米の19C叫

A群ウイルスのうち， Cox. A 1 ， 19引を除き，他の17

ウイルスが哀 2に示すように RD細胞において増植し

たO 抗原作製までの淋代数は各ウイルスともに最低3

代以上で，中和用作製抗原の継代時におけるTr接触は

C ox. A 4， 5， 8， 12， 16 }¥'Jの 5ウイ/レスで¥ うちCox.

A 4， 8， 16'¥')の 3ウイルスはTr④維持液で、抗原を作

製，他のCox.A 5， 121~1jの 2 ウイルスはTr己維持液で

作製した O その他の12ウイルスはTrの存否にほとんど

関係なく初代から強い CPEがみられたことから，抗

原はTrθ維持液で作製した。これら作製の17ウイルス

の力価をマイクロトレイで測定したところ，個々ウイル

スでバラツキがみられたが TrC-B液が幾何平均5.6Tr臼

m~5.4でありー Tr④i夜における t ite rが幾分高い傾向を

示した。また，抗原を10倍希釈し， 1 tu be当1)O.lml接

陣におけるl(¥()九CPEを起j までア.fj数J土IIlLI'jit，'Jトよ

って異なるが 1-3 Hであった O

2. CoxAtfウイルスの RD細胞に付する感受'1"1:

表 3 に本成績と今までの報~d手IJ をノ]，した

去の如く，Schmidtら2)，Weckerら引が非感受性と報合し

ている 11，15， 18司 20引は今回の我々ら，また，栄らfi)

の成結では感受性であり，報;へー書により fi'FJJ十[ji主ヰ

r1'した。

3. Tr存在，非存荘下土台養における中和抗体の比較

Tr存;(E下培養ウイルスが中和抗体の測定に使用でき

るか百かを知るために， Tr存杓二非存在ド培養の 2ウイ

ルスと Tr臼，④維持液を実験系として調べたの結果は

表 4 に /J~すように中和抗体価は作製ウイルス抗原のT r 

接触及び維持液中の存否に関係なくはば同じであった。

よ:3 Cox A ft'fウィルスのRD細胞に付する感受性の比較

¥-dJ2 I~ I降ら (1984i 栄ら (1，)83) S chmidtil975i Wecker:.l'l77， 
Cox A 

¥J D 
l 

十 十 十 十
') 

十 十 十
3 

十 「 イ
4 

十 ← 寸

5 
十 + + + 

6 
十 十 十 十

/ 
十 十

ぷ
十 + 。
十 + ↑ 

↓ 

10 
十 l¥i ]) 

11 
十 十 し よ

12 N D ¥Jj) 十 十

14 + ¥J J) 
15 

十 十 寸 寸
Hi ;¥ Il 十 十

11-¥ 
十

1 ~) 
← :¥ D 

20 
十 十 十

21 
十

[¥D 
ゾワ

N ]) :¥ ]) ¥J [) ¥J D 
23 

¥J D N [) 
24 

ND:定地せす

よ4 トリフシン存ft.， ~F' 存イ1:下自主主における中和l抗体価 l Tubei去)

抗原の種類 抗原の由来と継代歴

トリプシン非存

コクサツキー 在下培養(RD 4 ) 

A 群 4 型 トリプシン存在下

培 養(RD 4 ) 

トリプシン非存在

コクサツキー 下培養(RD 4 ) 

A 群 16 持q 卜リプシン存在下

培養(RD 4 ) 

維持培養液 攻撃(TウCイルス量) ID :;0 抗 f本 価

T r (ー)* 100 8.000 
一ーー-

TrC +) 1. 000 6，000 

TrC一) 300 8. 000 

T r (+) 3，000 6，000 

T r (一) 100 8.000 
4 一一一一一ーーー--

TrC十) 30 8. 000 

T r (一) 30 8.000 
『ー一一ー一一ーー
T r (+) 30 12. 000 

持 Tr(一) トリプシン非添加 2% FCS加 MEM 
Tr(+) 卜リプシン5μK添加 2% FCS加 MEM 

- 13 



考察

ウイルスあるいは培養細胞を薬剤処理してウイルスを

培養し，細胞のウイルス感受性の発現や増強を図る方法

がMDCK細胞とインフルエンザウイルス8)(薬剤:Trypsin)

との組合せで確立きれて以来，現在ではMA104細胞とロ

タウイルス9)(Trypsin)，やヒト胎児肺線維芽細胞とサ

イトメガロウイルス10)(デキサメサゾン)，きらにはマウス

マクロブアージ株細胞とデングウイルス 11)(Pokeweed 

mitogen)等の実験系で知られている。

Cox.A群ウイルスに関しては黒田ら 12)の16種の培養細

胞と6種の薬剤との組合せにおける報告例はあるが，結果

は初代，および2代継代でのCPE発現は認められず，

目的とした成果は得られていないOそこで我々は我国で

日常頻繁に分離されるCox.A群ウイルスのlownumber 

ウイルスに感受性をもっと報告ある RD細胞に着目し，

実験方法で述べたようにTrを用いて検討した。

RD細胞において増殖可能で・あった17ウイルスの中，

4， 5， 6， 8， 16型の 5血清型ウイルスについては，

Tr接触ウイルスの CPEは接触のないウイルスの不明瞭

なCPEあるいはendpointが明らかでないCPEに比較し，

明らかにTr作用による感染性の増強や促進効果を示した。

殊に5，6型においてはTr非存在下のその後の培養によって

も顕著なCPEを呈し， RD細胞に完全に馴化か認められた。

ウイルス培養の際lにこTrの存否に関係なく強Lい、CPEを起

したlロ2ウイルスとTrの助けを借 iり)て感染l性生を高めた5ウイ

ルスを合せた1口7ウイルスの7 イクロトレイにおける増殖は極極
一

めて良好てで、¥且つ， endpointも明瞭てでで、的、マイクロ中和試験の

実施には何んら支支A障をきたきなカか、つた。また，""7イクロトレイ

を用いたTr④維持液及びTrθ維持液によるウイルス力価

において， TrE8維持液の方が相対的に高い傾向を示した杭

この感染価の数値以上に， Tr⑦維持液で培養したウイルスの

CPEの進行速度は速し Tr⑦維持液の明らかなCPE増強効

果が観察された。しかし，その作用機序(品、まだ不明であるO

次にRD細胞におけるCox.A群ウイルスの増殖性につい

てはそれぞれ報告者により若干の相違をみだが，これは

Schmidtら2)栄られが既に報告しているごとし細胞継代

の際の培養液や増殖因子を含む血清，さらには継代方法

等により，何種かぬじっていた細胞がセレク卜された結

果による差異と推測される。

結 語

Cox.A群ウイルスと RD細胞の実験系にトリブシンを

接触させ培養し，次の成績を得た。

1) 3代以上の継代により 19血清型ウイルスのうち，

lと19型を除く 17ウイルスで増殖がみられた O

一← 14

2) 増殖した17ウイルスのうち， 12ウイルスはトリブ

シンの存否に関係なく初代から強いCPEを示した。

3) 残りの 5ウイルス(Cox.A4， 5， 6， 8， 16型)

ではトリブシンによる明らかな感染性の増強あるいは促

進効果が認められた。

4) 増殖可能な17ウイルスのマイクロトレイにおける

力価は 4.4から 6.7の範囲を示し，且つ， end pointも

明瞭で、あることから，マイクロ法での中和試験は充分可

能であったO

なお，本論文の要旨の一部は第38回日本細菌学会東北

支部総会(天童市)で発表した。
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青森県における食中毒起因菌の分布に関する

調査研究(第 4報)

一水系環境における Salmonella，Vibrio介布一

T2川安延 大友良光 奈良みどり 秋山 有

緒 = 

近年における食中毒起因l有の多様化を宅一えると，特定地

域におけるその実態把握は公衆衛生}--重要な課題と忠わ

れる。この悼の調査として，本県では1980年から 4ヶ年桝

続調作に右千し，食中毒対策の一環として，散発F将Ij症患

者， rh版食肉魚介主f[，動物皮び公共用水域からの食中毒起

凶l荷分離を行い可その実態を明らかにしてきた 1 ;)) 

1983年度調査はこれまで調売されなかった都市ート!し

し尿， I者畜場排水の他，前年度調布において仙lmonella，

8_ typhiの高い汚染が明らかであった河川等を含めたこ

れらの検体からサルモネラ，ビブリオの体i検家を行うた

以下その結果を報古ーするの

材料及び方法

調命期間J:調査は198::1年4月から1984年 3月にかけて

定期的に月 l回，次に述べる調夜定点について実施した j

検体数と検体採取万法:検体は青森rtJ内の公共用水域

として使用の生活雑排水， し尿技流水及び雨水を主とし

た恨01えよ川のそれぞれから12愉体，計24検体、;'¥"毛

田， 宇畑両終末処理場の流入卜7}<.をそれぞれから 12険体

計24検体，駒込i計ra工場ーからは牛し尿12検体、 TEj j主食内

何受KKからは屠古場未処理排水12検体，総，i十6定点から

72検体をJ禾取した。 採取hi'去は下水からのチフス l均一検1t

i去4)に準拠し，次に述べるタンポン法により行った。 河川

7}<.， 下水足ぴ!再出i場排水は局 }j 脱 )J\I*品ll)~ 15 認を~M憐

内変緩衝液にjえしたのち軒く絞り， 121
0

C減I有，乾燥後，滅的

ガーゼでこぶし大に斗んだタンポンを作製し，これを調

丘定点に亭:下設置し， :3日間民泊(含有水量約200ml) し

たものを [b]収，このほ iHìl~ を [tÎ愉宗に供品した ο また生

し b長て、、は 100~20()mlを1'tunえした

|判事実主: I~î愉京に供，i式の愉{本国:は泣出i1t 生し尿を一

律に50ml宛を用L¥以ドの明洋IJ-;¥地で応義したサノしモ

ネラ荷主は SB G f;';J也(日水J，セレナイト.I:;';J也(栄研)

の450ml に ;T1H~ 液を加えて明 l果Î (37"C 24~48hrl を hい，

分離日養はDHL寒天.I:;'-;J也(栄研)， MLCB寒天l:?;.t也(日水)

を併用して行った。時チワス l'iiの検'''*ミは変法セレナイト

15 

民地5)450mlに沿出液を増的(37"C24-48hr!し，分離培養

はBS寒天民地 (Difco)，DHL寒天日地を併用して行っ

た。特にサルモネラについては可及的多悼の繭引を把握す

る目的から 1 、F版培地から 20~501同の岸i集/f;を検査した O

ビブ¥)オの検会については一次増簡として 21音濃度アル

カリ性ベブトン水50mlに浸出液を噌|宥 (37'C6 ~ 8 hrl 

後、モシスイレペブトン7}<.l日*-i 10m 1にその 1m 1を移

し二次明IWを行い， [f:i分離には，一次，一次片i南液をTCBS

7聖天培地 l栄研)，PMT寒天培地(日水)， 8TBティボール

寒天日地(日水)を用い，他にV.fluuialisべPlesiomonas7) 
の分離同定を行った。分離簡の生物化学的性状検1i:は慨

ね微生物検1t必携品)に i~qo処し， 1日15はApi20E(api system 

Monlali吋， Fran仁ぞ)を用いた 3 サルモネラの血清If，']別検

在は rti版 lテンカ生研)の訟断用免ほ I(IL;庁を用いて的引

決定を行/-)た、

結 果

l*i険t-H:川児は表 lに示す上うに， 72十全体中55検体(76.4

!J{; )に認められた。!判悼別の険ti-1}:十で;土 Salmonella63.9 

()'O， V. cholerae (non 0-1) 8， 30/o， V. fluvialis 2.7%， 

Plesiomonas shigelloides 1.1 !JiJであ ---)た〉特に什ルモ

ネラの検出数では72検体中|場性46検体川、].9%)から83

1草i株が認灼られ， そのI副司リは表 2に'j;すように可J別未定

51手i株等をのぞ、く 311足i引が'f;リ別されたっ

検体別にみると流入下水からは21lfi'¥'J43)'ii株， '\'J~1j未

定:3[~î 株， inJ川からは131割引17)有株、 1I， 'j~IJ 未定 1 1均株，

生し尿からは 6I~Î ~'J 7向株， Y111別未定 1I*i株，岡市場未

処理排水では 61判明10lfi株，川1)別未定 l雨株のそれぞれ

が引別きれた οこれらの険iH頻度は流入 f7}<.9l.7% (24 

険体中 22険体)が最も向くっついて屑古場排水 66.7%‘

生し尿 50.0九，河川 41.70/0( 24険体l{l 10険体)のliltiに認

められた J

調査定，点別では八重田終末処理場流入ド7}<.が最も I告し

次に宇畑終末処理場流入下水、 同卒の恨[-牟-1単l匝更と!肘村吉場場宇4本未;よ; 

処坪理-排1水kに駒駒込{泊Ffんs1j十I川ι1

た司サルモネラ陽性iijlJにおL、ては[u]---検体から惚数のIfI



ヒブリオ属専の険11¥状i，t
サルモ不ラ

険!本

話毒 性
本実体数~/o)
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と

且
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2
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¥
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む

与

サ Jレモオラの権数検出例

9 -11月 12-2月
(秋期) (冬期)

H ")1[のサル 1三千ラ償 :ll数

愉 f+- 守!J I 二 J;it る什 I~ モネラ.た l

検体円l調fi定点

* 1 

摂子堰河川I 7]< 

赤 川河川水

八重旧終柏sI車場 下 水

幸畑終末切f哩場下 水

駒込清掃工場生し尿

青森食肉荷受KK屑畜場排水

* * 5 凶

一

い

泊

料

約

一

円

一
打
凶
約
一
戸

M

M

3 - 5凡 6-8片
(脊!日j) (夏期)

日

日

一

山

科

M

M

判

明

日

約

刊

日

中書出
株数

8( 66.7) 15 

2( 16. 7) 

12( 100. 0) 22 

1O( 83. 7) 24 

6( 50. 0) 

8( 66. 7) 11 

12 

12 

12 

12 

12 

12 

26 1レ/18I:Vi8 1乙/1811/18 83 46 72 計L>. 
口

唱が高い頻度で検出された。特に上述両処理場への流水

干:7kでは、 2-5種類を認めた陽性被体数は50?/o(24検

体中12検体)で高い汚染が推測されたコ

次に月号1]，季節的にみた菌検出状況では

サルモネラは，下水において春期83.3%，

夏期，秋期共に100%，冬期91.7%に，屠畜

場排水は春期100%，夏期0%，秋期66.7%，

冬期100%に，つづいて生し尿は春期33.3%，

夏期100%，秋期 0%，冬期66.7%，河川で

は春期33.3%，夏期50%，秋期67.7%，冬

期16.7%で，このうち根子堰と屠畜場未処

理排水の陽性数は同率に認められたが，冬

期においての根子堰は低い陽性数を示した。

総体的にみた水系環境でのサルモネラの季

節的な動向は顕著な差は認められなかった。

また，サルモネラの検出数は検体数を上廻

るものであったが，菌型分布において一定

の検出傾向が認められなかった。

サルモネラ以外の菌検出頻度ではV.cho-

lerae (non 0-1 )は5-9月にかけて八重田，

幸畑両処理場の流入下水から，根子堪では

8月と 9月に検出された o V.Jluvidisは5

月と 9月に，Plesiomonasshigelloidesは11

月に八重田終末処理場流入下水から検出さ

れた。

サルモネラ菌 ~'i は群別として分類された

35例中B群42.9%，C1群25.7%，E 1群11.4

%， D1群8.6%，C2， E4， G2， K群各 2.9% 

で，その菌型別の主なものでは 83菌株中

S. tYPhimuriumの18.0%が最も検出頻度

が高しつづいて， δ.infantis 1 :).3 %， 

S. derby 6.0%司 S.litchfield4.8%， S. vi;-

rchow. S.ρσnama， S.london B( d -tartr-

ate-)及び、 S.typhi 1. 2%等が認められた。

分母:検体数

分子.サルモネラ陽性検体数

* 同一検体からのサJレモネラの複数検出株数
**複数検出が認められた陽性検体数

61. 1 66.7 6邑 761. 1 63.9 i字削出検
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考 察 水質検合?における生物学的賊主要求量か[吉JC、水域で，

本調査では環境内染の集約とも考えられる水域につい 般生繭数及び大腸菌数が多く認められている 20)。また，

てサルモネラ，ビブリオ等の汚染調査を行った結果，特に 河川から分離された有機内濁分解に中心的な役割を果してい

サルモネラでは生活雑排水を主とした根子堰河1117](，処理 る菌時として，好気性従属栄養細I痛のVibrio，Aeromonas， 

場流入下水において高率に認められ，その蘭引土31菌引に Flαvobαcterwm等カ、認められている21)。また，河川で

およぶ多彩な菌引が分布することが確認きれた。検出頻 のウイルス生残性は水質における自浄作用と水温が関連

度の高い菌司引土S.typhimurium， S. litchfield， S. infantis すると考えられている22)。このように微生物に対する環境水

などが上位を占めており，その検出頻度と菌引は患者に の自浄作用は，地域性によって異なることと思われるカ¥

由来するもので全国的な傾向として認められた9)。サルモ 一般的にそれは微生物聞の措抗作用での生残性，ー

ネラの汚染は他地域により若干の差はあるにしても河川， 方では有機物の富栄養化による生残性で，いずれの場合

下水系の高度汚染とその菌明の多様化及び常荘化は 10，11.12) でもその生残性は水温の影響により増減することが考え

本調査を通して地域全般にわたることが推定される。調査 られる。特に冬期間における水質は静薗的に作用すると

期間中におけるサルモネラは年聞を通して流動的に絶え 思われることから，微生物は水域底泥に越冬することが

ず入れ替って検出され，その蘭型においては一定の傾向 考えられる O しばしば経験される冬期における腸チフス

が認められなかった。このように検出頻度の低い菌引で 菌，サルモネラの検出事例は上述の生残性に由来するも

あっても検出された多くのサルモネラは，過去に患者由 のと思考きれる O 水系における病原菌の汚染源は，特に

来菌ltiとしての関連が認められた蘭種であったれ S.glo- 家庭簡易浄化槽における浄化機能の不完全と，畜産，水産

ucesteγ， S.lagos， S. augustenborg， S. concord， S. co 食品等を含む生活雑排水，さらには動物由来のサルモネ

lorado， S.gatO:AJ ， S.putten等 7菌引は，その関連報告例 ラ等に由来することが推定きれ13) 環境におけるilj染防

がみられなかった O このことから水系環境のサルモネラ 止対策が必要て、ある。さらにはーむつ湾内にその汚染が波

は患者，保菌者，汚染食品及び保蘭動物の動向を示唆す 及し，魚介知へのサルモネラ分布を示唆14)する点で重要

るものとして注目され，環境水域，特に下水におけるサ であり，食品衛生上において留意すべきことと考えられる。

ルモネラ分布の推移は，サルモネラ感染症の発生概要を

推測する上に有効な疫学的資料となり得るものと考えら

れる。13) 季節的にみた検出菌の動向は V.cholerae 

(non 0-1)は夏期に認められたのに対しーサルモネラは

水系環境において年聞を通して検出されることが推定き

れた。即ち，春期における 61.1%，夏期の 66.7%，秋期j

の 66.7%，冬期の 6l.1%は，それを物語る。しかし，河

川水で、は，特に冬期間において低率で、'その要因には，

水量による希釈，拡散によるものと，冬期における凍結

とで検体としての量的，質的な問題が関連すると考えら

れた。これらの河川水はいずれもむつ湾内に流入し，沿

岸海域へのサルモネラ汚染が推測される 14)。また，し尿浄

化槽における放流水中にもサルモネラが認められている

か、15，16， 17)整備きれた浄化処理からのその汚染頻度は極

めて低いものと考えられ，いずれにおいても，水系のサルモネ

ラ生残性は注目されるところである。腸チフス菌の生残

性に関しては，都市水系において，おもに微生物との競

合守捕食によるものと、水温に相関し，冬期において長

期間生存することが与一えられている。また，他のサルモ

ネラも同様な傾向を示すものと推測きれている18)。コレラ

蘭については水中における有機物，塩化物， pH及び低温

が長期間の生存を左右されるものと推測され19)一方では，

- 17 

要 旨

1983年 4月から1984年3月にかけて水系環境からめサルモ

ネラ，ビフリオの蘭検索を行った結呆以下の成績を得た。調査

定点から得た72検体中55検体から，Salmonell:z 63.9 %， 

V. cholerae (non 0-1)8.3%， V.fi仰 ialis2.7%， Ple-

siomonas shigelloides 1 .4 %が検出きれ，特にサルモネ

ラ険出頻度ほ採取された72検体中， 46検体から83蘭株が

検出きれ，同月!別では司IJ別未定 5菌株等をのぞく 31菌引

が分類された O検体別検出頻度では流入下水 9l.7%(21 

雨明記菌株，引別未定 3雨株)， r吾市場未処理排水 66.7%

( 6菌引10南株，??!号Ij未定1菌株l，生し尿 50.0%(6菌

引7南株)， iilT)l1 41目7%(13菌司'07菌株，H;'!別未定 l菌株)

の順であったっ苧節的険出頻度では Vibrioは夏期を

中心に、 Salmonell:zは苧節的に関連な〈高率に(平均64

%)に検出され，特に流入下水においてその傾向がみられ

た。サルモネラの主要菌引はS.tYPhimur:um， S. infantis， 

，S. derby， S. virchow， S. panama， S. london， S. paraty -

ρhi 8， S. tyρhiなどが認められ，その多くのサルモネラ

は患者由来的引に関連した。

稿を終えるにあたり検体採取にご配慮いただいた青森
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青森県における A群溶連菌の菌型分布と

抗生剤感受性(1983年5月-1984年3月)

大友良光 奈良みどり 豊川安延 秋山 有

緒 言

j容連菌を原因とするヒトの病像は，法定伝染病の一つ

である狸紅熱など毒素が関与する疾患をはじめ，皮膚化

膿症，咽頭炎などの化膿性・炎症性疾患並びに急性腎炎，

リウマチ熱など宿主のアレルキー状態が主要な役割をも

っ疾患など多種多様1)である。しかも多くの伝染病が病後

免疫を残すのに対して溶連菌感染症では必ずしもそうで

はない2)。この重要性から溶連菌感染症は昭和56年よりス

ター卜した全国感染症サーベイランス情報事業の対象疾患に

も取り上げられ，全国規模での患者数が推定きれる

ようになった。これにともなって本県でも昭和田年 7月

から集計され始め，i容連菌感染症の実態が明らかになっ

たが，本感染症防止の資料として重要な溶連菌の疫学調

査はこれまで全く行われていなかった。本県では過去に

おいて 1中学校の生徒604名中474名が集団でA群溶連菌

(以下A群菌と略)Tll型に感染した3)という経緯もあり，

この機会に県内各地の医療機関で分離したA群菌につい

てT型別及び薬剤感受性を調査することは非常に有意義

と思われ，昭和58年度から 3ヶ年の継続事業として本調

査を開始した。今回は昭和58年 5月から昭和59年 3月ま

でに収集した患者由来株並びに青森市内の1保育園での

保菌調査で分離した株について検討したので報告する。

材料及び方法

l. 供試菌株

1) 医療機関由来株

菌株収集に際しては表 1に示した県内の 4市 6医療施

設の協力を得た。 6施設中細菌検査設備を有する 5施設

からは 1ヶ月に 5株を限度として患者由来株を滅菌綿棒

(スター高級製品，星盛堂医療KKiに付着きせ 2gの

大粒状シリカゲル(和光KK)入りの滅菌袋に封入して表

2の患者の疫学調査表とともに当所に郵送してもらった。

残る 1施設からは溶連菌感染症と思われる患者の咽頭

粘液を 1ヶ月10検体を限度として上述同様に採取しても

らい，当所において菌分離を行った。送付株の再分離並

ぴに咽頭粘液からの薗分離には1nfusion Broth( BBL) 

をベースにした 5%馬血液(日本バイオテスト研究所KK)

加寒天培地を使用した。

昭和田年 5月から昭和59年 3月まで184株を収集した。

表 l 調査協力施設と検体等

施 設 名 検体の種類 受付数 A群菌数 期 間

弘前大学医学部附属病院中央臨床検査部 菌株 5 5 昭58.5寸日59.3
弘前市
国立弘前病院臨床検査部 λY 42 41 11 

青森県立中央病院臨床検査部 f〆 25 12 λy 

青森市
斎藤小児科医院 咽頭粘液 26 H 68 

むつ市 ひっ総合病院中央検査科 菌 株 94 91 λγ 

八戸市 八同市立市民病院臨床検査科 〆〆 13 9 λy 

計 247 184 

小柳保育園(青森市) 咽頭粘液
昭 58.10. 4 

20 昭 59. 1. 19 

i口L 計 358 215 

表 2 j~紅熱様患者より分離した A群溶連保iの TI\'J別調査表

病院名(科)

Codeぬ|患者

- 19 



2) 健康保育関児由来株 成 繍

表 lに示した青森市内の 1保育園の協力を得て， l容連 1. 保育園児の保菌率

菌感染症の流行前の時期(昭.58.10.4)と流行がピーク 表 3に示したように， 10月に60名中11名18.3%， 1月

にきしかかる時期(昭.59.1.19)に園児の咽頭粘液を前 に51名中20名39.2%と1月か'10月より 2.1倍高い保菌率を

述の滅菌綿棒で採取し，直ちに10mlのキノリン培地4)に ノJ'した。

接種して37
0

C1夜培養後 5%馬血液加ノ¥ートインヒュ一 男女別並びに年令別にみると， 1月に男子の保菌率が

ジョン寒天培地で分離培養を行った O 分離菌株数は合計 女子の2.1i音であった他は特に大きな特徴は認められなか

31株であった υ った。また10月に A群菌が検出された11名のうち 6名か

2. 収集菌の群， T型別方法 らは l月に再び|司ーl血清引の|有が検出された。

上記収集菌を再分離後，0.1%にトリプシン(Difco1:250) 2. 向 司')

を加えたTodd Hewitt Broth(Difco)に接種し，2rc 1) 医療機関由来株

で l夜培養後市販の溶血レンサ球菌診断用免疫血清(テ、ン 184株中2株の刑別不能株を|徐き残 t)182株は11賄のT

カ生研)を用いA群の確認と T型の決定を行った 5)0 T型 引別に分けられた。量も多いのは T12引で60株32.6%司

日Jjが決定した株ば馬血液を1滴々下した5mlのToddHewitt 以下T 13'¥')26株14.1%，T3引24株13.0%，T B3264'¥') 

Broth培地に接陪し 27
0

C1夜培養後←20
0

Cのストッカーに 20株10.9%，T 1司日3株7.1%T 4勺!と T22司初、各12株

冶凍保存した。 6.5%，T28明 9株4.9%，T 18'¥'14株2.2%ー T61¥'JとT

3. 薬剤感受性，tlrJ定方法 8引が各 1株0.5%の111百であった。月別にみると(表 4) 

供試菌株の集落選別を行った後， ["1吾、受性 ;~IJ定用ブイヨ T 12引は毎月憤出きれ，他の引ははほ寒い時期に片寄っ

ン(ニソスイ)で増薗L， 5 %馬血液加感性ディスク用 ていたが。 T28引だけは夏期に多く険出された。

培地-N (ニソスイ)を用いて，化学療法学会最小発育

阻止濃度測定法再改訂法6)に従って感受性値をi則定した。

接種菌量は 1夜日養液(107個)の 1白金耳 (ll)4倍1， イ

ギリスMWE社製の定量白金耳マイクロループ10号)を，

マイクロトレーを利用した自家製のタイピング・アパラ

ーツ器具を用いて接種した。

使用薬剤はPenicillin系 (PCs) として PenicillinG 

(PCG)， Ampicillin (ABPC)， Cephalosporin系(CEPs)

としてCephaloridin(CER)， Macrolide系 (MLs)とし

てErythromycin( EM )，Oleandumycin( OL)， J osamycin 

(JM )，M idecamycin( MDM)，その他 Lincomycin(LCM) 

Chloramphenicol (CP)， Tetracycline (TC)，以上10薬

剤を用いた O

表 3 保育園児のA群溶連簡保I宥状況と T引別

調査期間
性 年 メT与】 日Ij

日Ij 2 3 4 5 6 不明

男 1/7持0/8 1/2 l/I2 1/5 0/3 

昭 58.10. 4 女 1/3 0/6 1/8 2/5 0/1 

計 2/I0 0バ4 1/2 5Ao 3Ao 0/4 
男 2/6 2/6 1/2 5バo 5/6 

昭 59. 1. 19 女 1/4 2/5 1/8 1/4 

計 3Ao 4Al 1/2 6/I8 6Ao 
男 3A3 2イ4 2/4 9 A2 6イ1 0/3 

1口h 言十 女 2/7 2Al 2/I6 3/9 0/1 

計 5Ao 4/25 2/4 1¥;18 9Ao 0/4 

表 4 A群i容連言i各T型別の月別検出状況

T~l 
日月 UB .5R. 5 6 7 8 9 10 11 12 UfL58， 1 2 3 合計

1 

3 

4 

6 

8 

12 

13 

18 

22 

28 

B3264 

型別不能

ノ仁1へ 五十

i口L 計

7/37 

4/23 

11/60 (18，3 % ) 

15/30 

5/21 

20/51 (39. 20，ゐ)
22/6 

9/44 

31/111 (27.9 % ) 

1 l 1 6 2 2 13 

1 4 2116 24 

2 3 2 2 1 2 12 

I 1 

l 1 

410534675 574  60 

1 3 2 2 1 467  26 

1 1 2 4 

1 1 133  2 1 12 

1 1 2 3 1 1 9 

1 358  3 20 

2 2 

5 12 10 9 13 15 28 24 15 3320 184 

T 型別

12 83264 

7 

4 

11 

3 11 1 

2 3 

5 14 1 

3 18 1 

2 7 

5 25 1 

地域別の険出状況を

みると(表 5)各地とも

T 12引が優先的である

が， T 12叩以外に目、前

市では T1 ，¥'1とT22'¥'と

市森市では T1311;')とT

4 ，¥'J司むつ市では T3 

養 分母は検査人数，分子は陽性数

1¥'1とTB 3264，¥'J，八戸

市ではT1引の検出割

合が高くなっているペ
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表 5 泊直;【f1 岳染 1 ;l ιI"~守，パ右干{容~' tLJ;)j)，j eノ1"r :~叶 Urえ111

D{1. !"'，f!. 5 __nn 弓'). 3 
司 E 二二三二二ご一一一一一一一一一ー一ー 一一 一ァ ーー一一 一一一

定lf一一一一一一 T t， b ] 2 JJ JB 22 2ぷ B32ti4 LT i ri' p1 ーーーー』ー~ー一 i .喝 ド'

i弘前大学医学古川
弘前市[附属病問二一一一一一一一一 1 5 

|国立目的病院 |5 5 3 12 3 1 6 1 5 1 41 

ノト 計 7 5 3 12 4 7 6 46 

|青森県立中央病院112
青森市

1斎藤小児科医院 I1 5 13 2 2 1 I 26 
|2  7 13 9 2 2 38 

むつ市|むつ総合院病I1 19 

八戸市 l八戸市立市民病院 I3 3 

合計 I13 24 12 60 26 4 12 9 20 2 I胤

特にT3型がもhつ市に多いことは際立った特徴といえる。

2) 保育園児由来株

31株総;てが. T 12!~'1， T 1引.TB 3264型の 3種類に引

別きれた(表 3)。このうち T12引が最も多く， 10月に検

出された A群商11株は全て T12型であった。

3. 薬剤感受性

1) 医療機関由来株

各種抗生剤に対するMIC値を表6に示した。 MIC;WJ定

値が25μg/ml以上の感受性値を示すものを耐性とすると.

PCs と CEr~などのβ ラクタム系の薬剤に対しては全併;

とも高い感受性を示したが，他の薬剤に対しては耐性を

示す株が認められた(表 7lo TCI耐性株が最も多く 86株

46.7%，次いでCP耐性が27株14.7%で， MLs 佐びにLCM

表 6 医療機関由来のA群溶連薗の
薬剤感受性分布成績 (MIC)

日召 .58.5-昭 59. ;3 

抗生物質 PCG ¥ Bf'C CER EM JM OL MDM LCM CP TC 

氏刊をと 184 H込 184 184 I回伐II 184 l削 (1l8凶4) Hも4ιo4(lOU 11001 ¥1O(j) (lOO) 11冊) i 1削) (W:J11( llK)1 

主主400 (41 91 
9 9 ν 
1491 ( 1，9i ( 4!l1 

200 
9 
1491 

100 口:
50 

ワ 3q 
11'，1 

25 
! 20 

(13.61 ¥10オ)

12.5 5lO 4} 
14 III 

υ51 ( 76) ¥54) 

6.25 
2 l4 日

IlililK.51 : 4リ)

3，1:) 
12 l 3 76 4 
1651 ( 0;)' 1101 4111 2乙)

l.56 
16 ') 

8，7， 11.1 

0.78 
4河7 引0.1初3.5) 

i句 τJ;昨円日主
0，3リ ト↓ 1ニ4561) 1ゐ3円，

。己 ，0、 1 1 j7 8) 1 2143 4 

ー.+ り '1' (40 ~， 

0.1 2G 48 I J 
12 46 

一一I 一b，::JI 

0，05 
l 6 I 89 i! 1 7 

l 1259 N f ¥{).51 13311¥4841 ~ 7 7，1 ¥ (). 5 1 :3肘l

0.025 
48 33 

1 1223 5) 
扇 3 4 

(111 2611 07.91 441 1.ti"li 22) 

0.0125 (l1H4 5j 
自5 134 3 4 2 3 
¥46.21 172.81 ( 1.61 1221 ¥ 051 1 111 ( 1.61 

0.006 
135 50 10 
(73.41 ¥27.2) 15.4¥ り5) 1051 

0.003 
13 
17.l) 
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耐性株は各々 9株4.9%と少数であった。

2) 保育園児由来株

各種抗生剤に対するMIC値を表8に示した。医療機関

由来株と同様にPCsとCERには高い感受性を示したが，

他の薬剤に対して耐性を示す株は74.2%以とあった(表7)。

表 7 薬剤耐性株 (MIC孟25，μg/ml)数
昭 .58.5-昭 .59.3

表 8 保育園児の保菌調査で分離した A
群j容連菌の薬剤感受性分布成績 (MIC)

昭和58年度

抗F十物貿 PCC ¥BPC CER EM JM OL MDM LCM CP TC 

百'g/二π川三j、両¥%l 31 31 31 31 31 )1 31 31 Jl 

100 1001 l制)1 1001 ¥UOI ](j(I) ¥(J1l1 1001 1001 1(0) 

主主4ui)
己2 23 い】 16 
71，01 22.lil 74.2) 5161 

2(1(1 
6 7 
19.1 22.tii 

lOO 3.21 196 41 2沼88) 

50 
4 13 
1291 41.9) 

23 4 
25 7421 li.9'1 

]己 5 3，2) 3.21 

6.25 62 5) 

113 165 11 

1.56 
l 。51 3.21 

け i8 、;!J

2 3 2 2 5 
i .19 

b 971 651 6.51 16.11 

(1.2 iン 321 

U，l b Z 51 
コ
165 1) 

り5' 1611 

フo 05 IJ.J 
69 5) 

o 025 lυ 議 2 
32，31 Y71 6.51 

0.0125 
9 " 31 (29.()) 67.71 !U()I 

。006 22 
71.0) 

0.003 



表 9 忠者由来株の|師、I性ノ、ターンと T'¥')号Ij

T If;リ別

耐ナl生ノ三タ ン MLsの内訳 12 3 13 4 22 28 .~:lq 
(60)(24)12日(12)(12) (9)白川 12(184 ) 

単独 TC 33 7 10 7 1 1 59 

TC/CP 2 16 11 19 

2奇11

LCM/MLs MDM/OL/JM/EM 1 

4剤 TC/CP/LCM/MIs MDM/OLlJM/EM 1 7 11 8 

1口入 五十 42 23 10 7 1 1 1 2 87 

内は各Tll'iの全検出株数

4 耐性ノ〈ターンと T~'J

同系統の薬剤，特にMDM，OL， J M， EM等の 7 クロラ

イド系はMLsとして 1剤と考えて耐性ノイターンと T型につ

いてまとめ，以下の成績が得られた。患者由来株については

表 9に示したように， TC単独i耐性が184株中59株32.1%

と最も高し次いでTC/CP2剤耐性が19株10.3%，LC 

M/MLs 2剤耐性が l株0.5%，4剤耐性の多剤耐性株は

わずか 8株4.4%であづた。 TC単独耐性株のT1'l別は

T 3塑， T 4~ ， T 12型， T 13弓'!， T 221'1， T 28!it~であり，

それらの耐性率は T4型が12株中7株58.3%と最も高く，

次いでT12ff，'初、60株中 33株55.0%，T13型が26株中10株

38.5%， T 31nが24株中 7株29.2%，T28司切{9株中 1株
1l.1%，そして T22型が12株中 1株8.3%の順であった。

TC/CP2剤耐性株のT型は l株の型別不能株を除い

てT3型と T12型だけであり， T 3引は検出24株中16株

66.7%と高い耐性率を示し， T 12型は60株中 2株3.3%で

あった。 4剤に耐性のいわゆる多剤耐性株は 8株で， 1 

主10 保I*ifi'由来株(31株)のIm.)'!'tノ、ターンと T ~'J 号Ij

T '¥') 

JfJiJ'I'4:ノ父ターン MLsの内訳 12 
(25) 

単独 TC 2 

4斉IJ TC/CP /LC M/M Ls MDM/OL/ JM/EM 23 

之仁1入 25 

内は全検出TlZI¥'}株数

株の型別不能株を除きすべて T12型であり， T 12型全体

の11.7%，全体数184株のわずか3.8%であった O

保菌者由来株については表10のように31株中多剤耐性

を示すものが23株74.2%，T C単独耐性を示すものが 2

株6.5%であり，これらはすべて T12型であった O

5. 調査表による患者の病型別年令区分と T型

表11に示すとおり，記載なしの46名を除き 138名中72名

52.2%が化膿性・炎症性疾患群， 56名40.6%が咽頭発赤

等に加えて発疹や耳舌など発赤毒が関与する狸紅熱様疾

患の毒素群，そして残る 10名7.2%が哨息などの他の疾患

であった。その他の疾患を除くと患者は 1-9%の年令

層に男女の別なく認められた。毒素群の患者から分離

された株の主なT型別の株数は， T 12塑が56株中22株39.3

%， T 3 ~~が 9 株16.1% ， T 4 Jtiが 7株12.5%，T 13引

が10.7%等であった。化膿性・炎症性疾患群にも毒素群と

同様のT型検出傾向がみられたが，毒素群に比べてT83264 

司切言72株中1C株13.9%と多く ，T4引がl株1.4%と少なかっ

た O また症状記載なしの株では T~'i別はやや均等にばら

つき大きな特徴はみられなかった。

表11 症叩!別忠者の年令[五分と T'¥')別

年 i入1 区 分
T ~リ 男Ij

病 汗+リ一 1> 1 -4 5 -9 10-14 15豆 未記載 メ仁}ロJトl メ仁ι、1三ロートl 
男 女 男女 男女 男女 男女 男女 男女 12 13 3邸264 1 1 4 22 28 18 6 1 8 u1* 

化膿性・炎症 2 10 8 21 16 3 7 1 2 1 2 138 34 

性疾患群計
29 11 11 10 1 1 1 415 72 

2 18 37 10 3 2 72 

毒 素 群 2 13 12 15 12 1 1 130 26 

計
22 619 212 7 1 1 213 2 56 

2 25 27 1 1 56 

そ グ〕 他 l 1 3 1 1 2 1 1 1 5 5 
1 313 1 1 1 1 10 

ri十 l 3 1 3 l 10 

記載なし 2 10 7 10 10 2 2 1 2 1 124 22 

z汁
918 415 714 612 l 46 

2 17 20 2 2 3 46 

7 o 1 33 28 46 41 4 10 4 4 1 3 4 197 87 
60 26 24 20 13 12 12 9 1 4 1 1 1 2 1 184 

合計 7 61 87 14 8 7 184 
L 

*・・・司明Ij不能
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表12 A群irfj皇llf，jT'¥'J日Ijの全[EJ集l汁との比較

※病原微生物検出情報年報よリ

T'i明Ij
全 [fJ IJ 点記

1980 1981 1982 1983. 5-1984. 3 

l 191 317 510 13 

2 3 3 4 

4 6 25 24 

4 282 220 383 12 

5 16 36 67 

6 239 269 243 1 

8 5 15 1 

9 6 4 21 

11 25 26 137 

12 1，207 994 883 60 

13 127 237 391 26 

14 4 5 

18 23 43 82 4 

22 45 57 129 12 

23 5 7 

25 5 10 

28 112 144 157 9 

B 3264 243 143 125 20 

Imp.19 5 

Not typed 219 306 160 2 

合 'I十 2，745 2，824 3，359 184 

考 察

本調査で明らかになった医療機関由来株のT型別を過

去 3年の全国規模の集計7-9)と比較すると(表12)，全国的

に多い型はT1， T 4， T 6， T 12， T 13， T 28， T B 3264等の

各唱で，このうち T1型と T13型は上昇傾向， T 4f¥'Jを

除く他の*ilは減少傾向にある O 本県の場合は， 1回だけ

の調査で増減については不明だが， T 6型が少なく T3

引が多いのが大きな特徴となっており，他は全国集計と

大差がないように思われる o T 3 *，'Jは険出地域が弘前市

とむつ市に限られ，特にむつ市では全検出24株中19株79.2

%と極端に片寄っており，薬剤感受性試験においても24

株中 7株29.2%がTC単独耐性， 16株66.7%がTC/CP 

2剤耐性と際立った特徴をもっている。

宮本らは 10)A群南の耐性化機構について，t充生物質の種

頬により耐性化に序列があり，それは菌引によって異な

ることを疫学的に明らかにしている。すなわちT4型は

TC単独耐性に留まり， T 3 't'l はTC/CP2剤耐性， T 12 

可Jは遅速の差はあるものの多剤耐性化する傾向にあると

いう O 本調査でも患者由来株については同様の成績を示

した。しかしながら T12引に関しては他の報告11-1 3) 

に比して著しく多剤耐性化が遅れており，TC単独耐性に留ま

っている株が60株中33株55.0%，TC/CP 2剤耐性にあ

る株が 2株3.3%であった。これに対して同じ T12引でも

健康保育園児由来株は TC単独耐性を示すものがわずか

25株中 2株8.0%にすぎず，23株92.0%が多剤耐性化して

おり，患者由来のT12*.'Jとは明らかに異なる成績を示した O

この保育園では， 10月の保菌調査でT12型が検出された園

児11名中 6名54.5%が 1月の調査でも再び、同一血清塑の

菌が検出されており，同一株による侵襲状態にあったの

ではないかと考えられる O また患者由来のT13型は26株

中10株38.5%がTC単独耐性を示し，従来から TC単独

耐性は T4月!とT12型に多い10.11)とされていただけに興味

ある事実と思われる。これと同様な成績は最近中島ら12)によっ

て健康な学童の咽頭から分離したT13塑菌についても報告

されており， T13型菌についての今後の動向が注目きれ

る。

j容連菌感染症の中で主としてA群菌が原因で起きる法

定伝染病の 1つ狸紅熱は，厚生省の伝染病統計によれば

年々減少の一途をたどり，本県でも届出患者数は昭和56

年と57年ともに 7名，そして昭和58年にはわずか 2名

だけであった。この理由として我国の公衆衛生の発達や

抗生剤の著効等が考えられるが，本調査で明らかなよう

に，発赤毒が関与する臨床症状を示したいわゆる狸紅

熱様の患者数は，症状記載なしの46名を除いて138名中56

名40.6%と多く，狸紅熱の届け出数が果して実態をどれ

ほど反映しているのかはなはだ疑問であると思われた。

狸紅熱の羅患年令は，その発生機序との関係で初感染時

の幼児には少ないとされている14)が，今回の調査では2才以

下の低い年令層にも確認され興味が持たれた O

今回の調官により，本県における A群溶連菌のT*t'J分

布と薬剤感受性の実態が初めて明らかになった。しかし，

これらの成績は今後かなり流動的に推移すると思われる

ので，続く 2年間の調査を行い本県のA群溶連I萄の動向

を見極め，本菌による感染発症の防止の l資料にしたい

と考えている O

ま とめ

青森県内の感染症サーベイランス事業に関連し，昭和

田年 5月から昭和59年 3月までに県内 4市 6ヶ所の医療

機関並びに青森市内の l保育園の園児から A群溶連菌を

収集し，その血清明別と薬剤感受性試験を行い次の成績

円
〈
リつ山



を得た。

1. 医療機関の患者由来184株は 2株の型別不能を除き11

種のT型別に分けられ，このうち T12型が32.6%と最も

多く，以下主な型はT13型14.1%，T3噌13.0%，T B 

3264型10.9%等であった。またT28型が夏期に多く検出

きれ，全国規模の集計では少ないT3型がむつ市に多い

ことは際立った特徴であった。

2 保育園児111名から31株のA群菌が検出きれ，保菌率

は1月が10月の2.11音と高い値39.2%を示し，そのT*t'l別

は多い順にT12~J， T 1 ~， TB 3264型の 3種類だけであ

った。

3. 患者由来株並びに保育園児由来株はともにPCsとCE

Rのβーラクタム系薬剤に対して高い感受性を示したが，

他の薬剤に対しては園児由来株が患者由来株よりも高い

耐性を示した。

4. 多剤耐性化傾向があるとされている T12型は，患者

由来株では60株中33株55.0%がTC単独耐性に留まって

いたのに対して，保育園児由来株では25株中23株92.0%

が多剤耐性化していた O

5. 患者由来株はTC単独耐性とTC/CP2剤耐性が多

しそのT型別はTC単独耐性ではT3型， T4型，T12 

型 T13型司T22型，T28型. TC/CP 2剤耐性では1株の

型別不能株を除いてT3型と T12買のみであった O 従来

から TC単独耐性が多いときれている T4型と T12型以

外に新たにT13型が26株中10株38.5%と高いTC耐性率

を示し興味が持たれた。

6. 患者調査表に症状の記載があった138名中56名40.6%

に咽頭発赤等に加えて発疹や毒舌など狸紅熱特有の症状

を呈する患者が男女の別なく 1-9才の年令層に集中し

て認められ，統計上にあらわれない狸紅熱患者の実態が推

i則きtした。

稿を終えるにあたり，終始御指導を賜わりまた論文の

御校聞を賜わった神奈川県衛生研究所微生物部滝沢金次

郎先生に深甚なる謝意を示すとともに，本調査に御協力

をいただいている各医療機関並びに小柳保育園の皆様に

感謝の意を表します。

なお本調査成績の一部は第38回日本細菌学会東北支部

総会並びに第 4回青森県感染症研究会にて口演発表済み

である。
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青森県内水道水中のトリハロメタン濃度について

(第 1報)
-持

高橋政教 野村真美 桶田幾代 小林英一

はじめに

水道水中に，塩素処理によって生成きれるトリハロメ

タン(THM)か存在することが明らかにされ1.2¥特に主成

分であるクロロホルムは発癌性物質として知られている

ことから，衛生上重要な問題になるに至った3) 

我が国では，昭和56年 3月，厚生省環境衛生局水道環

境部長通知(環水第46号)により，クロロホルム(CHCI3)， 

ブロモジクロロメタン(CHC12Br)，ジブロモクロロメタ

ン(CHC1 Bn)およびブロモホルム(CHBr3)の合計量を

総トリハロメタン (TTHM) として年間平均値0.10mg/

lの制御目標を定めた。

今回，我々は県内水道水中のTTHM濃度を把握する目的

で，県下 2ヶ所の浄水場を選ぴ，それら水道水中のTTHM

濃度について調査し， 2， 3の知見を得たので報告する。

調査方法

1.試料

県内全域を把握する前段階として， TTHM生成に関与

する項目であるKMn04消費量，色度の高い 2浄水場の給

水栓水を対象とした O これら水道水中のTTHM濃度は県

内でも高濃度であると推定きれる O 検体数は各浄水場配

水系より，原水 1検体，給水栓4検体を採水し，各季節に

つき 1回，年4固とし， 2浄水場につき計40検体であった。

2. 調査対象

表 1に示すように，県内 2ヶ所の浄水場を選び，調査

対象とした O

表 l 浄水場の概要および原水の水質

I争JK7k il京 浄水方法 PH 色度士義

A 深井戸
凝集沈澱急速i戸過

8.3 28 
前塩素前アルカリ

B ダム湖水
i~it集沈澱急速 j戸過

6.4 18 
前塩素前アルカリ

原水の水質検1d直は年4回の平均値を示した

3. 採7](時期

K消(mMg費I/lo量l) 4 

6.5 

5.8 

C1 

(mg/1 ) 

24.8 

18.9 

昭和55年秋季 (11月)， 56年冬季(2月)，56年春季(5 

月)，56年夏季(8月)の4固にわたり調査した。

*現青森県公害課

4 採7K.t也点

2浄水場の採水地点を概要を図 lに示した O

2 3 

|A浄水場ト斗
2 4 

lB浄水場ト斗
3 4 

図 l 採水地点の概要

5. i&IJ定項目および方法

採7](時の気温，7](i品， PH，残留塩素および試験室内で

のKMn04消費量，色度，塩素イオンの測定は上水試験方

法によったO また，試料のサンプリング方法は厚生省の

「水道水中の総トリハロメタン測定方法案4)Jに準じた。

TTHMの分析は厚生省のヘッド・スペースによるヵースク

ロマトグラフ法を用い，カザスクロマトグラフの条件は前

回の方法5)に準じて行なった O

調査成績および考察

1. 水道水中のTTHMの濃度

水道水中のTTHM濃度を図 2， 3に示した。地下水を

水源とする A浄水場4給水栓水のTTHM濃度は年平均44

-63μg/lの範囲であった。一方、夕、、ム湖水を水源とす

るB浄水場4給水栓では20-32μg/lでありいずれも国

の制御目標値100μg/lを下まわっていた O

水源別水道水中TTHM濃度については，すでに多くの

報告6.7.8)がなされているれ一般的に河川水タム湖水は地

下水よりもTTHM濃度は高いと報告されている。本調査

では逆の成績が得られた。 TTHMの生成は浄水の処理方

法によってもその生成量は異なってくるが，今回調査し

た両浄水場の処理方法は全く同じであることを考えると，

これは表 1， 2の水質検査成績で、示すように， KMn04消

費量，色度の値から推察して，タ"ム湖水を水源とする原

水よりも地下水を水源とする原水中にTHM生成の前駆物

質である有機物が多く含まれていることが主因と考えられる。

これらのことより， THM生成と KMn04消費量，色度と

の相聞が非常に高いものと予想される O
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m♂/1 

亡コ CH川

騒~ CHCI2R， 
_ CHClllc

2 

x = 56 x - 63 
x = 57 

::> 
} 

ー
'i- 40 

採水地五

図 2 A 浄水場のTTHM濃度

TTHMの組成別平均値

は， A 浄水場の給水栓水

(16仔1])で、はCHC1367.0

%， CHC12 Br26. 7%， C 

HCbBr6.3%であった。

一方， B 浄水場の給水栓

( 161列)ではCHC1351.8

%， CHC13 Br30. 9%. C 

CHCIBn17.3%であり，

両浄水場ともCHC13は含

臭素THM(CHC12Br+ 

CHCIBn)よりも高か

った。 TTHM中の含臭

素THMの生成は水中の

臭素イオンに影響きれる

ことはすでに知られ7ー11)

ていることから，両浄水場給水栓中の含央素THM濃度の

違いは原水中に含まれている央素イオン含有量の差によ

るものと考えられる。なお，すべての給水栓いずれにお

いてもCHBnは検出きれなかった。

また，両浄水場の給水作中TTHM濃度は，配水池より

遠い科高い傾向が認められた。これは出主と接触時間(滞

留時間)が長いため. TTHMの生成量が増加したものと考

表

mg/I 
仁コ CHCl3

_ CHCI
2
11
r 

_ CHClllr2 

χ=  21 
文二ス2

X 二 26 xニ 31

:>; '0 
z 
H 
」

一
閉
山
市
川

一
季
地

一
水
水

一
採
採

父、秋

4
 

H
足#
 

n
A

、
秋反ゐ什

b

今秋夏五廿

図 3 B 浄水場のTTHM濃度

mg/l 

70 

帥

so 

Eド2 叫

JO 

20 

10 

'一_A浄水絹 (n~. ) 

... o---~コ B浄水場( n ~. ) 

、 可.

σ 
な

ふ

Yコ

春季 夏季 秩季 冬季 平均

図 4 TTHMの季節耳Ij変化

2浄水場の水質検査成績

採水 気温 ('C)水温 ('C) PH 
残留塩柔 KMn04消費量

色 度

浄水場
( ppm) (mg/ I 

季節 N 平均 N ヰι均 N 平均 N 平均 N 平均 N 平均

春 4 23.0 4 12.2 4 8.2 I 4 0.64 4 6.3 4 32 

夏 4 27. 5 4 21. 0 4 7.9 1 4 O. 19 4 7. 6 4 30 
A 
秋 4 12.0 4 13. 2 4 7.6 I 4 0.24 4 4. 3 4 25 

ヨ正 4 4.0 4 5. 4 4 7. 7 I 4 0.95 4 4. 7 4 25 

春 4 14. 5 4 10. 9 4 7. 1 1 4 1. 25 4 3-3 4 18 

夏 4 22.5 4 20. 1 4 6. 7 ! 4 0.82 4 10. 0 4 25 
B 
秋 4 11.0 4 7. 5 4 6.3 I 4 O. 17 4 5.0 4 15 

ヨE 4 -1.0 4 1. 0 4 6.3 I 4 0.11 4 5. 7 4 14 

えらtLる。

2. TTHM濃度の苧節別変化

2浄水場の給水特における苧節耳IjTTHM濃度の平均値

を図 4に示した。 A浄水場の給水作では春子三に俺かに高

くなっているが，年聞を通してほほ、一定の値であった。

これは表 2に示すように，地下水の水iι 水質が年聞を
通してそれほど大きな変化のないことから，生成きれる

TTHM量も年間を通じはほ一定の値を示したものと思わ

れる。一方，夕、ム湖水を水源とする B給水栓水では明ら

かに苧節別変化が認められたO 特に夏苧のTTHM平均濃

度は44μg/l.冬苧では14μg/lであり.f-J 3 i音の濃度差

が認められた。これは原水の水iM.水質はヂー節により変動

が大きし特に夏苧においては水温の上昇，水質悪化に

伴う有機物の明加がTTHM生成に大きな彩響を与えてい

るものと推測される。
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表3 水質検査項目と TTHM濃度との単相関

成 分 浄水場 気 温 水 温 PH  残留塩素 KMn04消費量 色 度

A O. 458* 0.133 0.116 -0.031 0.262 0.581)ド*

CHC13 
B 0.770 * * 0.863** 0.221 -0. 165 0.842 * * 0.872本*

CHC 12Br A 0.301 0.023 -O. 113 0.083 0.205 0.531ホ*
+ 

CHC 1 Br2 B -0.056 0.459* 0.624 * * -0.200 0.093 0.150 

A 0.402 * 0.086 0.033 0.011 0.240 0.575ホ*
TTHM 

B O. 698 *:* 0.863** 0.344 -{}. 199 0.751 *¥* O. 792ホ*

n = 16 * P < O. 05有意 ホ* P < 0.01有意

3. TTHM生成と水質検査項目との関連性

前述の調査成績より， THM生成と7ki且， KMn04消費

量，色度等と極めて高い相関関係があることが推測され

たO そこで水質検査値とその給水栓水TTHM濃度との関

連性について，その単相関を求めその結果を表3に示した。

CHCl3についてみると，地下水では気温，色度との聞

に，夕、、ム湖水では気温，7ki且， KMn04消費量，色度との

聞に相関関係が認められた。

含臭素THM(CHCIzBr+CHCI Brz)についてみると，

地下水では色度，夕、、ム湖水では水温，PHとの聞に相関関係

が認められた。

TTHMについてみると，地下水では気温，7ki且， KMn04 

消費量，色度との間に相関関係が認められた。これらの

結果から浄水場における監視計画をたてる場合には，原

水中のKMn04消費量と色度とを概括的な監視指標とする

ことができる。

今回，県内 2ヶ所の浄水場の給水栓中TTHM濃度につ

いて調査したが，現在，県内各地域の給水栓中のTTHM

濃度について調査中であり，この結果は次回に報告する

予定である O

ま とめ

県内 2ヶ所の浄水場32給水栓におけるTTHM濃度につ

いて調査し，次の結果が得られた O

1. 32給水栓中のTTHM濃度は年平均値21-63μg/lの

範囲であり，すべて国の制御目標値以下であった。

2. TTHMの組成別平均濃度は，地下水て怯CHC1367.0

%， CHClzBr26.7%， CHCIBr6.3%であり，夕、ム湖水

ではCHCb51.8%，CHClz Br30. 9%，CHCIBrz7 .3%であ

った。両浄水場における含臭素THM量の違いは，原水中

に含まれる臭素イオン量が異なるためと考えられる O 一
方，全検体中にCHBf3は検出きれなかった O

3. 季節別TTHM濃度についてみると，夕、、ム湖水を水源

とする給水栓では明らかな季節別変化が認められた O 一

方，地下水を水源とする給水栓では苧節別変化が認めら

れなかった O

4. TTHM生成と水質検査値との単相関についてみる

と，地下水では気温，色度，ダム湖水では気温，水温，

KMn04消費量，色度との聞に高い相関関係が認められた。
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青森県の温泉経年変化について(第 3報)
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緒 言

本県は全l五|でも有数のi品良県であり，京il足数および総

湧出量とも年々急、j敢な増加傾向を示している。これは堀

きく技術の進歩に伴ない， t也トー深層部に開発された温泉

か昭和47年を契機に増加したことが原因になっている))，

i~[L 泉は被雑ーな j勇出機構を有している。このため泉質が

しは、しば経年的に変化することが知られている2-4)特に

近年品泉の乱開発すなわち乱J属、乱掲揚に起因する温泉の

衰退現象が問題になっている S)

このため温泉資源保護対策の一環として司昭和55年度

表 1

から県内の温泉について経年変化調査を実施し，当所報6，7)

にその結果を報告した。今回は昭和57，58年に実施した

結果について報告する。

調査方法

1 対象泉源

対象泉i原は図 1，表 1に示すように掘削後 3年から24

年以上経過している県内28泉源を選ぴ再分析を行なった。

なお経年変化の比較資料はすべて当所で過去に行なった

成績を用いた。

調査地区および、泉質

調査地区
泉源、 調査 経過

泉 質 調査地区
泉源 調査 経過

泉 質
No 年月 年数 No. 年月 年数

平舘村 ① 
35. 9 単純温泉

⑬ 
46， 5 Na ・Ca-C¥ • S04 

21 11 
57. 4 Na・Ca-S04 57. 8 Na ・Ca-C¥

48. 4 Na ・Ca-S04.C1
⑬ 
39.12 Na ・Ca-C¥・S04

中里町 2 10 17 
58. 8 Na ・ Ca-S0 4 • C ¥ 57. 8 Na ・Ca-C¥

⑨ 
50. 2 Na-C 1 (強) 46. 5 Na ・Ca-C¥.S04

鶴田町 8 17 11 
58. 6 Na-HC03・C¥ 57. 8 Na ・Ca-Cl・S04

Na-Cl 
大鰐町

Na ・Ca-C¥・S0443. 12 
⑩ 
39. 12 

4 14 17 
58. 11 Na-C¥ 57. 8 Na ・Ca-Cl

45. 7 Na-Cl 
⑬ 
39. 12 Na ・Ca-C¥.S04

5 13 17 
58.11 NaーC¥ 57， 8 Na ・Ca-C¥

46. 6 Na-CI 50. 10 単純温泉
6 12 20 8 

五所川原市
58. 11 Na-C¥ 59. 1 単純温泉

46. 9 Na-C¥ 33.11 Na ・Ca-C¥
7 12 21 24 
58.11 Na-C¥ 58. 10 Na・Ca-Cl

45. 5 Na-C¥ 46. 7 Na-C¥ 
8 13 22 12 
58.11 Na-Cl 59. 1 Na-Cl 

50. 11 Na-C 1. HC03 46. 7 合H2S-Na-C1 
9 8 碇ケ関村 23 12 

合HzS-Na-C¥58. 11 Na-C¥.HC03 59. 1 

34. 7 Na ・Mg-HC03・C¥
@ 
36. 8 含 Fe-Na-Cl

⑩ 24 
Na.Mg ・Ca-CいHCO

22 
58.11 59. 1 Na-CI 

岩木町 Na-C ¥ • HC03 単純温泉51. 51. 6 
11 7 

Na-C 1 .HC03 
25 7 

58. 9 59. 1 単純温泉

54. 4 Na-C¥ 50. 3 Ca. Na -S04 
相馬村 12 3 

Na-Cl 
青森市 26 7 

57， 6 57. 8 Ca ・Na-S04
51. 含H2S-Na-Cl 49. 9 含H2S-Na-Cl

弘前市 13 
6 合H2S-Na-C1 

27 8 
57. 5 58. 7 含H2S-Na-Cl

ヰLわ，1li~riJ込
風間浦村

46.12 49. 9 含H2S-Na-Cい S04
平賀町 14 10 

単純温泉
28 8 

57. 6 58. 7 含H2S-Na-C¥・S04
0印は泉質変化した泉源

。。
ワ山



2. 調子正期間

昭和57年 4月から昭和59年 1JJの間に実地した 0

3 分析方法および調査項目

(1)分析万法は「鉱泉分析法指針(改訂) J によった。

(2)]調査I頁目

pH， *i~i， 蒸発残留物， 1湯イオンとして。 Na+，K+， 

Ca2¥Mg2 +-， AI3+， To tal-Fe /;;;イオンとしてCl-， 

SU42'， HC03 溶存力、ス成分としてCU2，H2S。

図 1 泉岬;分布同

調査結果および考察

l. 泉温(表 2ーし 2 -2参照)

前調査に比較して対象28泉源中泉溢カ、 5"C以上下降し

たのは15ヶ所， 上昇したのは 2ヶ所であった。また泉質

が変化した 8泉淵中泉世の下降したのは 5ヶ所，現状維

持が 3ヶ所であり，前報と同様泉温の下降した例が多く

認められた。 以上のことにより泉溢は泉質変化を知るう

えでの重要な指標である。

2 蒸発残留物(表 2-1， 2-2参照)

前調査に比較して対象28泉源中蒸発残留物が減少した

のは12ヶ所，増加したのは 6ヶ所であった O 泉質変化し

た8泉説中減少したのは 5ヶ所，増加したのは 3ヶ所で

あり，全ての泉j原で変動していた。蒸発残留物の変化は

良質変化を知るうえでの重要な指標である。

3. 主要化学成分の変化(表 2-1，云 2-2，図 2参照)

前報において蒸発残留物と各主要化学成分との相関係

数を求めた，その結果蒸発残留物と Na+，K， Cl との間に

高い相関関係が得られている。このことは今回の調奇において

も表2-2により同様のことが考えられる。

また図 2に各主要化学成分の当量濃度のHexadiagram

の変化をノJ¥した。これによると陽イオンでは恥 1，~()24 

がNa斗 K>Mg>CaからNa十K>Ca>Mgi二変化した。又

1;会イオンでは刊0.3がCl
，¥'JからHCU3>に， ¥)010はHCU3>

αからC1> HCO:Jに， NO.20 は S04>日C03> Clから
HCO:l>口>S04に変化していた o ¥)01はNa+，S042の

増加により蒸発残留物が1000mg/1をこえ，この結果療

養泉になった。このことは湧出機構の大きな変化か原凶

として考えられる。f'io10，No12， No14はいずれも蒸発残

留物の増加，各化学成分の増加ヵ、認められる。これは熱

水に流入する地下水の流入割合の減少が原因として考え

られる。逆にNoZOは泉品の下降各化学成分の減少， HC03

の増加により地下水の流入割合の増大が原悶として考え

られる。

¥j() 3 ~No. 9は津軽平野に存荘するNa-Clを主成分とす

る泉源である。特に'Ju4~ 8は五所川原市の中心部に位

置している。岩井8)によるとこの地域の地質構造は，新

i~.j ，秋田の油田地帯と類似しており，湧出する j品泉は石油

の付随水である油田かん水にj5:い性格をなし，熱水から

HC03 および'S042が供給された形をとっていると推定

している。図2にAとして秋田県八橋油田の油田かん水9) B 

として海水のHexadiagramを示したがAと'Jo.3 (前調

高)， N0.4 ~ 8と極めて類似していることが認められる。

油田かん水はいわゆる化石水的性格を示すため温泉水の

補給機能は著しく劣リ，長期間の掲渇による制沿が予想、

きれ， 200~3001 / m in以下の掲揚に止めることが望まし

しいと提言している。

今回の調査においてNo.3は泉溢が10"C以上下降し，蒸

発残留物.各化学成分とも苦しい減少を示していた O ま

たN04~ 8では泉温の降下したのは 4ヶ所，蒸発残留物

の減少したもの 3ヶ所主要化学成分であるNa+，Clの減少

したもの 3ヶ所であった。以一t-_のことにより No.3 ~ 8は

温泉の京退現象がかなり進行していると考えられる O

N()J5~ 19は大鰐町の中心部にある泉源である。この地

域は中新統中に属している溢泉で地下深部から熱?kの通

路を経て熱源が供給されていると推定している1)。今回の

調i'tでは 5泉源中泉温の下降したのは 4ヶ所， 上昇した

のは lヶ所，蒸発残留物の減少したのは 3ヶ所，増加し

たのは lヶ所， 1注イオンの副成分であるsoiの減少した
のは4ヶ所で、あった。S042が減少していることは注目きれ

るが，地下水出入の指標となるCa2←/Mg2+および、HC03

の噌加は，各源泉聞に明確な相関関係は得られなかった。
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表 2十 1 主要化学成分の経年変化

( llii，'，は川以/1) 

J{3七耳5 作Jj 
蒸(7日千/代1fl11句)| 1 11 H 泉州

LA40fL) 0 114 
Na十 K十 Ca2+ M宮2+ Clー HC()"3 H2S {Jil'j ?';. 

¥n 

O. 534 7. 4 
十

47. 6 O. 8 39.9 63.6 1687 86. 1 
1 
57. 4 40. 0 1. 251 H. 6 260. 0 2.9 128. 1 O. 1 482 766. 0 

48 4 47. 5 4. 400 7. 4 1， 021 6. 0 4283 2. 6 972. 6 1. 854 47. 4 
2 
58 8 49 0 4. 018 8. 6 896. 0 4. 3 380. 0 O. 1 838. 4 1. 740 

ト

50. 2 53邑 20. 08 7. 1 7， 344 

」
186. 5 135. 5 11. 200 6783 1. 607 

3 
58 6 39 0 2. 667 6. 8 911. 3 75. 6 11.9 10. 6 787. 0 22. 0 1. 490 

43. 12 52. 0 11. 09 8. 3 4， 000 65. 0 : 136. 0 486 6， 280. 245. 0 256. 3 
4 
58. 11 41. 5 9. 526 8. 3 3. 400 72.0 115. 5 2邑O 5， 780 218. 0 181. 6 

45. 7 280 1，830 74. 0 20. 0 10. 7 2. 607 26. 1 
5 
58 11 19. 0 4. 899 80 1. 260 680 15. 6 8. 2 1. 910 5. 4 610.2 ト一一ー

46. 6 60. 0 14. 28 7. 2 5， 200 124. 0 I 148. 5 42. 3 8. 1邑5 270. 2 299.0 
6 
58 11 35. 0 5. 774 7. 6 2.060 50. 5 52. 4 15. 5 3. 650 125. 0 256. 3 

46. 9 49. 5 11. 16 7. 4 4. 000 190. 4 25. 3 6. 418 281. 8 201. 0 
7 
58. 11 36. 0 11. 25 8. 0 4. 030 114. 0 120. 3 21. 0 6. 810 227. 0 225. 8 

45. 5 32. 0 4. 724 82 1. 769 17. 0 O. 2 2. 552 O. 6 4邑5.8 
8 

: トー一58. 11 285 2. 839 82  1. 030 39. 0 11.6 7.5 1. 480 527. 8 

50. 11 46. 0 2.277 7. 4 834. 2 4. 8 1. 9 667. 1 201. 8 852. 3 
9 
58. 11 45. 5 2.275 7. 9 820. 0 2. 3 1. 3 740. 6 141. 2 823 8 ー

34. 7 I 46. 0 1. 885 6. 9 73. 0 502. 5 7. 4 2.987 
10 
邑8.11 47. 5 2.697 6. 8 

…1-428597b1 1日m6a019K73 4 
159. 8 982.3 28. 0 1. 126 

邑1. 9 49.0 6. 528 6. 6 68. 3 3. 132 41. 3 1. 374 
11 
58. 9 39. 5 4. 425 6.6 52. 5 1. 952 13.0 1， 260 

54. 4 45. 6 2. 031 8.0 4.9 112. 0 112. 0 152. 3 
12 
57. 6 47. 3 3. 105 8. 0 

1. 980. 34日下1寸3iU39 
8.8 122.0 122. 0 152. 5 

51. 3 41邑 8. 500 7. 4 29. 3 4， 951 219. 1 305. 6 5. 5 
13 
57 邑 48. 8 68. 0 8. 4 5. 374 8. 2 12. 3 3. 375 372. 0 

ト一一一一一一一一
46. 12 65. 5 。、 7邑7 7. 4 187. 5 8. 9 61. 9 O. 1 201. 4 240. 9 67. 0 

14 
57. 6 56. 5 0.923 7. 6 236. 0 12. 0 74. 8 O. 4 300. 6 265. 0 42. 7 

46. 5 68邑 14. 6 1. 780 7. 3 436. 0 31. 0 148.0 6. 1 705. 6 396. 2 
15 
57. 8 56. 0 1. 449 7. 1 367.0 23. 1 116.9 4. 0 602. 5 178. 4 134. 2 

39. 12 72.0 3.316 6.9 881. 4 57.2 240. 0 7. 3 1. 282. 629.6 189. 1 
16 
57. 8 58. 5 2.409 7. 0 620. 0 38. 0 163.8 6. 5 1. 062 261. 9 120. 0 

46. 5 53.0 3.600 6. 8 1. 000. 63. 0 256. 0 17.0 1. 539 712.9 38. 5 
17 
57. 8 66. 5 3.729 6. 8 1. 056 254. 5 10.6 1. 590 682. 5 189.2 

39. 12 67.0 1. 801 7. 1 461. 2 143.9 5. 1 607. 1 403. 3 164. 7 
18 
57. 8 59. 0 2. 021 7. 2 380.0 25. 5 122. 8 5. 0 630. 0 201. 7 128. 1 

39.12 74. 5 2. 81邑 6. 9 762. 9 38. 8 182. 8 3. 6 1. 030 553. 5 139. 2 
19 
57. 8 59邑 2. 188 7. 0 580. 0 35. 0 158. 7 5. 4 1. 007 216. 6 122. 0 

50. 10 46. 0 O. 228 7. 7 62. 6 2. 9 1. 2 O. 7 28. 3 55. 5 66. 8 
20 
59. 1 37.6 40. 7 2. 0 1. 6 26.7 16. 2 54.9 

33.11 64. 0 1. 500 6. 6 346. 1 19. 7 79. 4 O. 4 617. 3 52. 7 54. 7 
21 : 
58. 10 54. 5 1. 809 7. 1 270. 0 14. 6 65. 6 0.8 527. 7 52.0 48.8 

1， 360. 92.2 128. 9 邑1.8 2. 127 43. 5 6邑4.8 

59. 1 I 48. 9 3. 762 7. 2 1. 120 118.3 107. 6 480 2，000 42. 5 726.1 

46. 7 I 51. 0 3.920 375. 0 589. 3 33. 1 7. 090 12.0 734. 9 34. 1 
23 
59. 1 i 51. 0 14. 28 7. 0 4. 133 330. 0 622.0 237. 6 8. 450 21. 0 835. 9 3.9 

12. 20 7. 6 2. 000 8. 0 720.0 1. 050 6. 880 46. 5 1110 (Fe)237 

59. 1 I 43. 7 8. 274 6. 4 2， 110 164. 0 500. 6 187. 2 4， 740 56. 0 823.8 
a 

11.3 

51. 6 42. 5 141.0 1. 4 19. 2 4. 1 84. 9 88.3 200. 3 

25 邑9. 1 42. 0 O. 434 8. 0 130. 7 1. 4 18. 6 3. 4 102. 5 51.0 207. 5 

ム-4Lー -I 50. 3 45.0 2.757 7.4 197. 3 2. 8 592. 4 14.6 71. 0 1. 820 12. 2 
26 
57. 8 42. 0 i 2. 347 8.0 146.0 2. 8 489. 0 0.3 75. 0 853.8 15. 2 

I 49. 9 6.6 1. 210 129. 3 280.6 79. 2 2， 346 312. 8 247. 4 

83. 0 I 5. 060 6. 7 1. 146 151. 1 279. 0 70. 6 2. 570 297. 0 270. 0 35. 8 

49. 9 3.0 909. 7 92.0 204. 3 634. 0 33. 9 

28 I 58. 7 54. 2 I 3. 664 3. 3 786. 6 97. 1 195. 6 49. 7 I 1. 640 792. 1 47. 9 

ハ
υ
q
d
 



表 2-2 主要化学成分の経年変化

泉温 T.R Na十 Ca2+ Cl-

)if (羽 日間
5H0Cm 0以g/3上'1 

(::百)日羽GZO 日:21変化した

泉源 泉源 泉源 泉源

① 十 十 十 十

2 

③ 

4 

5 

6 一
7 十

8 + 

9 + 

⑩ 十 + 十 十 十

11 

12 + 十

13 + + 

14 + + 

⑮ 十

⑬ 一 一
17 十 + + 

⑬ 十 一 一
⑬ 一
20 一
21 十 一
22 一 + 

23 十 + 十 十 + 

@ 十 十 十

25 

26 

27 + 

28 一 + 

注)現状が前調査に比じて増加した泉源十，減少した泉源ーとした。

OEnは泉質変化した泉源

4目 泉質の変化(表 1参照)

泉質変化が認められたのは 8泉源であった。 No.lでは

黒発残留物および、Na+，Ca2 +， S04 2 の増加により単純泉

から療養泉に変化していた。 No.3は主成分のClのj成少に

より Cl-'~リから HC 03 > C 1 -1¥'1に， NolOは扇u成分のCa2十'
Clの増加および、主成分の日C03の減少により泉質か変化

した。またNo.l5，16，18， 19は陰イオンの副成分であるS042ーの

31 

減少によ 1)，No24は特殊成分のFeの減少により泉質が変化し

たO

ま とめ

昭和57，58年度に行なった県内部泉神、の経年変化につ

いて調任した結果，次の成結を得た。

1) 28泉源ヰ18泉iJ京に泉質変化が認められた O



¥yド/

③ 

てミr¥斗/ふ

て1コ

①(泉源ぬ (rn唱〆1) 
20可 10 1020 

Na+吋寸円 Cl-
cal+ ~ ，¥ soi-
Mg2+ 山 HC03"

'" (前調査時)

¥ナ/
s
w
v
h
 

¥セ/

て午ア

¥¥ド/

て亡7現調査時)

\~ 

。4・a

¥¥1  ________ 

¥仁/

¥ζ/ 

てギア
⑬ 

可壬-------

τE 

てキア

て官

てて
⑮ 

¥斗/

¥¥Jr 
⑩ 

¥刈/

てv

¥γ 

て「

@ 

込上/

可プ

¥寸-------

¥¥ド-----

¥寸r
~ 

¥寸f

¥¥v 
¥寸/

¥「仁一

¥¥セ/

¥斗/

¥寸/

¥寸/

¥吋/

てE

てミ打
L':込

¥¥ピ
R
U
 

A50000  

¥¥寸三ヲア

主要化学成分のHexadiagramによる変化

32 

iヌJ2 



2 ) 良弘の下[;色蒸発残留物の減少している泉源が多

く認められた c 泉jL 蒸発残留物の変化は泉質変化の重

要な指標である。

3) i1nt泉の主要化学成分であるNa+，Cl と蒸発残留物

の聞には，はiJ報[iiJ様高い相|羽性が認められる。

4) 空軒平野に存11:する品泉は，油田かんノk的性格を

有しているためー泉質変化する可能性が高く，今回の調

査において弘良の衰退現象を示す例が認められた ρ 今後

継続的に調合iを実施する必要があると宅一えられる。

本調査にあたり陪々の御協力をいただいた県白然保"要

課， 各保健所の皆様に厚く謝志;をよーしますハ
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県内市販食品中のプロピレング

リコールの使用状況について

古川章子 吉田淳f 秋山由美子 小林英一

まえがき

プロピレングリコール(以下PGとする)は，昭和29

年に食品添加物として指定きれ，主に保存料，香料，着

色料等の溶剤として使用きれてきたが，その湿潤，保水

性，静菌作用を利用し，生めん，ぎょうぎの皮等の品質

改良剤として使用されるようになった。当初PGには使

用基準がなかったが，近年，生めん等への添加量が増加

し，食品衛生上，問題視されたことから，昭和56年 6月

に使用基準1)が定められ，同年12月1日より適用された。

著者等は，市販食品中のPGの俺用状況を把握するた

め，昭和56年 7月から58年12月まで調査を行ったので，

その結果について報告する。

調査方法

1. 検体

昭和56年 7月から58年12月までに県内で収去した，生

めん等市版食品目検体

2 検査方法

厚生省環境衛生局食品化学課「食品中，食品添加物分

析手法原案その 2J 2)及び「食品中の食品添加物分析法

指針その 23)J を準用した。

iMlj定条件

装置:ガスクロマトグラフ

(島i章4BM) 

検出器:F 1 D 

又，規制以前の56/7についても基準を適用して，全

体の基準不適合率をみると， 56/7の60%から‘基準の

適用きれた56/12には20%と3分の lに激減し， 58/7 

にやや増加したものの， 58/12には 0%となり，経年的

には減少傾向を示しているo(表 1)基準値設定の効果が

13ミ々に正見われているものと思われる O

1 生めん

検出率は56年に比べ， 57年以降が高く， 58/7には83

%を示した。(表 2)検出値は，ぱらつきを示しているが，

58/12には平均値，検出範同共に小きい値となっている。

(同 1) 

又，基準不適合率については，規制以前の56/7の検

体についても基準を適用すると，不適合率は44%となり，

その後 3分の l以下の13%に減少， 58/7に17%となっ

たが， 57/12，58/12には 0%となっている。(表 2)58/7 

に17%の不適合率を示した原因については，夏場の保存

性をJ号え，使用量が多くなったものと思われる。

2. ぎょうぎ等の皮類

検出率は56/7が83%と高く， 56/12， 57/12， 58/12 

は共に65%前後でほとんど同じであった。(表 2) 

検出値は， 56/7に最高値の4.44%を検出，平均値も

表 1 ブロピレングリコールの検体数，検出率及び基準不適合率(全体)

調 f与 検 H~ 基準{直を超えた 輸出率 不適合ヰ〈
製造年月 検体数 検体数 検体数

(B/A)% (C/A)% A B C 

15 10 ( 9 ) 67 (60) 56 7 
53 20 56. 12 30 16 6 

Z 44 11 57. 12 18 8 
4 67 33 58. 7 12 8 

44 。58. 12 18 お 。
54 メ仁3人 再十 93 50 

カラム 3mmX 2 m 

充填剤:クロモゾルブ101

調査結果

PGの検体数，検出率及び基準不適合率

(全体)は表 1，I司(食品別)は表 2，生めん，ぎょう

ざ等の皮類の PG使用状況はそれぞれ図 1，図 2，使用

基準は表3に示した。

93検体中の検出率は54%で，半数以J-_の食品に PGが

検出きれた。検出率を経年的にみると， 44-67%の範閉

で増減し， 58年12月(以下58/12とする)には44%と半

数以下になっている。

基準はj直用きれない

i<. ?， itHJ足準

食 品|プロピレングリコール添加量 弘

2.0% 以下

1. 2弘以下

2.0% 以下

o. 6弘以下

生めん

ぎょうざ等の皮類

いかくん製品

その他の食品

戸。
円
ベ
リ



2.52%と調査期間中，一番高い値が検出された。しかし，

56/12には半分以下に減少.その後やや増加したが，経

年的に減少傾向を示し， 58/12には0.56%と4分の l以

下になっている。(図 21 

基準不適合率については，生めん同様，基準を適用し

てみると， 56/7が83%で6検体中 5検体が基準を超え

ていたことになる。 56/12には約 3分の lに激減したも

のの，その後少しずつ増加し， 58/7には50%となって

いる。しかし、 58/12には 0%となった。(表 2) 

3. いかくん製品

57/12と58/12，各々 6検体計12検体を検査したが，

いずれも不険出であった。(表 21 

生めん，ぎょうき、等の皮茸しいかくん製品いずれも

58/12には不適合率0%となり，規制lがようやく定着し

たかのようにみえるが，他の添加物と違って基準不適合

率が高いことから，今後共，継続して調査していく必要

PG% 

基準値

ト¥¥¥ι一一一r一一----で¥¥寸 平均値

邑6 56 57 58 58 

製造年月
12 12 12 

l司l 生灼んのPG使用状汎

カfあると d思われる。

まとめ

1. 56/7 -58/12までに，県内の市版食品目検体のP

Gを調査した。

2. P G検出率は54%で半分以上に PGが検出された。

3. 全体の基 ìf:不適合率は経年的に減少傾向を三r~ し，

58/12には 0%となった O

4. 生めんでは，検出率は57年以降が高い。検出値はば

らつき，経年的に明白な傾向を示さないが， 58/12に

は平均値，検出範囲共に小きい値となっている。基準

不適合率は減少傾向を示し， 57/12， 58/12には 0%

となづている。
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表 2 ブロビレングリコールの検体数
検出率及び基準不適合率(食品7jJj)

調査 険出 基準体え値を 検出率
食 品製造年月 検体数 検体数

超た

A B 
検数 (B/Al% 
C 

56. 7 5 ( 4 ) 56 
56.12 16 7 2 44 

生めん 57.12 6 4 o 67 
58. 7 6 5 I 83 
58.12 6 4 o 67 
百十 43 25 
56. 7 6 5 ( 5 ) 83 
56.12 14 9 4 64 

ぎょうぎ 57.12 6 4 2 67 

専の皮頬 58. 7 6 
3 3 50 

58.12 6 4 。 67 
J十 38 25 66 
56. 7 
56.12 

いかくん 57.12 6 O 。 () 

製 日口口 58. 7 
58.12 6 。 o O 
J十 12 。。 o 
基準は適用きれない

PG % 

~;; 

56 56 57 58 58 

12 12 12 

不通介't
(C/A) % 

(44) 
13 。
17 。
(83) 
29 
33 
50 。

O 

。。

基準値

平均基

製造年月

凶2 ぎょうざ等の皮矧の PG使用状況

5 ぎょうぎ等の皮類では，検出率は56/7が最も高か

った。風制以後，検出値(平均値)は激減し，経年的

に減少傾向を示している。基準不適合率は57/12，

58/7と増加， 58/12によっゃく 0%となっている 0

6. し叶ミくん製品はすべて不検出であった O

文 献

1 ) 昭和56年 6月10日付環食化第31号「食品衛生法施行

規則及び食品添加物等の規格基準の一部改正について」

2) 厚生省環境衛生局食品化学課「食品中，食品添加物

分析手法原案その 2J 

3) 厚生省環境衛生局食品化学課「食品中の食品添加物

分析法指針その 2J， 218，昭和56年.
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青森県内の飲料水の水質

一昭和54年度から58年度までの変動一
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井戸水の場合，色度と鉄による不適合率が高く，両項

目同時に不適合になる場合が多く，鉄による着色が原因

と考えられる。ついで，細雨や臭気による不適合が多い。

表流水は大腸菌群による不適合が圧倒的に多く，一般

細菌，色度， 1罰度によるものが，次いでいる。表流水の

場合は井戸水とは異なり，色度が濁度と関連して共に不

適合になる場合があり， !懸濁物質や，排水等による汚濁

物質等の影響によるものと推察される O
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はじめに

青森県の水道普及率は，年々上昇してきているが，昭

和57年度末でようやく 90，2%1)と90%台になったが，全

国レベルに比べると， 4 ~ 5年は遅れており，保健衛生

的見地からも一層の普及率向上が望まれる。本県の場合

は，浄水における不適合率も依然高く，設備の不充分さ

がうかがえ，その質的向上にもより一層の努力が必要で、

ある。

水道原水の汚染も進行しつつある現状では施設関係者

のみならず，県民一体となった，水資源の保全に努力す

る必要ーがあると考えられる c

先に，昭和53年度まで、の水質について報告2，3)されて

いるので，今回は昭和54年度から58年度までの 5年間に

ついて， とりまとめたものを報告する。

検査及び不適合率の経年変化

子 200

0
 
0
 
1
 

数

検 査方法

検体は昭和54年度から58年度まで，当所に全項目検査

依頼のあった水道j原水及び浄水で，すべて上水試験法に

従って検査した。

JkiJ)j{7j!J検査数及び不適合率の経年変化

年度
54 55 56 57 58 

JKiJ反別

井会 戸 水日?45.1 378 6 46.1 470 9 50.6 630 6 45.4 寸 50.0 
哀e jオL Jk け?80.5 214 9 79.2 221 3 9l. 3 225 3 92.0 寸f87.5 
i場 Jk けす 61.1 hf 20.0 16 3 46.1 部 12.5 ~ 40.0 
伏流水その他Ht 89.5 Ht 73.3 6 66.6 8 7 87.5 226 5 96.1 
iit 7}( 16.6 Hf 20.5 819 7 2l.8 614 9 20.3 59 6 16.1 

日??45.9 h;z 39.1 2912 1 43.6 1776 5 42.6 81868 2 48.8 
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結果

表 1に昭和54年度から58年度にかけて依

頼のあった水道原水及び浄水の検査件数及

び¥不適合率を水源別に示し，図 lには，

昭和51年度からの検査件数及ぴ不適合率の

経年変化を IJ¥した4) 原水についても水

道水の水質基準を適用し，これに合致しな

い場合を不適合とした。)

検査件数は，民間の検査機関ができたこ

とにより年々減少してきているが，不適合

率はほほ横一は、いか，原水の表流水のように

増加傾向にあるものもあり，河川等の汚染

が進行していることがうかがわれる O

図2には水源別の不適合項目の経年変化

を訂ょした。

*現青森県公害課
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湧水は表流水と同様大腸菌群，一般細菌による不適合

が多L、。

伏流Jtくその他も大腸l笥群や一般細僅i，鉄による不適合

が多いが， 57年度から58年度にかけては，塩素イオンや，

蒸発残留物，味等これまでみられなかった項目による不

適合が， 目立っているがーこれは汽水湖の淡水化事業の

ための事前調査によるものが含まれているためで， (57年

度6件， 58年度22件)58年度における全体の不適合率が

多少増加したのも，この影響によるものであるの

浄水は，色度，鉄，一般細菌による不適合率が高いが，

浄水て、あるにもかかわらず，一般細菌や大腸蘭群による

不適合が毎年10%前後も存在することは消毒が充分で、な

いことが考えられる o A.鉄や色度が多いのは，ろ過装置

が整備されていないか，あっても充分機能していないこ

とが考えられ数年来ほとんど改善されていないことがう

かがわれる。

昨今は，水道水におけるいい¥ロメタンやトリクロロ

エチレンによる汚染も問題となってきており、多角的な

管理，保全が必要となりつつあるので一層の改善努力が

望まれる。

文 献

1) 青森県環境保健部環境衛生課:青森県水道統計

昭和57年度.

2) 高橋政教，他:青森県内の飲料水の水質一昭和46年

度から昭和50年度までの変動.青森県衛生研究所報，

14， 32-35， 1976. 

3) 桶回幾1-¥:，他:青森県内の飲料水の水質 昭和51

年度から53年度までの変動 青森県衛生研究所報司 16，

32-34， 1979. 

4) 青森県環境保健部環境衛生課:青森県水道統計

昭和51年度-57年度.
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食品中の PC B汚染調査結果

千出博昭 宮回淳子 古川章子 小鹿 互丘*
s 

小林英一

はじめに

昭和43年西日本一帯で発生したカネミ油症事件を契機

に，その原因ヰ勿質となったPC B (ポリj:A化ビフェニー

ル)が大きくクローズアップされた。昭和46年 2月には

愛媛大学立川助教授による魚介類の汚染をはじめとする

環境汚染についての紙上発表があり1¥厚生省によって

全国的な PCBによる環境汚染の実態調査か実施された。

その結果環境汚染が広範囲かっ高レベルで進行している

ことが明らかになり，昭和47年には PCBの製造および

使用に関する規制措置がとられるに至った o P C Bはき

わめて安定な化合物質であるため，長く環境中に存在し，

食物連鎖を通じて，濃縮，拡散がくりかえきれ，最終的

には，食品等をとおして人体にとり込まれ，蓄積される

のでその影響が危倶されている O

本県では， P C Bの難分解性を考慮し，昭和47年から

PCB 汚染調査を継続実施している。前報2)にひきつづ

き，昭和52年度より昭和58年度までの調査結果の概要を

報告する。

調査方法

l.試料

調査試料は昭和52年より昭和58年まで 7年間に青森県

内で生産，販売きれた食品で、生産者，市場および小売

白から入手した。その内訳は，魚介類21種38検体，肉類

3種37検体，牛乳8種32検体，乳製品 2種 6検体，計34

種113検体である。

2. i¥llJ定方法

厚生省環境衛生局 PCB研究班「分析方法に関する研

究に3)準拠した。すなわち検体をアルカリ分解し，ヘキ

サン抽出，カラムクロ 7 トグラフィーによるクリーンア

ップを行ない， 一定量に濃縮後，電子補獲型検出器付ガ

スクロマトグラフにより測定した。

ガスクロマトグラフィ一条件

装置ガスクロ 7 トグラフ(ノ〈リアン GC) 

検出器 EC D (63 Ni ) 

カラム:内経 3mm 長さ 2m (7ケラス製)

*現青森県公害課
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充填剤 2%OV -17， 2 %DEGS十0.5%PA

調査結果

l. 魚介類

表-1に示したとおり 21種38検体について調査を行っ

た。最高値は56年のアイナメで0.08ppmの値を示した。

ついで58年のカナガシラ，フクラゲが0.04ppmの値であ

ったが，暫定規制値である遠洋沖合魚介類0.5ppm，近海

内湾魚介類3.0ppmを過えるものはなく全般に低汚染レ

ベルである。貝類では，ホタテ，シジミとも検出き

れなかった。

2. 肉頬

表 2に示したとおり 3種37検体について調査を行っ

たO すべて検出きれなかうた。暫定規制値は0.5ppmで

ある O

3. 牛乳および乳製品

表← 3に示したとおり牛乳6種32検体，乳製品 2種 6

検体について調査を行った。すべて検出きれなかった O

暫定規制値は牛乳0.1ppm乳製品1.0ppmである。

表1 魚介預中のPCB含有量
単位.ppm 

52 1 53 1 54 1 55 1 56 1 57 1 58 

アイナメ 1- 1 - 1 - 1 - 1 O. 081 o. ()3 1 O. 01 
アカガサ)0目。1
イシガレイ) - )- ) n.d. ) n.d. ) 一
カナガシラ) - ) - ) n.d.) - ) - ) - ) 0.04 

カレイ 10.(lll 一 1- 1 n.d. 10.011 - 1 
カワハギ) - ) - ) - ) - ) O.()l) - ) n.d. 
ガヤ)n.d.) -

タチカレイ)n.d. I 
ンンミ 1 ー

スケソウダラl
ソイ In.d. 
タナゴ|
ツキソイ l
ドンコ i

ハタハタ|← |I1d|:1:1 二
ヒラメi
フクラゲ)n.d. 
ホタテ)n.d. 
ホッケ1(1.031n.d. I 

n.d. 

n.d. I ー←

一 In.d. I n.d. 
10.04 

マカレ 1- 1 - 1 -- 1 0.011 - 1 n.d. 1 n.d. 
メ ノぐ ノレIn.d. 



1<ど 内相中のド CB含有量

58 
n.d. 
(;1) 

Il.d. 
(L) 

表:) 't子Lおよび':JL製品中のPCB含有量

チズ!

ノt

※ 検出限界は()，III P pm未満とした。
n d 二 notdetected 

ppm 

58 
n.d. 
(5) 

表 4 魚介類別 PCB分析値分布 ( 1976 ~ 1980伍)

分析値の分布率 (%  ) 
魚種名 データ数

く 0.01 0， 01豆く 0.03

マガレイ 29 31 52 

タ フ 27 74 18 

ヒラメ 89 29 37 

アイナメ 129 11 16 

カワハギ、 242 73 15 

スズキ 254 3 11 

ハマチ 166 4 18 

ボ フ 255 4 8 

メノ'¥}レ 178 18 27 

イ カ 242 46 27 

シャコ 49 2 4 

:/ンミ 112 15 19 

まとめ

魚介類より若干検出されているが，全国衛生研究所の

モニタリングデータ (1976~1980年)集計結果4)より魚

介類別PCB分析値分布表(表 4 )と，はば同様な傾向

が見られる。これは魚介類の汚染の差については，食性

や生見域，回遊性，魚、令，代謝機能等の違いによって，

PCBの体内積は一定ではないが，スズキ， ボラ， シャ

コ，シジミ等が高汚染をノJ'し，カレイ，タラ，カワハギ，

イカ等で低汚染状態にある事を示している。 f直の分布が

極端なものは魚、自身のもつ習性にその原因があり，並に

値が均等に分布しているものは環境の条件にむしろ順応

しているかあるいは左右されやすいと考えられる O 今後

環境汚染の指標として魚介類を選ぶにあたっては， P C 

41 

0.03豆く 0，05 0.05壬く O.13 O. 13豆

10 6 。
7 。 。
8 16 11 

9 44 20 

3 4 3 

8 20 59 

11 38 29 

10 32 46 

20 26 10 

13 11 2 

2 38 53 

17 24 26 

Bの生物濃縮度の大きいものを選び¥かつ環境内濃度を

反映しやすい魚種を選ぶのも一考と居、われる O
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青森県における下痢性貝毒調査結果

(昭和56，57， 58年度)

秋山由美子 宮田淳子 古川章子 小鹿 豆丘*
fヨ

小林英一

青森県内，特に陸奥湾で生産きれるホタテ力、、イの毒化

状況4)を把握するため，昭和53年度から赤潮，特殊プ

ランクトン予察調査」の一環として，定点を決め，年間

を通して下痢性， 7 ヒ性貝毒の定期検査を実施している。

昭和56年から58年度の 3ヶ年分をまとめて報告する。

この他，夏期一斉取り締 1)で，県内で版売きれている

貝類についても貝毒調査を実施したので合わせて報告す

る。

調査方法

l. 調査期間

昭和56年 4月一昭和59年 3月

2 試料

試料は|塗奥湾内に設定した 5定点および太、F洋， j章軽

海峡， 日本海から採取した(図 lおよび、表 1参照)。

試料の搬入は青森県水産増殖センターおよび，青森県

i魚、連が担当した。

L-¥/立川
( /0-
\~ 

[)(] 1 開[人!のi珂fU也，[，'，(

*現青森県公芹課
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3. 貝毒検査方法

下痢性貝毒は，昭和56年 5月19日付環乳第37号下痢性

検査法で行った O 検査は中腸腺を用いて行い，この値か

ら可食部当りの毒量を算出した。

調査結果

青森，野辺地定点の養殖10，20m，地まきホタテガイ

の毒力の推移をそれぞれ図2，図 3および図 4に示した。

表 1 県内の調査地点

〈む 蟹田、後出 ⑧ 車力

② 青森 ⑨ 鯵ヶ沢

③ 土屋、白砂、平内 ⑪ 岩崎

④ 野辺地 ⑪ 三沢、白糖

⑤ 川内 ⑫ J¥.p 、南j兵

⑥ 今別 ⑬ 1;皆上

⑦ 下前

l. 昭和56年1)

(1) 垂下養殖貝では 4月6日に青森のムラサキイガイで

().3MU/gの値が検出きれ，ホタテカマイでは 4月22日

野辺地定点で0.3MU/g，4月28日に青森定点で 0.5 

MU/gが検出された。毒力の最高値は，青森定点で

7月6日に3.2MU/g，野辺地定点で7月6日に向定

点を通じて最高の5.0MU/gの値が検出きれた O

毒化期間は，青森定点で、4月6日から 8月25日まで，

野辺地定点では 4月22日から 9月30日までであった。

(2) 地まき貝の毒力の最高値は，青森定点で6月22日，

7月6日の0.5MU/g，野辺地定点では 7月6日に

2.0MU/gが検出きれた。

地まき貝の毒化期間は，青森定点では 6月1日から 7

月6日，野辺地定点では 8月31日まで続いた。

2. 昭和57年2) 

昭和57年は，昭和56年と比較すると 1ヶ月早く毒化し
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図2 青森・野辺地定点におけるド痢性貝毒の毒力の推移(昭和56年)
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(1) 垂下養殖貝は青森定点で 3月18日

O.3M U /認の値が検出された。その

後4月26日以降から毒化か本格的に

なり、 6月14日、 29日、 7月5日に

は最高の3.4MU/gを険出した。

野辺地定点では 3月4I:-lに0.3MU

/gの値が検出され， 5月10日以降

本格的に毒化カ、始まり， 6月21目、

30日に青森，野辺地rlもj地点を通じて

昭和57年最高の4.2MU/尽か検出き

れた。毒化期間は青森定点では 3月

4日から11月15日まであった。

(2) 地まき貝の毒力の最高値は，青森

定点では 7月5日に3.4MU/gが検

出きれた

毒化期]聞は青森定点では 5月18日か

ら8月9日まで，野辺地定点は長く

て3月4日から10月12日までであっ

f二。

3. 昭和田年3) 

(l) 垂ド養殖貝では、青森定点で 3月

28日に0.3MU/gが検出された。毒

力の最高値は 611 6日に青森・野辺

地両定点を通じ最高の4.2MU/gが

検出された。

野辺地定点では， 3月7[1 に0.3MU

/gの値が検出きれた。ヰ力の最高

1直は 6月21日， 27日， 7 n 25 H に3.0
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図4 昭和58年野辺地定点における毒力の推移
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表 2 昭和56年度下痢性H毒検食結果
(It'日 MU/g)

、~可I~I ムラ件イカイ | 

、ート|青〕山川内1.1，'川 I M III 白い
¥ lomlli…き怖いまき llh:!:i;1 ttt!t 1<…ヰLFJ寸-

5・11

5・19

5・25

6・ 1

6・22 

6・29 

7・ 3

7・13

7・20 

7・27

8・ 3

8・10

8・17

8' 24 

8' 25 

9・ 7

9・11

9・14

9' 15 

9・21

9・22

9・28

9・29

9・30

1 0・ 7

11・ 9

11・10

57・ 1・23 

N D.lo.3INDiNnINυ 

0.3 1 0.5 iN. D. 1 0.3 !N. ll. 

10 IN. D. 1 0.5 I N. D， 

υ5 I 1. 8 0.3 I 0，3 i N. D， 

り 3 I 2，0 I 0.4 I 0.7 O. 3 

2.7 iN. D. I 0.7 IN 口

20 1.0 

5，0 2.0 

1. 2 1).1 48 1.8 

N ]).1 0.5 D 1 2，7 1. 2 

0.5 ]).' 2.4 03 

0.7 N. D. 1.8 0.5 

03 N. [) 

N. 1l.1 0.3 N D 0.7 i 0.3 

0.5 

N D 05 N. D 0.3 

N ]) N D 0.5 0.3 

N lJ 

N. D. N lJ 0.5 N D 

N. [) 

N lJ 0.3 N lJ 0.3 

N lJ， 

N D 03 [) I 0.3 

N D 

lJ I 0.3 

N. lJ.1 N. D. 1 N. lJ. 

N lJ 

N D. 

N lJ N II 

N lJ N.D. 

N lJ 

N. lJ.1 1 N. lJ. 

N. lJ.1 1 N. lJ. 

N lJ 

:4  N. lJ. N ll. N川il::;1!11!
1 ・ l

表 6 貝毒によるホタテカイの出荷n主姐制と解除時期

年度!柄域 l貝の冊数 lいH告の痢陣類

養殖ホタテ力、イ

5 6 I陸奥湾| 性
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5 7 I 
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陸奥湾
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5 8 下痢性
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v当。 1品/28
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表 3 昭和57年度下痢性貝毒検街結果
(単位 MU/g) 

iq ホ タ テ 力引 イ

青 森野辺地後潟川内、下内

造泊三沢南浜階上今月Ii久栗

養10m養 20m地まき養20m地まき養20m地まき養20m地まき養20m地まき 坂

57・ 4・ 5 N.D N D I 0.3 

6 N D N.D N. D. 

12 N.D N. D I 0.5 ND  

2 0 N.D N.D N. D. 1 N. [) ND  

2 6 0.3 0.3 ND  N D N D 

5・ 4 0.5 O. 5 N. D. iN. D. 
51 0.5 ND  N.D 

10 O. 7 O. 5 N D 0.3 ND  

1 8 0.7 1. 2 0.3 0.5 ND  

2 4 1.0 2. 25 0.7 0.7 0.4 0.7 0.3 O. 5 

3 1 2.25 0.7 。7 0.5 

6・ 7 1.8 3.0 1. 0 2.25 0.7 0.5 

14 3.4 。7 2.25 0.5 
2 1 1.2 2.7 。7 4.2 1.8 O. 5 

2 9 3.4 。7
30 4.2 2.6 

7・ 5 1. 2 34 0.7 3.4 3 4 

1 2 2.4 0.3 3.4 1.5 

19 。7 IN. D， O. 3 2.0 
26 0.3 N D 0.7 IN D 3.4 2.7 

8・ 3 0.5 D. 134 3.0 

9 N.D 0.7 0.3 2.4 2.4 N.D. N.D 
17 0.3 N. D 1 2 1.2 

2 3 N. D. iN. [~ 1.0 O. 5 

2 5 N.[) N.D 
3 0 0.3 N D 1.8 ND  0.3 O. 3 

9・ 1 ND  N.D. 
6 N.D N D 1.2 0.7 0.5 0.3 

9 ND  ND  ND  

14 N D N D N D O. 5 N D ND  O. 3 0.3 

2 1 ND  N D 0.5 0.5 N D N D 0.3 O. 3 0.3 0.3 

2 8 N D ND  ND  

2 9 0.3 0.3 0.3 ND  

10・ 4 N D N.LJ. 
5 0.3 N D 0.3 0.3 

1 2 NLJ 0.3 0.3 

N D I N D N D 0.3 ND  

12・14 N LJ ND  NLJ ND  

5 8・ 1・16 ND  N. D. N 口 N.D 

2・ 8 N D N D N D N D 

3 • INυ N LJ N D 0.3 ND  ND  

13 N D N LJ 0.3 N D ND  

22 N D ND  N D 0.4 0.3 

2 3 N D ND  N D N.D N D 

2 8 N D 103 N D 

".ll. 'I'ij品ijJ{あたりtI.:lι1¥;/日来i仙のもの

表 5 流通貝の下痢性検査結果

付比%下病性R毒(MU/gi 対比%下病性見毒(MU/gi
~() 検 体 名産 J也 ~Y. lょ月日

中腸腺部Xl∞ No 検 体 名産 地収去月日 中暢 ω
可食 中腸膿可食部 可食 中腸腺可食部

lホタテ 7ゲイ 三F生1三 森 57. 6. 24 7.7 0.5 0.04 14 ホタテガイ 陸奥湾 58. 7.18 9.9 1，0 0.10 
2 " 内 57. 6. 25 9.0 3.4 0.31 15 ムラサキイガイ 青 森 58. 7. 19 17.3 1.0 0.64 
3 " 不 明57. 4 10.4 2，0 0.21 16 ボイルホタテガイ 不 日月 58. 7. 18 10.8 N.D. N.D. 
4 ボイル串ホタテ |塗奥 i巧不 日月 9.4 1.2 0.11 17 ムラサキイガイ 陸奥湾 58. 7. 14 24.0 1.0 0.24 
5 ボイルホタテ " " 12.2 2.0 0.24 18 ナミノコカーィ " 58. 7. 14 N.D. N.D. 
6 ホタテカ、、イ 津軽j毎i峡 58. 7. 22 8.9 ~.D. N.D. 19 ア サ リ北海道58.7.13 N.D. N.D. 
門

" 野辺地 57. 7 23 8.5 3.4 0.29 20 
ホタテ力、、イ

" 58.7.15 9.7 N.D. N.D. 10 ボイルホタテ :不 明不 日月 9.0 0.3 0.03 21 ヒメカーィ 八 戸 58. 7. 21 11.0 N.D. N.D. 
11 ホタテヵーイ " 57. 8 7 9.7 2.0 0.19 22 ホタテカ、、イ 陸奥湾 58.7.19 10.0 1.2 0.13 
12 " 

三F主j 森 57. 8. 9 7.3 0.5 0.04 23 ホッキカ、、イ 比海道58.7.19 7.5 N.D. N.D. 
13 

" 
|注輿~~~} 58. 7. 18 10.3 1.8 0.18 24 ホタテカ、、イ " 58. 7 19 10.4 N.D. N.D. 
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表4 昭和58年度 f，，*lj性H主主検査結果
(単純 ;MU/日)

NJ1 ムラサキイカーイ ホ タテガイ

( 行 森|野辺地 l蟹川ド内川内
ヘ! 卜 1I 鯵ケ沢 {j 焔J 今日 IJ 柄上 I~門八日二一沢市j|i l| 義|…

5 8・ 4・ 4i(|lND i N I)IN I)|04N I )111  1 1 

5 i : N. 1) I N. D. N. Il. I i i'{ D'I 

111 N.D.I 1 0.3 IN. U • 0.3 IN.D. 1 
1 81 I u 3 I 0.3 N. D. ; N. [) I N.D. I 

2 5 I O. 4 i O. 3 ! 0 4 I O. 3 i 1 N. I ~ 
5・ 2I I O. 5 I O. 7 I N. D. i u. 5 I 0 3 I 

101 1.5103!0邑 o.3 1 

6 1 I O. 5 I N. D. I N. ll. I 1 O. 5 

1 6 1 1 O. 7 1 邑 O.3 O. 5 I O. 4 

2 3 I 2. 0 1 O. 3 1 O. 5 1 O. 4 1 1 1. 0 1 1 1. 2邑

3 0 1 3. 4 1 O. 3 1 O. 4 1 O. 3 

6・ 61 邑 O.7 1 2. 7 1 4. 2 1 O. 3 1 o. 7 1 O. 5 1 O. 7 1 1 1 25 1 o. 7 

1 3 1 1 0邑 3.5 1 O. 5 1 1. 8 1 1. 0 

201 3.810.713.01071 11.5 

2 7 1 4. 0 1 o. 7 1 3. 0 1 1. 5 

7・ 41 2.713.010.512.41 1.5 

111 2.210.31 1.81 1.0 

1 7 1 1 0邑1.2 1 O. 5 1 2. 7 1 O. 7 

2 5 1 1 O. 5 1 2. 0 1 O. 7 1 3. 0 1 1. 2 

8・ 11 1 0邑 0.510.312.710.5

8 I 0.5 1 N. D I 0.7 1 0.3 

1 6 I I o. 7 I 1. 0 1 O. 5 I o. 7 I N. D 

221 IN D 1 己 O.4 1 O. 7 1 ~. 41 I N.口 0.31 IN.D.10.71 IN 

291 10.31 0.4 IN.D.I 0.71 0.31 IN.D.I 103 1 IN.D.I IN.D.I 

9・ 51 I O. 4 1 O. 4 1 Nη0.71031 IN及。 3 I IN.D.I I I I !N.D.IN.D. 

1 9 I IN. D. 1 N. D I N. n 1 0.5 1 0.3 i 0.3 I 0.5 1 I 0.5 IN.D. 

2 6 1 IN. D. 1 N. D. 1 1 O. 4 1 1 N. D. 1 1 O. 3 I 1 O. 4 1 IN. D. 

1 0・ 4I I O. 3 I O. 3 I I O. 3 I N. D. I N . D. I I N • D. I I N. D. 

171 IN.D.I N.D.IN.D.I 0.3 IN.D. 

11・ 6I IN. D. 1 N. D. 1 N. D. 1 N.υN. D. 

1 2・ 51 IN D 1 N D. 1 N D 1 O. 3 1 N D 

5 9・ 1・23 1 1 N. D. 1 N. D. 1 O. 3 1 N. D. 

2・121 1 N. D. 1 N. D. 1 N. 1) 1 N. D. 

271 IN.D.IN.D. 

3・ 41 1 N. D. 1 N. D. 1 N. 1) 1 N. D. 1 IN.D. 

121 1 N.D.IN.D.I 0.3 IN.D.IN.D.I IN.D. 

191 1 N. D. 1 N. D. ¥ N. I) ¥ N. D. ¥ N. D. 

241 IN DIN.D. 

2 7 1 1 N. D. 1 N. D. 1 N. Q 

¥1). 'I'II~， IIiRあアリ().:，'cll 日よ ~1:II，jJ) !--， J") 

MU/gが検出きれた。

毒化期間は青森定点では 3月28日から10月4日まで，

野辺地定点では 3月7日から11月6日までであった。

(2) 地まき貝では，青森定点は 4月25日にO.3MU/gが

検出きれ，毒力の最高値は 6月20日， 27日， 7月25日

に0.7MU/gであった。

野辺地定点は， 3月22日に0.3MU/gが検出きれ，毒

力の最高値は 6月27日， 7月4日に1.5MU/ gであっ

た。毒化期間は，青森定点は 4月25日から10月4日ま

で，野辺地定点は 3月22日から 9月19日までであった O

表 6には，ホタテカ、、イの有毒化に伴う出荷規制と解

除時期について示した。
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食品中の無機成分について

古田淳子 古川章子 秋山由美子 小林英一

はじめに

食品中の無機成分，ナトリウム (Na)， カリウム

(K) ，カルシウム (Ca)，鉄 (Fe)等は，人体の必

須元素であるとともに，その過不足は，高血圧，心疾患

その他多くの疾病の原因ともなっている。このことから，

地方衛生研究所全国協議会は，昭和57年から日本国民

の栄養摂取量の地域差に関する研究」をテーマに，国民

が日常摂取している食品のっち，地域的特性が強しか

っ人体への塩分， Ca寄与率の高い，食ノfン， とうふ，

みそ， しょうゆ，たくあんの 5食品について， Na， K， 

Ca，マグネシウム (Mg)，Feを主な調査項目として

全国的に調査を実施した。本調査には全国60ヶ所の研究

所が参加したが，当衛研もこれに加わり調査を行ったの

で，その結果を報告する。

調査方法

1 試料

食パン， とうふ，みそ， しょうゆ，たくあん漬，精白

米，はくさい，牛乳，鶏卵，ちくわ， コロッケ

2. 調査項目

水分， Na， K， Ca， Mg， Fe，塩素 (C!)

3. 試薬

(1) 硫酸，硝酸:和光純薬製有害金属測定用

(2) 塩化ストロンチウム:和光純薬製原子吸光分析用

(3) 1/10N 硝酸銀溶液:和光純薬製容量分析用

4 装置

(1) 電気定温乾燥器:ヤ7 卜DS -43 

(2) 電気i戸:田中科学 Softemp - 2 Fc 

(3) 原子吸光装置:日本ジャーレル・アッシュ AA

855 

5. 分析方法

(1) Na， K， Ca， Mg， Fe 

試料を硫硝酸で~!lli.式灰化後100m! にメスアップ，適宣

希釈し， Na， K， Fe は検量線法， Ca， Mgは塩化

ストロンチウム添加標準一添加法で原子吸光装一置で分析した。

(2) C! 

電気炉で550'C 灰化後100m!にメスアップしその一部

を用いて硝酸銀溶液で滴定した O
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(3) 水分

食パン 135'C1時間乾燥，豆腐 130
0

C1時間乾燥，み

そ，しょうゆ，ちくわ，コロッケー100'C恒量まで乾燥、精

白米 135
0

C2時間乾燥，はくきい，たくあん漬一105
0

C恒量

まで乾燥，牛乳，卵海砂を加え水浴上蒸発後100
0

C恒量ま

で乾燥。

調査結果

表 1に当所で行なった各食品の分析結果及び，全国

60衛生研究所で行なったものの平均値を示した。

1. 食ノfン

水分， N a， K， Mgは全国平均値と顕著なちがいは

認められなかったがFeがやや高い値を示した O

2. 豆腐

Naが全国平均値7.7mg/100 gに対して， 2.49mg/100 

gと約 1/3，また Caが全国平均値235mg/100gに対し

て122mg/100gと約 1/2と，低い値を示した O 他の元

素については全国平均値とほぼ同じ値が得られた O

3. みそ

Ca， Mg， Feが全国平均値に比較してやや高い値を

オミした O

4. しょうゆ

Na， K， Ca， C!が全国平均値に比較して，やや低

い値を示したO

5. たくあんi責

Naが全国平均値2，160mg/1∞gに対して1，300mg/100
g， C! が全国平均値3，310mg/lOOgに対して1，950mg/

100 g低い値を示した。また Caが全国平均値43.7mg/1∞
gに対して26.Omg/ 100 gとやや低い値を示したO

6. 精白米

Naが全国平均1.48mg/100gに対し， 2.44mg/100 g， 

Feが全国平均328，ug/100gに対し， 550μg/lOO gとや

や高い値を示した C

7. はくきい

Feが全国平均値269f1g/100gに対して， 630μg/lOO 

gと2倍以上と高い値を示した。

8. 牛乳

Feが全国平均値42.7f1g/100 gに対して20μg/100g 

と半分以下の値を示した O



表 1

実三水分 (叫 Na Cmw100g) K (mw100g) 

泊五平均青森 全国平均青森 全国平均青森

食パン 42.2 44.3 458 480 87.3 97.3 

豆 腐 86.4 89.2 7.7 2.49 118 113 

み そ 48.4 52目 9 4， 430 4， 500 412 486 

しょうゆ 69. 1 74.6 5， 720 5， 160 422 376 

fこくあん漬 83.4 88. 6 2， 160 1，300 301 275 

精白米 14. 2 14.9 1. 48 2.44 85目 9 73.3 

はくさ L、 95. 1 94. 5 7.00 8. 58 222 201 

牛 ~L 88.2 88.2 46.9 52. 1 138 153 

鶏 明日 75.2 75. 3 135 147 134 132 

ちく わ 69.9 69.4 941 852 82.0 53. 5 

コロッケ 53. 7 52.3 347 268 307 249 

9. 鶏卵

全国平土5ガ直に比較して，水分， Na， K， Ca， Mg， 

Fe，共に，顕著なちがいは認められなかった O

10. ちくわ

Kが全国平均82.Omg/100 gに対して53.5mg/100 gと

やや低い値を示した。

11. コロッケ

Na， Kが全国平均347mg/100g， 307mg/100 gに対

して268mg/100g， 249mg/100 gとやや低い値を示した。

今回の調査では，同種類の食品の検体数が少しこの

C a (mg/l00g) Mg(mw100g) F e (，μg/100g) C 1 (mw100g) 

曲三五平士号 青 森 封主平士三青 森 全国平均青森 全国ヰLt::青森

28.2 33. 1 19.2 25. 5 809 951 

235 122 31.8 27.7 1. 125 929 

62. 3 84.9 66 81. 2 2.360 2， 580 7，050 7， 110 

30. 2 22.9 67.9 65. 9 2.550 2.630 8，920 7，910 

43. 7 26.0 24. 3 14.0 887 523 3， 310 1. 950 

4.48 4.64 29.6 21. 0 328 550 

36目 9 23.0 9.98 11.4 269 630 

104 114 10. 5 10.3 42.7 20 

51. 7 55. 6 11.8 12. 6 1. 780 1. 770 

35. 7 22.9 15. 1 15. 3 444 420 

14. 1 10. 7 22. 1 19. 7 888 960 

数値からただちに本県の食品の地域性を結論づけること

は不可能で、あり，今後更に多くの試料について分析を行

い検討する必要がある。

文 献

1) 地方衛生研究所全国協議会:日本国民の栄養摂取

量の地域差に関する研究.昭58，

2) 地方衛生研究所全国協議会:日本国民の栄養摂取

量の地域差に関する研究.昭59，
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昭和58年十和田市に小流行した

無菌性ずい膜炎の病原検索

阿部幸一* 野呂キョウ 三上稔之 佐藤允武

秋山 有

昨年 9月，十和田市立中央病院から 16症例の無菌性ず

い膜炎の病原検索依頼を受け，ウイルス分離及び血清学

的検査を実施した。

ウイルス分離に用いた細胞は人胎児横紋筋瞳由米のR

D細胞，サル腎由来のJINET細胞，人喉頭癌由来のHep!l2

細胞である。分離材料は咽頭ぬぐい液，糞便， リコール

で， RD細胞においては16例中， 12例のいずれかの材料

からCPE同fを分離した。また， JINET細胞では 4/16

であり， Hepll:2細胞では 8/16で RD細胞における分

離率が最も高かった O 分離ウイルスの|司定には予研から

分与を受けたエンテロウイルスのフCール免疫血清を用い，

3株を分離代表株として検査をおこなったが，ウイルス

の抗原変異のためか同定不能であり，予研へ行政検査と

して同定を依頼した O その結果は表に示すとおりで，

9株がEcho24型， 2株がEchol1't'!， 1株がEcho30型

で、あった O

Echo 24't1Jと同定した 2株を代表株として， また，

-Echo 11， 24， 30型の標準株，さらには1971年青森市で

分離の Echo9 ff，'l， 1983年の山形で分離の Echol1:ttiを

用い，ペア血清の得られた 12例につき，マイクロ法で中

和抗体の変動をみた。

その成績は表に示すとおりで， Echo 24型標準株に対

して抗体価 4倍以上の有意上昇は 3f列， Echo 24 *t'!の分

離株に対してはそれぞれ 4， 3例であった。 Echo11型

の標準株，分離株に対しては l例の分離者で上昇がみら

れ， Echo 30型の標準株に対しては分離者で2倍の上昇

を示した。

ウイルス分離及び、血清学的検査成績から，本流行は

Echo 24型を主な病原とした混合流行と推定きれた。

無r:?:i件一ずい膜炎忠者からのウイルス分離とべア l血清における rjJ干[J抗体価

検 査 中 平日 抗 体 価

血 清
名

Ti Y A ぬ1 A T T K Ta F T Ka S T K 
前
T Y J T K T H M T Y K K K T T M 

年 齢 8 13 5 13 11 2 自 5 48 7 3 6 8 6 3 9 

分離・有無 (+) (十) (+) (一) (+) -> (+) (+) (+) (ー) (+) (+) (+) (+) (一) (ー) (+) 

ウィルス 分離ウイル Echo Echo Echo Echo E cho Echo E cho E cho E cho E cho E cho Echo 

スの型別 24 24 24 24 11 24 24 24 30 11 24 24 

分離株(1・T) 急性期巳:1凶 mE2EE吋 12
32 <4 く 4 8 さ512

Echo 24型*1 回復期 128 2561~51211~ 5121 256 256 32 <4  <4  ど512 2512 

分離株 (TA・y) 急性期
C264q凶国

128 16 <4  <4  く 4 と512
E cho 24型*1 回復期 64 1281 2561 128 128 128 16 <4 く 42'512 256 

分離株(青森株) 急性期 4 4 4 16 128 4 32 32 4 4 ノ士 8 士4

Echo 9型*'2 回復期 4 4 4 32 128 4 16 16 4 4 士8 士4

分離株(山形株) 急性期 64 < 4 < 4 < 4 64 32 4 4固く 4 <4  

Echo 11型*，3 回復期 64 く <4 4 <4  64 16 4 4 11281 < 4 <4  

標、 準 株 急性期 64 < 4 < 4 4 <4  64 32 4 
412<4  

く 4

Echo 11型 回復期 64 く 4 く4 < 4 64 16 4 4 く 4 <4  

標 準 株 急性期 64 
161;;|J;|62  

64 16 
<4図 256 

Echo 24型 回復期 128 32 11281~5121 128 64 64 16 <4  256 

傍、 準 株 急性期 <4  <4  <4 く 4 < 4 256 4 16 128 4 64 4 

Echo 30型 回復期 く <4 <4 く 4 < 4 256 4 16 256 4 64 4 

* 1 分離代表株、下段ウィルス型別は同定結果
* 2 1971隼分離株(Echo 9変異株)

*1983年無菌性ずい膜炎分離代表株(山形県分離)

*現青森県田舎館食肉衛生検査所
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昭和 58年の青森市人血清における

A型肝炎ウイルス抗体の保有状況

野呂キョウ 佐藤允武 三上稔之

1983年，県内においてA型肝炎の発生がみられ，対策

の一環として若年者(中高校生)における抗体保有調査

を実施した。本年は，青森市の人血清における A~!肝炎

ウイルス抗体の保有状況を把握するために調査を行なっ

たので報告する。

l. 使用試薬及び光度計

(1) 試薬 ダイナボッ卜杜

HA抗体検出用EIA試薬キット
58年の青森市人血清における A~'J肝炎ウイルス抗体の保有状況

2. 結果

表‘図に示すとおり，低年令層ではほとんど抗体がなく，

30歳代になるとはほ、半数になり， 50歳以上になると全

員が抗体を保有していた O この結果は，全国の成績と

ほほ同様な傾向を示すものであった。

(2) 光度計 コロナMT R -12 

年齢層(歳) 検査数 陽性者数 抗体保有率(%)

。円J 3 30 2 6.6 

6 30 。 。
9 27 2 7. 4 

10 へJ 15 10 。 。
16 ~ 19 10 。 。
20 29 30 2 6. 6 

30 ~ 39 30 18 60 

40 ~ 49 30 26 86.6 

50 円J 59 30 30 100 

60 ~ 69 20 20 100 

70 以上 20 20 100 

言十 267 140 52. 43 (平均)

100 /-
率

ろ古
、J
50 

。-3 4 -6 7 -9 10-15 16-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70以下
(年齢層)

つ】
戸町
U



青森県衛生研究所報 21， 53， 1984 

昭和59年青森県内において検出された

腸炎ビブリオの血清型別

奈良みど i) 大友良光 豊川安延

表は当所で扱った腸炎ビブリオによる集団食中毒事例

の血清型別と県内の病院(青森県立中央病院，青森保健

生活協同組合協和病院，むつ総合病院，計 3ヶ所)，検査

センター(青森市医師会検査センター，弘前市医師会検

査センター，計2ヶ所)より任意で、血清型別を依頼きれ

た菌株について示したものである。

青森市では 8月に 2つの食中毒事例があり， ともに血

清1'1K 8 : 04が原凶菌とされ，また同じく 8月に市内の

病院で散発下痢症患者から同じ K8 : 04が検出されてい

ることを合わせて考えると，この時期に何らかの海産魚

介類を介して K8 : 04の腸炎ビブリオの流行があったと

考えられる。

一方，むつ市においては集団食中毒の発生はなかった

ものの， 8月中に血清型K38: 01の腸炎ビブリオが頻繁

に検出されたことは大いに注目きれたが，疫学的に原因

食品を追求できなかった。

地研における集団発生等を中心とした情報と，臨床細

菌における患者由来の情報をひとまとめにすることは困

難であるが，決められた時点と場所での腸炎ビブリオの

流行を見きわめることは，公衆衛生上，有力な手がかり

になると居、わオLる。

表 分離機関別による検出腸炎ピブリオの血清型別

月日 分離機関 血清型 月日 分離機関 血清型

青森市 8. 4 検青青森森市医衛師研会 K8:04，" K28:02 むつ市 8. 10 むつ総合病院 K38:0'1， K30:08 

査センター K8:04 14 /1 K38:01 

17 県立中央病院 K8:04 17 /1 K38:01， K 8:04 

19 青森衛研 K8:04， Kー :03 24 /1 K38:01 

22 協和病院 K13:04 31 /1 K58:01 

28 /1 K4:04 
5. 7 最前市医師会

K38:01， K 3:02 

9. 10 県立中央病院 K22:08
弘前市

査センタ一 K15:05 

12 協和病院 K8:04 K22:08， K4:0唾
8. 9 /1 

10. 8 11 K 12:04 K12:04 

K13:0i4， K51 :06 
10. 5 11 

八戸市 8. 6 青森衛研 K8:04，K34:04 K 8:04 

9. 4 青森衛研 K12:04， K61 :08 

5 11 K-:08 

q
d
 

F
h
u
 



青森県衛生研究所報 21， 54 -_. 51::， 1984 

先天性代謝異常症等のマス・スクリー

ニング実施状況について(昭和58年度)

工藤久美子 石川和子本 荻野幸男

の5疾患の検査を当所で行っているが，疑陽性について

はじめに は再採血したものについての内訳は表3のとおりである。

青森県におし、て，先天性代謝異常マス・スクリーニン

グは昭和53年 7月から実施してから 6年目になり，産科

医院等医療施設の協力を得て実施している。きらに昭和

55年 4月1日より甲状腺機能低下症(クレチン症)の7

ス・スクリーニングの検査を栄研イムノケミカル研究所

( 1 C L)に委託レ実施している。今回は昭和58年4月

より昭和59年 3月まで，検査成績について報告する。

方 法

県内の医療機関等で、出生した新生児を対象に生後 5日

以後，足裏より所定の1"i戸紙」に採血し乾燥後，郵送さ

れたものを検体として検査に供している。

検査対象となる疾患には，フェニールケトン尿症，ホ

モシスチン尿症， メープルシロップ尿症(楓糖尿症)，及

びヒスチジン血症については，力、、スリー法 (1血中アミノ

眼濃度をバイオアッセイの子法，枯草菌の発育阻止科度

によって半定量的に分析する)で行っている O カラクト

ース血症については，ボイトラ一法(力、ラクトース代謝

系の酵素活性の定性)とペイゲン法(大腸菌のファージ

による溶薗現象を応用した半定量)の二法で検査してい

るつ

クレチン症については，外部検査機関に委託し甲状腺

刺j敗ホルモン (TS H)の濃度をラジオイムノアッセイ

(R 1 A)法によって制定している。

検査実施状況及び検査結果

58年度に受付けた件数は表 1のとおけ， 21，482件で県

下保健所管内の住所別を子J~ したが県内居住者は20 ， 195件，

県外屑住者(里帰りうよ娩者と推定される者)は1，287件で

約 6%であった。 58年度(58.4-59.3)で出生数は21，697

件、 と推定されるがこの検fモの受検率は約98%となりほ

とんどの新生児が検査を受けている。

検体不備による再採血依頼数は表 2のとおりである。

フェニールケトン尿伝， メープルシロップ尿症，ホモ

シスチン尿症， ヒスチジン血症，及びガラクトース血症

*現fj-森保健所
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58年中に精密検診をしたのはヒスチジン血症 1件， 力、、

ラクトース血症2件でいづれも定期的に診療を受け，経過

を観察してる O

この精密検診をするには再採血，再検査で陽性となっ

たものを，さらに国立武蔵療養所神経センターへ検査を依

頼した L 医療機関に通知しているo(表 4) 

次に甲状腺機能低下症(クレチン症)の検査は，前述

のとおり栄研 1C Lに委託して行っているが，検

査方法は血中 TSH値の測定を RIA法で行っ

ている。その検査成績は表5のとおりであるが， T 

SH値が20μU/ml以上は再採血依頼をして， 検査を

してから20μU/ml以上は疑陽性， 50μUml以上を陽性と

して，精宮、検診を受けるよう指導している。!疑陽性等は

表 1 似健所管内の住所別依粕件数

4，296 1. 445 

1， 271 

表 2 検体不備による再採血依頼

依頼件数 I 88 

受理件数 I 82 

採血量不足 8 

内
採血が生後4日以前 20 

訳
血液が古い(8日以上) 60 

表 6のとおりで専門医により観察されている。またこ

の中で甲状腺ホルモン (T4)を併せ定量し， 5μg/dl 

以下は念のため精検を専門医に依頼している。



表3 疑陽性による再採血検査内訳
表 5 クレチン症マススクリーニング検査件数

依頼数 陽性者

フェニールケトン尿症 2 。
メープルシロップ尿症 。 。
ホモシスチン尿症 1 。
ヒスチジン血症 8 1 

ガラクトース血症 22 2 

表4 精密検査依頼者の検査結果

患児 生年月日 疾 患 名 検 査 値 圭ロクよト 断 結 果

A 58. 6. 3 ヒスチジン血症 8'" 10 mg/dl，ウロカニン酸(一) 治療中(経過観察)

B 58. 4.22 ガラクトーヌ血症 10"-' 16 mg/dl 経過観察

C 58. 5. 5 ガラク卜ー刃血症 10'" 16 mg/dl 経過観察

表 6 クレチン症精密検査依頼検体の診断の結果

初回採血検体 再提出検体

患児 生年月日

検番 体号
第一回 i再検査

検番 体号

精密検査結果

TSH値 TSH'iI直
T4 I直 TSH値 T4 I直

A 58. 4. 12 1， 016 15. 0 10以下 2.7 2，595 10以下 3.0 経過観察中

B 58. 4. 18 1， 402 18. 1 20.7 9.3 3， 147 10以下 2.2 異常なし

C 58. 5. 20 3，397 22.9 10以下 3. 1 4，734 10以下 2.7 異常なし

D 58. 5. 17 3. 449 15. 3 10以下 3. 1 4，862 10以下 4.2 異常なし

E 58. 7. 19 8 719 16.9 10以下 3.7 10，053 10以下 2.3 経過観察中

F 58. 12.10 15， 667 24. 5 31. 0 8.8 16， 866 69.5 3.6 経過観察中

G 58. 12. 21 16， 188 20. 5 23.8 9.0 17， 651 10以下 3.8 異常なし

H 59. 1. 7 17， 235 事故 70.0 4.9 一過性高TSH血症

F
h
u
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医薬品等一斉取締りに基づく収去試験

小林英一 野村真美

薬事行政の一環として，医薬品等の一斉取締りに基づ 精製水 1検体が不適で、あった。これは純度試験(1)酸また

く収去検体の試験を毎年行っているが，今回は，昭和55 はアルカリの項目で，ブロムチモールブール一試液の滴加

年から58年に行った医療用医薬品及び一般用医薬品の で青色を呈した理由による。その他の医薬品はすべて適

確認試験，純度試験，定量等の結果について報告する。 合していた O

結果は別表のとおりである。総数38検体中日本薬局方

医薬品等一斉取締りに基づく収去試験結果

年度 医薬品名 件数 適数 不適数 試験項目 備 考

5 5 局万精製水 8 7 1 純度試験
不適理由.pHアルカ 1)

局方塩化ベンザルコニウム液 6 
確認試験

6 。
5 6 
局方生理食塩液

純度試験
5 5 。

定 量

局方アスピリン 5 
5 7 

5 。純度試険
局方アスピ 1)ン錠 4 4 。 定 量

局万アスコルビン酸 8 8 。 ドリンク斉リはアスコ/レピ

5 8 局万アスコルビン酸散 1 1 。 定 量 ン酸の定量

ドリンク剤 1 1 ο 

56 
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「有害物質を合有する家庭用品の規制に

関する法律」に基づく家庭用品の調査

小林英一 高橋政教 平出博昭 村上淳子

野村真美 楠田幾代*

昭和40年頃より，家庭用品，特に糊維製品，洗剤など

による健康被害か多発し，消費者の苦情も増加してきた。

この原因は，これら家庭用品にきまざまの目的で使用さ

れている多種類の化学物質によるものと推察きれた。国

はこれらの有害な化学物質から消費者の健康を保護すべ

し昭和49年から「有害物質を含有する家庭用品の規制

に閲する法律J (以下法と略す)に基づき厳しく監視を

続けてきている。

当衛生研究所は昭和50年より，法に基づき種々の家庭

用品を試買検査してきたが，その結果について報告する。

1. 調査期間 昭和50年 4月から昭和59年 3月まで。

2. 調査方法:青森市内のデノぐート及び小売白より当

該家庭用品を購入し，法施行規則別表の方法により

試験を行った。

3. 調査結果:調査項目，対象家庭用品，調査件数は

別表の通りであった。試験を行ったのは総件数308

で，このうち， 50年に行った乳幼児(出生後24月以

内の乳幼児用)のくつした l検体がホルムアルデヒ

ドの基準値(吸光度0.05以下)を越えており不適と

なったがその他の検体はすべて基準に適合していた。

調査年度及び件数(違反品数)
調査項目 対象家庭用品名 計

5 3 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8 

塩化水素又は硫酸
住宅用

3 3 2 5 37 7 
洗浄剤

塩化ヒ守ニル 用エアソー引 I 5 I 12 I ー 5 2 5 5 42 
品

乳幼児用下着くっし
10 (1 4 6 3 3 5 4 

335911 1j 75(1) 
ホルムアルデヒド

lた等

下着くつした等 6 4 3 6 6 9 5 

接着剤 1 

下着くつした手袋等 1.5 8 9 9 9 11 4 5 5 75 

家庭用接着剤 2 1 一 3 
有機水銀 91 

家庭用ワックス 1 1 1 3 

くつクリーム 2 3 2 3 10 

卜リス(1ーアジリ 寝衣・寝具 2 2 4 
ジニル)ホスフィン

カーテン地 1 オキシド

トリス(2・3ージ 寝衣・寝具 1 
ブロムプロピル)ホ
スフェイト カーテン地 1 4 3 一
デイルドリン 手袋， くつした 2 5 5 5 17 

水酸化カリウム 家庭用洗浄剤 2 1 3 6 

メタノーノレ 家庭用エア、ノ“ル製品 6 6 

ビス(2・3ジブロ 寝衣・寝具 2 2 ムプロピJレ)ホスフ
ェイ卜 カーテン 1 1 

DTTB くつした，手袋他 5 5 10 

*現青森県公害課

総計 308
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畜産物中の残留抗菌性物質調査

小林英一 宮田淳子L

近年，家畜及び，養殖魚介類の成長促進，疾病の予防，

治療の目的で各種抗生物質及び合成抗菌剤等が多用きれ

る傾向にあり，これらの畜水産食品への移行残留から，

ニカイ肉，人体汚染，薬剤耐性の増加等，多くの憂慮す

べき問題がクローズアップきれるようになった。

このことから昭和54年4月16日厚生省告示第60号をも

って，乳等と同様に食肉，食鳥卵及び魚介類についても

抗菌性物質を含有しではならない旨の規定が設けられた。

当衛生研究所は県内で市販きれている畜肉，鶏卵につ

いて，合成抗菌剤は53年から，又抗生物質については54

年より調査を行ったので，その結果を報告する。

方法

厚生省環境衛生局乳肉衛生課「畜産物中の残留物質検

査法」による。

結果

表 1に合成抗菌剤検査結果，表 2に抗生物質検査結果

を示した。いずれの検体からも，抗菌性物質は検出きれ

なかった O

表2 畜産物中の抗生物質検査結果

年度 抗生物質 検体 検体採取地文は産地 結果

5 5 ケぺマイシン 牛肉 津軽地区 不検出

1/ 1/ 

豚肉 津軽地区 1/ 

1/ 南部地区 λy 

鶏肉 津軽地区 1/ 

1/ 南部地区 1/ 

5 6 スピラマイシン 豚肉 青森県内産 3干重検と

キタサマイシン 〆/ 1/ 
出も不M 

オレアンドマイ 鶏肉 八戸市豊崎町 1/ 

シン 3種 λr 岩手県軽米町 1/ 

λy 岩手県九戸町 M 

λr 岩手県軽米町 H 

1/ 十和田市 H 

5 7 スピラマイシン 豚肉 南部地区 3 f不垂検と

キタサマイシン 1/ 津軽地区 出も H 

オレアンドマイ 1/ 青森市 Fノ

シン 3種 鶏肉 津軽地区 1/ 

λY 南部地区 1/ 

鹿
豆立*

日

5 8 Iスドラマイシン|昨年間|岩手県西根町
1 出4も悼不H検と

板柳町

三沢市

青森市

青森市

表1 畜産物中の合成抗菌剤検査結果

年度 合成抗菌剤 倹体 検体採取地(産地) 結果

5 3 ピリメタミン 鶏肉 青森市(佐賀県) 不検出

λy 岩手県) /1 

1/ 八戸市) 1/ 

/1 蓬田村) 1/ 

λy /1 1/ 

鶏卵 黒石市) 〆F

1/ グ (十和田市) 〆，

1/ グ (蓬田村) 1/ 

1/ 常盤村〕 1/ 

5 4 ゾーリン 鶏肉 グ (百石町) 不検出

1/ 1/ 

1/ 1/(岩手県玉l1Jf1) 1/ 

〆'/ 1/(喜子県好摩) 1/ 

1/ が(岩手尉偏岡) 1/ 

1/ 1/ 1/ 

5 5 ゾー 1)ン 鶏肉 青森市 不検出

1/ 〆〆 1/ 

1/ 1/ 1/ 

鶏肝 1/ 1/ 

〆/ λr 1/ 

鶏卵 1/ 1/ 

5 7 ゾーリン 鶏肉 八戸市 不検出

1/ 青森市 /1 

鶏卵 十和田市 1/ 

1/ 黒石市 1/ 

1/ 南津軽郡 1/ 

5 8 クロヒ。ド-)レ 鶏肉 青森市 不検出

λF /，ノ 1/ 

1/ 1/ 1/ 

グ 十和田市 1/ 

1/ 三沢市 1/ 

鶏卵 青森市 1/ 

1/ 十和田市 1/ 

*現青森県公害課
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青森県の温泉

野村真美 村!::. i字f

平出博昭 高橋政教

小林英一

昭和58年 4月から昭和59

年 3月までに当所に依頼さ

れた31件の鉱泉分析の成績

は，別表のとおりである O

31件の鉱泉を泉質別に分

担すると、塩化物泉が16ヶ

所(ナトリウム一塩化物泉

は14ヶ所)と最も多く，つ

いで単純温泉13ヶ所(アル

カリ性単純温泉6ヶ所)，硫

酸塩泉 lヶ所，単純鉄泉 1

ヶ所となっている。

源、 泉 名
卜、O.1 三(丙滝内温温泉)泉 N".2 広船温泉

(温 泉 名) (矢捨山温泉)

湧 出 地 青森弔大字三内字柑元 95
南津軽郡平賀町大字広船字福

田 240- 11 

調査年月日 58.4. 6 58.4. 7 

泉温(気温 )OC 27. 8( 12. 0 ) 58. 4( 14. 0 ) 

湧出量 l/min 項目定不能 30n 

掘さく深度(m ) 38(l 700 

湧出地 7. 51 8.4 
pH 値 試験室 7. 51 8.38 

密 度(20"/ 4
0 

) O. 9984 O. 9990 

蒸発残留物(g/kg) 0.224 0.958 

陽 イ オ ン mg  m val m val% mg  m va 1 m val% 

H+ 一 ← 一 ー

Na+ 40.7 1. 77 66. 54 228. 4 9.93 75. 68 
K十 2.2 0.06 2.26 8.0 0.20 1. 52 

NH4
十 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

Mg2十 2.2 O. 18 6.77 0.5 0.04 0.30 

Ca2十 13.0 0.65 24.44 59.0 2.94 22.41 

A13十 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

Mn2+ 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

F e2 + +F e3+ 0.0 0.00 0.00 0.2 0.01 0.08 

Li+ 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

.......・.............・・....-・・・・・..・・・・・ ........... ...・・・・・・・・・............. ............ -・・・・・.......
計 58.1 2. 66 100 296.1 13.12 100 

陰 イ オ ン mg  m va 1 m val% mg  m val m val% 

F- 0.2 0.01 0.36 0.9 0.05 O. 37 

Cl- 33.3 0.94 33.45 286. 0 8.07 59. 08 

Br- 。。 0.00 0.00 O. 5 O. 01 0.07 

0.0 0.00 0.00 O. 1 0.00 0.00 

OH- 一 一 一 一 一
HS- 一 ー 一 ー 一
S向2ー 12.3 0.26 9.25 205. 5 4.28 31.33 

HP04
2- O. 1 0.00 0.00 0.2 0.00 0.00 

HC03- 36. 6 0.60 21. 35 45. 8 O. 75 5. 49 

CQ2ー 30.0 1. 00 35. 59 15. 0 O. 50 3.66 

........................... -・・・・・......-・.........-・・・・..................・ -・・・・・・・・...-・・・・・・・・.....
計 H2.5 2.81 100 554.0 13.66 100 

遊 離 成 分 mg  m mol mg  m mol 

H2S i 03 75. 8 0.97 115. 6 1. 48 

HB02 5. 0 0.11 10.9 0.25 

C02 一 一 一 ー

H2S 一 一 .... ー

-・・....・・・・・・・・・・・.........-・..........-・・・....... -・・・・・・・...-・・・・・......
Z十 80.8 1. 08 126.5 1. 73 

成分総計 g/ kg 0.251 0.977 

泉 質 単純温某 単純温泉

(旧泉質名) (Efl，純温泉) (単純温泉)

ハ可
U
「ひ



源 泉 名 ぬ 3 立蛇温泉 No.4 下目内沢温泉 No.5 葉飯温泉
(温 泉 名) (米寿温泉) (並木温泉) (きざきの温泉)

湧 出 地 上北郡下田町字立蛇 14- 1 
黒石市大字下目内沢字小屋敷

土北郡下田町字菜飯 35
添 5- 1 

調査年月 日 58.4. 8 58.4. 20 58.5. 13 

泉温(気温)OC 42.5( 17. 0 ) 40. 2( 16. 0 ) 44.8( 23. 0 ) 

湧出量 l/min 300 320 350 

掘さく深度(m ) 1. 050 1， 050 1. 185 

湧出地 8.2 8.6 7.4 
pH (1白 試験室 8.00 8.54 7.50 

密 度(20'/ 4
0

) 1. 002 0.9980 1. 010 

蒸発残留物 Cw1王只) 4. 843 O. 196 16.36 

陽 イ オ ン mg  m val m val% mg  m val m val% mg  m va 1 m val % 

H十 一 ー 一 一 一 一 ー
Na + 1，680 73.08 90.74 34. 1 1. 48 72.91 5， 156 224.3 79.15 

K+ 65. 1 1. 67 2.07 1.5 0.04 1.97 214.7 5. 49 1.94 

NH4十 0.0 O. 00 0.00 0.0 0.00 0.00 O. 1 0.01 0.00 

Mg2+ 19. 5 1. 60 1. 99 0.6 0.05 2. 46 105. 2 8.66 3.06 

Ca2十 83. 2 4.15 5. 15 9.2 0.46 22.66 897. 8 44.80 15. 81 

AP十 O. 1 0.01 0.01 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

Mn2+ O. 1 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 1. 1 0.04 0.01 

F e2+十Fe3+ O. 5 O. 02 O. 02 0.0 O. 00 0.00 2.5 O. 09 O. 03 

Li十 O. 1 0.01 0.01 0.0 0.00 0.00 0.2 0.03 0.01 

-・・・・・・・・・・・....・・・・・・・・・・ a
............ -・・・.......ー・・・・・・・・....-・・・・・・・・・............. -・・・・・・・・....-・.........."・・・・・......-・...........

計 1. 849 80. 54 100 45. 4 2.03 100 6， 378 283. 4 100 

陰 イ オ ン mg  m val m val弘 mg  m val m val弘 mg  m val m val % 

F- 0.3 0.02 0.02 0.4 0.02 0.92 0.2 0.01 0.00 

Ct- 2， 509 70.76 86. 53 15. 1 0.43 19. 82 9，165 258. 5 90.54 

Br- 7.4 0.09 0.11 0.1 O. 00 0.00 28.1 0.35 0.12 

O. 6 O. 00 0.00 0.0 O. 00 0.00 2.4 0.02 0.01 

OH- 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー
HS- 一 一 一 一 一 ー 一 一
S042- 319. 7 6.66 8. 14 9. 0 O. 19 8.76 1. 150 23. 94 8.38 

HP042ー 0.2 0.00 0.00 O. 1 0.00 0.00 0.2 0.00 0.00 

HC03 247. 1 4.05 4.95 69.0 1. 13 52. 07 152.6 2.50 0.88 

co，lー 6.0 O. 20 0.24 12.0 0.40 18. 43 6.0 0.20 0.07 

........................... -・・・・・・・・..，-・・.........-・.・・.・・.....-・・........-・・・・・・・・...-・・・・・・・・....-・・・........-・・・・・・.....-・........‘・・・
計 3.084 81.78 100 105. 7 2.17 100 10. 504 285. 5 100 

遊 離 成 分 mg  m mo¥ mg  m mol mg  m mol 

H2S i 0 3 118.7 1. 52 87.5 1. 12 124.2 1. 59 

HB02 12.0 0.27 4.4 O. 10 38.0 0.87 

C02 一 ー ー ー 一 ー

H2S 一 一 一 一 ー ー

-・・・・・・・・.・・....・・・・・......-・..................・・・ ........... -・・・・....... -・・・・・・・・.・・ ..........・・.. 

言十 130.7 1. 79 91. 9 1. 22 162.2 2.46 

成分総計 g/ kg 5. 064 0.243 17.04 

泉 質 ナトリウムー塩化物温泉 アルカリ性単純温泉 ナ卜 1)ウム一塩化物強塩温泉

(旧泉質名) (弱食塩泉) (単純温泉) (強食塩泉)
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No.6 末広温泉 No.7 村上温泉 No.8 五代温泉
(末広祖泉) (宝 温 泉) (五代温泉)

黒石市末広 61 黒石市大字浅瀬石字村上 申津軽郡岩木町大字五代宇山
311 - 1 本 600- 1 

58. 5. 26 58. 5. 26 58. 6. 10 
36. o( 17. ) ) 41. 7( 16. 0 ) 48. 2( 21. 0 ) 

300 300 350 
1. 120 1， 000 450 
8.2 9.4 8.2 
8. 19 9.41 8.52 

0.9983 0.9986 0.9983 
O. 178 。目 430 0.406 

mg  m val m val % mg  m val m val % mg  m val m val % 

ー 一 一 一 ー ー ー 一
24.7 1. 07 63. 69 103.2 4.49 96. 56 100.6 4.38 86.22 

2.0 0.05 2.98 4.0 O. 10 2. 15 6.4 O. 16 3.15 

0.0 O. 00 0.00 0.3 0.02 O. 43 0.2 0.01 0.20 

1.8 O. 15 8.93 0.0 O. 00 0.00 0.8 0.06 1.18 

8. 3 0.41 24.40 0.8 0.04 0.86 9.4 0.47 9.25 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0. 00 

0.0 O. 00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00- 0.00 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

0.0 O. 00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

4・・・・・・・・........-・・...................・・・・・....-・・・・・・・・・ .・・................. -・・・・・・・・・・・・・・.'"・.・・・."・・・..，.........ー......-・・・・・・・・・・・・・.
36.8 1.68 100 108.3 4.65 100 117.4 5.08 100 

mg m val m val % mg  m val m va 1 % mg  m val m va 1 % 

1. 6 0.08 4.42 5. 0 0.26 5.38 0.8 0.04 0.78 

15. 7 0.44 24.31 38.0 1. 07 22. 15 23. '/ 0.67 13. 11 

0.0 0.00 0.00 0.1 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

一 一 一 0.4 0.02 0.41 一 ー 一
一 一 一 一 一 ー 一 -ー 一
9.0 O. 19 10.49 12.0 0.25 5. 18 12.4 0.26 5.08 

0.0 0.00 0.00 0.5 0.01 0.21 0.2 0.00 0.00 

54.8 0.90 49.72 ー ー 210.0 3.44 67.32 

6.0 0.20 11. 05 96.6 3.22 66.67 21.0 0.70 13.70 

.......・・・・・.....-・・・・・..........-・・・・・・・・・・.....-・・・・・...・・・..，................ ................. -・・・・・・・・・・・................. -・・・・・・・・・・・・・・叫
87.1 1. 81 100 152.6 4.83 100 278.9 5.11 100 

mg  m mo 1 mg m mol mg  m mol 

92.3 1. 18 211. 0 2.70 159.3 2.04 

10‘1 O. 23 0.0 。‘ 00 6.4 0.15 

一 一 ー ー ー

一 ー 一 一 ー ー

-・・..............-・・............ -・.・・.........-・............. -・・・・・・・・・・・...-・・・・・・・・・・・..・

102. 4 1. 41 211.0 2. 70 165. 7 2. 19 

0.226 O. 472 0.562 

単純温泉 アルカ 1)性単純温泉 単純温泉

(単純温泉) (単純温泉) (単純温泉)

円

h
リ



温

源

(

湧

泉

泉

出

調査年月日

泉温(気温)OC
湧出量 l/min
閉さく深度(m ) 

pH値湧出地
試験室

密度(20'/4
0

) 

蒸発残留物(g/kg)

名|ぬ 9 前田温泉

名) I 鶴泊温泉)
地|北津軽郡鶴田町字前田

99 - 1 

58. 6. 17 

63. 5( 23. 5 ) 

300 

800 

7. 8 

7.69 

1. 0049 

9.034 

ぬ 10 酸ケ湯温泉

(神仙ノ湯温泉)

青森市大字荒川字南荒川山国
有林小字酸湯沢 50

58.6. 15 

52. 0( 16. 5 ) 

測定不能
300 

7.40 

7.30 

O. 9987 

0.617 

ぬ 11 下道温泉

(むつ観光ホテル温泉)

かっ市田名部字下道 4

58.7. 8 

36. 3( 22.0 ) 

150 

1.136 

8.9 

8.90 

O. 9986 

0.649 

陽イオン mg I m va 1 I m va 1弘 mg I m va 1 I m va 1 % I m g I m va 1 I m va 1弘

H+ 

Na+ 

K十

NH4+ 

Mg2-t-

Ca2 -t-

A13-t-

Mn2+ 
F e2++F e3+ 
Li+ 

t
T
 

2
4
-
ロ

3. 248 141. 4 

176. 4 I 4. 51 

。目 3 I 0.02 

3. 6 I O. 30 

42. 1 I 2. 10 

0.0 I 0‘00 

O. 1 I O. 04 

O. 2 I O. 01 

0.2 I 0‘03 

3.471 148‘4 I 100 

m va 1 I m val% 

95. 28 

3.04 

0.01 

0.20 

1.42 

0.00 

0.03 

0.01 

0.02 

187.3 

83.5 3.63 

O. 13 

0.01 

1.09 

2.44 

0.02 

0.11 

1. 20 

0.0。

42.06 

1.51 

0.12 

12.63 

28.27 

0.23 

1.27 

13.90 

0.00 

188. 9 

204.0 

9.2 

O. 1 

0.7 

4.8 

0.2 

0.0 

0.1 

0.0 

8.22 

0.24 

0.01 

0.06 

0.24 

0.02 

0.00 

0.00 

0.00 

93.52 

2.73 

O. 11 

0.68 

2.73 

0.23 

0.0。
0.00 

0.00 

m val % 陰 イオン

F-
Cl-

Br-

OH-

sol-
HP04
2-

HC03-
co}ー

計

mg  

q
a
a
a
τ

唱
且

n
u
n
u
n
u
h
u
 

A
U
'
i
n
u
n
U
 

凋
官
官
且

5

3

2

 

n
U
A
U
η

。‘
i

n
u
 
n
u
 

R
4
 

O. 0 I O. 00 
今・ E 

O. 2 I O. 00 

509. 5 I 8.35 

18.0 I O. 60 

5. 533 150. 0 I 100 

0.02 

94. 00 

0.02 

0.00 

O. 4 

106.9 

O.。

5. 0 

0.2 

13.2 

48.9 

0.2 

2.9 

33.4 

O. 0 

8. 63 I 100 

m va 1 I m val% mg  

0.0 

0.02 

3.02 

O. 00 

0.0。

0.23 

34.83 

0.00 

0.00 

32.18 

0.12 

32.64 

mg  

230. 8 

312.4 

40.4 

0.5 

39.1 

8. 79 I 100 

m val 

1. 2 0.06 

6.51 

0.00 

0.0。
0.01 

O. 68 

73.81 

0.00 

0.00 

0.11 

9.52 

1. 13 

14.74 

遊離成分 Im g 1m mol 

H2S i 03 
HB02 
cO2 
H2S 

言十

40.7 

139. 2 
。‘ 52
3. 18 

179.9 3.70 

成分総計 g/ kg I 9.184 

0.00 

0.00 

5. 57 

0.40 

134. 2 

172.6 

0.4 

2. 79 

0.01 

2.83 

414.5 8. 67 I 100 

m g I m mo 1 

0.1 

0.2 

0.1 

0.84 

O. 10 

1.30 

m g 1m mol 

8. 82 I 100 

151. 8 

1. 5 

153.3 

1.94 

0.03 

1.97 

O. 670 

29. 4 

19. 1 

O. 38 

0.44 

O. 17 7.7 

56.2 0.99 

泉 質| ナトリウムー塩化物温泉

(旧泉質名)I 純食塩泉)

0.658 

単純鉄温泉

(鉄泉)

アルカリ性単純温泉

(単純温泉)

62 -



No. 12 石郷温泉 No. 13 折橋温泉 Nα14 谷地道温泉
(石郷温泉) (関所温泉) (大畑町恐山外山温泉)

南津軽郡平賀町大字石郷字柳田 南津軽郡碇ケ関村大字碇ケ関字 下北郡大畑町大字正津川字谷地
47 - 5 折橋 13-8 i電172- 1 

58. 6. 29 58. 6. 29 58.7. 25 
48. 8( 22. 0 ) 72. 6( 25. 0 ) 43.8( 24. 0 ) 
450 50 500 
755 680 960 
7. 5 7.2 7. 4 
7. 54 6.86 7. 60 

1. 0000 1. 007 1. 026 
2. 197 12.03 33. 06 

mg  m val m val % mg  m val m val % mg  m val m val % 

一 ー ー 一 ー ー

720.0 31. 32 92.31 3.500 152.2 76.21 10. 400 452. L 78.39 

40. 4 1. 03 3. 04 76.0 1. 94 0.97 378: 4 9. 68 1. 68 

0.5 O. 03 0.09 O. 3 O. 02 0.01 0.2 0.01 0.00 

6.4 0.53 1. 56 93.8 7. 72 3.87 905. 3 74.49 12.91 

20.3 1. 01 2.98 749. 6 37.40 18.73 797.3 39. 78 6.89 

0.0 0.00 0.00 0.0 。。。 0.00 0.0 0.00 0.00 

O. 1 0.00 0.00 1.3 0.05 0.02 12.6 0.46 0.08 

0.4 0.01 0，03 5. 0 O. 18 0.09 6.2 0.22 0.04 

O. 0 0.00 0.00 1. 2 O. 17 0.09 0.3 0.04 0.01 

ー・・・・・・・・・・..........・・・・......-・・・・・・・・・・・....-・・・...........-・・・・・・・・・・・.，.-・・・・・..._，・・・....-・・・・・・・・・・・・................. -・・・・..........
788.1 33. 93 100 4，427 199. 7 100 12， 500 577. 1， 100 

mg  m val m val % mg  m val m va 1 % mg  m val m va 1 % 

2.6 O. 14 0.39 1. 2 O. 06 0.03 0.3 0.02 0.00 

986.0 27.81 77.31 6.388 180.2 90.10 18. 700 527.4 90.48 

2.2 0.03 0.08 9.6 O. 12 0.06 2.4 0.03 0.01 

0.4 0.00 0.00 1. 3 0.01 0.00 1.2 0.01 0.00 

ー 一 一 ー ー ー 一 一
一 一 一 一 ー ー ー 一 一

290.2 6.04 16.79 405. 5 8.44 4.22 2，570 53.51 9.18 

O. 1 。町 00 0.00 0.2 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

118.8 1.95 5. 42 683.4 11. 20 5.60 54.9 0.90 0.15 

一 ー 一 一 30.3 1. 00 0.17 

-・・・・・・・・・・・.....-・・............-・・・・・・・・・・.....-・・............-・・.・・・・・・・・...-・・・・・・・・・・・.....-・・・・・・・・・・・................. -・・・・・・・・・・・・・・・
1， 400 35.97 100 7. 489 200.0 100 21， 360 582. 9 100 

mg  m mo 1 mg m mol mg  m mol 

191.6 2.45 113.5 1. 45 116.6 1. 49 

9.2 0.21 60. 3 1. 38 0.0 0.00 

11.4 0.26 255. 2 5.80 一
一 一 ー 一

-・・・・・・・・・・・・・・ .. -・・..・・・・・・・・・・ -・.............-・・・・・・・・・・'" -・・....・・・・・................... 
212. 2 2.92 429.0 8.63 116.6 1.49 

2.400 12. 39 33. 98 

ナトリウムー塩化物温泉 ナトリウムー塩化物温泉 ナトリウム }匝化物強塩j品泉

(弱食塩泉) (純食塩泉) (強食塩泉)

つベ
U

ρ
hリ



源 泉 名|陥.15 松島温泉

(温 泉 名) I 五所川原温泉)

湧 出 地|五所川原市松島町 2丁目 90

調査年月日

泉温(気温 )OC
湧出量 l/min
掘さく深度(m ) 

pH li直湧出地
試験室

密度(20γ4
0 

) 

蒸発残留物 (w全日)

、、，JAU
 
E
 

n
J
9
u
 

〆t
t
k

a
u
r
J
 

Q
u
n
U
A
U
A
U
 

に
d

c

U

内

L

P

b

'

A

A官

7. 6 

7.60 

1. 008 

8.346 

No. 16 久栗坂温泉 |ぬ 17 崎尻温泉
(国立療養所青森病院温泉~北日本温泉)

J北津軽郡鶴田町大字妙堂崎字
青森市大字久栗坂宇山辺 89-1~

可 l崎明 13- 1 

58. 8. 23 

30. 0( 26. 5 ) 

230 

800 

7.6 

7.78 

O. 9980 

O. 3()5 

、、，
r

k
d
 

F
h
l
u
 

a
U
O
L
 

'a 
/
L
 

Q
U

口

6

8

6

0

5

 

5

5

5

8

 

'
A
巧

d

7. 4 

7.48 

1.011 

10. 69 

陽イオン mg I m va 1 I m va 1 % I m g I m va 1 I m va 1 % I m g I m va 1 I m va 1 0/0 

H十

Na+ 

K十

NH4+ 
Mg2+ 

Ca2十

A[3十

Mn2+ 

F e2+十Fe3+
Li+ 

f
十
1

2

コロ

3. 140 1 136. 6 

55. 6 1 1. 42 

2. 2 I O. 12 

20. 6 1 1. 70 

50. 7 1 2. 53 

O. 1 1 O. 01 

O. 0 1 O. 00 

O. 4 I O. 01 

O. 3 1 O. 04 

3. 270 1 142. 4 1 100 

95. 93 

1. 00 

0.08 

1. 19 

1. 78 

O. 00 

O. 00 

0.00 

O. 03 

27. 6 1. 20 

0.05 

0.00 

0.81 

1. 93 

0.01 

0.01 

0.01 

0.00 

29. 85 1 6. 300 2 74. 0 

1. 24 I 280. 0 I 7. 16 

O. 00 1 1. 1 1 O. 06 

20.151 58.31 4.80 

¥48. 01 I 28. 2 I 1. 41 

O. 25 1 O. 0 1 O. 00 

O. 25 1 O. 2 1 O. 01 

O. 25 1 O. 6 1 O. 02 

O. 00 I O. 6 I O. 09 

6. 669 287. 5 I 100 

95. 30 

2.49 

0.02 

1. 67 

D. 49 

0.0。
0.00 

0.00 

0.03 

m val 0/0 陰 イオン

F-
Cl-

Br-

OH-

HS-

S042ー

HP042-

HCUJ-

C向2-

分成

計
一

離遊

mg  m va 1 I m val% 

2.5 

4.700 

5. 0 

O. 2 

。目 13

132.6 

0.06 

0.00 

316.8 6. 59 

0目 00

5. 0。
0.40 

0.0 

305. 0 

12.0 

5. 342 1 144. 8 1 100 

mg  m mo¥ 

H2S i 03 
HB02 
CO2 
H2S 

計 107. 3 I 2. 04 

8.719 成分総計 g/ kg 

0.09 

91. 58 

0.04 

0.00 

4.55 

0.00 

3.45 

0.28 

2. 0 

0.0 

9.9 

38.6 

O. 1 

0.2 

0..3 

O.。
78. 7 1 4. 02 1 100 

m va ¥ 1 m val% m g I.m va 1 mg  

D. 1 

29. 3 

0.9 

O.。

O. 01 

0.83 

0.01 

0.00 

3

3

3

 

a

o

S

2

 

7

1

 

a
a
z
 

Q
O
 

A
U
τ
G
U
A
-
n
u
 

n

L

a

u

q

h

n

U

 

0

9

0

0

 

咽
且

0

8

一

円

U

A

U

A

u

a

-

n

U

 

9
U

円

d9-

6

0

1

8

 

巧

d

n

u

'

A

勾
4

Q
U
A
U
F
b
A
a
τ
 

s

u

τ

q

r

u

 

200. 4 1 4. 18 1 100 111. 430 

100.0 2.08 

0.00 

1. 05 

0.20 

O. 0 

64. 1 

6.0 

mg  m mo¥ m g 1m mo¥ 

199.4 

89.8 

112.3 

401. 5 

0.02 

238. 9 

O. 19 

0.02 

5. 00 

0目 85

44. 25 

289. 2 I 100 

2. 55 

2.05 

2.55 

7. 15 

18.50 

0.01 

82.61 

O.Ofi 

0.01 

1. 73 

0.29 

15. 30 

泉質

(日泉質名)

ナトリウム一塩化物温泉

(純食塩泉)

34. 1 I O. 46 

O. 313 

単純 iil1~ )IZ 
(単品，~ iij~ は)

ナトリウム-Iii化物強塩iJJ泉
( ~gi 食出炭)

64 



No. 18 桜ケ丘温泉

(桜ケ丘温泉〕

弘前市桜ケ丘 4丁目 2- 3 

58.8. 31 

41. 2( 31. 5 ) 

110 

500 

8. 4 

8. 58 

O. 9986 

1. 345 

mg  m v a ~l I m va 1 % 
一 一

497.0 21. 62 96.73 

9. 9 0.25 1. 12 

0.9 O. 05 0.22 

2. 4 0.20 0.89 

4. 7 0.23 1. 03 

O. 0 0.00 0.00 

O. 0 0.00 0.00 

O. 1 0.00 0.00 

0.0 0.00 0.00 

ー・・・・・・・・・・.....-・・・・・.........-・・・・・・・・・・・.....
515. 0 22. 35 100 

mg  m va 1 I m va 1 % 

0.2 O. 01 O. 04 

560.0 15. 76 69.43 

1. 2 0.02 0.09 

O. 1 O. 00 0.00 

ー 一

一 一

56.0 1. 16 5. 11 

0.4 O. 01 0.04 

350.0 5. 74 25.29 

ー

967.9 I 
22.下型

mg 日1 mo 

81. 6 1. 04 

12. 1 0.28 

.・・....・・・・・.'・・..-ー・・・・..・......
93.7 1. 32 

1. 577 

ナトリウムー塩化物・堤酸水素JM泉
(含重曹・食塩泉)

No. 19 駒越温泉

(ちょっとマイウェイ駒越温泉)

中津軽郡岩木町大字駒越字村元

23 - 4 

58. 9. 21 

28. 1( 25. 0 ) 

450 

800 

7.8 

7.91 

0.9983 

O. 389 

mg  m val m val % 

一 一 一

90.5 3.94 72.96 

3. 8 O. 10 1. 85 

0.0 O. 00 0.00 

5. 3 0.44 8.15 

18. 0 O. 90 16. fj7 。。 0.00 0.00 

0.1 O. 00 0.00 

0.6 0.02 O. 37 

0.0 O. 00 0.00 

-・・...........-・・・・・・・・・・・.，.-・・・・・.....・・・・.
118.3 5. 40 100 

mg  m val m va 1 % 

0.0 0.00 0.00 

126.7 3.57 64.09 

0.8 0.01 O. 18 

O. 0 0.00 0.00 

ー 一

ー 一 一

24.4 0.51 9. 16 

0.8 0.02 0.36 

88.9 1. 46 26.21 

一

241. 6 5. 57 I 100 

mg m mol 

92.3 1. 18 

7.4 O. 17 

8.9 0.20 

-・..........・・................ 
108.6 1. 55 

O. 468 

単純温泉

(単純温泉)

- 65 

No. 20 小栗山温泉

(小栗山温泉)

弘前市大字小栗山字芹沢 2ー 1

58. 10. 27 

58. 4( 14. 0 ) 

100 

700 

6.8 

6. 76 

1. 0039 

7.023 

mg  I m va 1 I m va 1弘

一

2.250 97.87 86. 15 

38.4 0.98 0.86 

0.5 0.03 0.03 

79. 0 3. 25 2.86 

210.4 10.50 9.24 

0.0 0.00 0.00 

O. 1 0.00 0.00 

11.8 0.42 0.37 

3.9 0.56 0.49 

-・・・..・・・・..・...-・・.....・..................... 
2.594 113. 6 100 

mg  m val m va 1 % 

0.8 0.04 0.013 

2.830 79. 82 69.35 

0.9 0.01 0.01 

O. 5 0.00 0.00 

一 ー 一

ー ー 一

1. 250 26.03 22.62 

0.0 0.00 0.00 

561. 4 9. 20 7. 99 

一 ー ー

4.644 115. 1 100 

m g m mo 1 

61. 9 I 0.79 

120. 1 I 2‘74 

217. 6 I 4.94 

399.6 8. 47 

7. 638 

ナトリウム一塩化物・硫酸塩

温泉 (含芭硝・食塩泉)



源泉名

(温泉名)

属出地

調査年月日

泉温(気温)QC
湧出量 l/min

肝さく深度 Cm ) 
pH値湧出地
試験室

密!主 C20γ4
0 

) 

蒸発残留物 Cg/k只)

ぬ 21 要人温泉 |地 22 下際温泉

(古蔵温泉大川温泉)

黒石市大下二庄内字要人固有|南津軽郡碇ケ関村大字久吉字

休 27な林小班 l下際 67- 1 

54. 7 C 12. 5 ) 

10.6 

自然湧出

8. 6 

8. 62 

O. 9985 

O. 547 

、、，
J

A
U
 

ワ
u
-
E

'
A
t
i
 

A
U
/
t
-
L
 

旬

A
n
u

Q
U
Q
U
A
U
n
U
 

5

4

0

5

 

q
d
内
』

6. 4 

6. 52 

1. 0024 

4.800 

ぬ 23 域下温泉

(本八戸駅前温泉)

八戸市城下 1丁目 5- 6 

58.10目 28

27. 5 C 15. 1 ) 
75 

250 

7.8 

7.92 

O. 9992 

1.426 

陽イオン mg I m va 1 I m va 1弘 m g I m va 1 I m va 1 % I m g I m va 1 I m va 1弘

H十

Na十

K十

NH4十

Mg2十

Ca2十

AJ3十

Mn2+ 
F e2+十Fe3十

Li十

計

167. 0 7. 26 1 98. 11 11. 540 

O. 09 1 1. 22 I 28. 3 

O. 02 I O. 27 I 1. 1 

0.01 I O. 13 I 79.0 

O. 02 I O. 27 I 150. 0 

O. 00 I o. 00 I 1. 5 
O. 00 I O. 00 I O. 5 

O. 00 1 O. 00 1 3. 8 

66. 99 I 81. 20 I 445. 0 I 19. 36 

O. 72 I O. 87 I 21. 4 I O. 55 

O. 06 I O. 07 I O. 5 I O. 03 

6. 50 I 7. 88 I 26. 8 I 2. 21 

7. 49 1 9. 08 1 42. 3 1 2. 11 

O. 16 I O. 19 I O. 5 I O. 06 

O. 02 I O. 02 I O. 1 I O. 00 

O. 14 I ・O.17 I O. 6 I O. 02 
2.9 0.42 0.51 O. 1 0.01 

79.51 

2.26 

O. 12 

9.08 

8. 66 

0.25 

0目 00

0.08 

0.04 

陰 イオン

F-
C¥-

Br-

OH-

HS-

504
2-

HP04
2-

HCUJ-
C向2ー

計

3.5 

0.3 

O. 1 

0.4 

0.0 

0.0 

O. 1 

O. 0 I O. 00 0.00 

82. 50 I 100 

m g I m va 1 I m va 1 % 

n

u

h
ヨ

A
値

z

q

L

唱且

a
a
z
n
u
n
u

n
u
'
i
A
U
A
U
 

ワ
4

8

8

3

2

 

A
U

唱

A

n

u

n

U

0

9

0

0

 

Fb 

O
D
n
U

ワ
a

内

L

A

U

A

U

々
d

n

u

'

A9白

η
a
n
u
a
a
τ
 

A
U
n
U
A
u
z
 

d
U
A
U

司

4'A
 

82.78 I 100 

537. 3 1 24. 35 1 100 

m va 1 I m val弘mg  

O. 2 1 O. 01 

762. 7 1 21. 51 

2. 1 1 O. 03 

O. 9 I O. 01 

38.0 0.79 

0.00 

2.35 

0.04 

87.08 

O. 12 

O. 14 

3.却

0.00 

9.51 

遊離成分

171. 4 7.40 1 100 11. 807 

mg  m va 1 I m val弘

3.6 O. 19 

2.83 

0.01 

0.00 

2.56 1 1. 5 

38. 24 12. 098. 

O. 14 1 2.4 

0.00 1 2. 7 

WO.3 

1. 0 

O. 2 

14'2. 5 2.97 

O. 00 

0.90 

O. 50 

0

1

一

A
U
n
u
a
a
τ
 

n

v

n

b

 

司

'

u

n

U
唱
E
A

4

0
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曹
且

A
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'
A

句

d

a

0

2

6

 

4
U
Z

市
且

0.2 

54. 9 

15.。
317. 7 7. 40 1 100 13. 459 

mg  m mol m g I m mol 

H25 i 03 

HB02 

C02 
H2S 

Lーユコロ 139. 4 I 2. 21 

0.628 5. 425 成分総計 g/ kg 

61.8 

66.4 

30.8 

O. 79 

1. 52 

0.70 

0.0 

143.4 

947. 3 1 24. 70 1 100 

m g 1m mol 

46.7 0.77 

泉質

(旧泉質名)

アルカリ性単純温泉

(単純温泉)

159. 0 3.01 

ナトリウム一塩化物・炭酸水

素塩温泉(含重曹・食塩泉)

1. 531 

ナト 1)ウム一塩化物温泉

(弱食塩泉)
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No.24 青葉温泉

(レインボー温泉)

八戸市青葉 3丁目 10- 22 

58. 10. 28 

33. cx. 15. 1 ) 
560 

250 

8.2 

8.22 

O. 9998 

1. 985 

No.25 酉豊田温泉 Na 26 百沢温泉

(らむね温泉卯1I雲閣) (株式会社百沢温泉)
南津軽郡藤崎町大字藤崎字両豊 中津軽郡岩木町大字百沢字寺
旧 52- 2 沢 314- 1 

58. 11. 11 58. 11. 18 

36. 8( 13. 0 ) 47. 5 ( 2. 0 ) 

450 測定不能
298 不 明
8.8 6.8 

8.84 6.92 

O. 9983 O. 9998 

0.231 2.697 

mg  m val m val % mg  m va 1 I m va 1 % 

55. 2 2.40 91. 60 489.5 21. 29 46.26 

1. 8 0.05 1. 91 53.0 1. 36 2.96 

O. 1 O. 01 O. 38 0.4 0.02 0.04 

0.1 0.01 O. 38 159.8 13. 15 28.57 

2. 8 O. 14 5. 34 195. 7 9.76 21.21 

O. 1 0.01 O. 38 O. 0 O. 00 0.00 

0.0 0.00 O. 00 0.2 0.01 O. 02 

0.0 0.00 0.00 10.4 O. 37 O. 80 

0.0 0.00 0.00 O. 4 O. 06 O. 13 

mg  

-・・・・・... -・・・・・・・・・・・...-・・・・・..・・・・・・・......・・・・・・・・・・・-・・............-・・・・....

32. 51 100 60. 1 2.62 100 909.4 46.02 100 

ロ1 va 1 m val % mg  m val m va 1 % mg m val m val弘

O. 02 0.06 O. 7 O. 04 1. 45 O. 1 O. 01 0.02 

26. 95 81. 64 18.6 0.52 18. 91 982.3 27.71 59.22 

O. 00 0.00 O. 0 0.00 0.00 1. 3 O. 02 0.04 

0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 1.9 0.01 0.02 

O. 1 0.00 0.00 一
一 一

3. 23 9. 78 10.0 0.21 7.64 28.0 O. 58 1. 24 

0.01 0.03 O. 0 0.00 O. 00 0.4 。‘ 01 0.02 

2.80 8. 48 66.2 1. 08 39.27 1. 126 18.45 39. 43 

27. 0 O. 90 32.73 一 一

1. 282 33.01 100 122.6 100 

mg  m mo 1 mg 

56. 7 O. 73 101. 5 1. 30 

37.9 0.86 0.0 0.00 

-・・..........・・...・・............ -・.....・..................... 

590.0 

19.6 

1. 0 

33. 0 

70.9 

O. 0 

O. 1 

0.4 

O. 1 

m val m val % 

25. 66 78.93 

0.50 1. 54 

0.06 0.18 

2. 72 8.37 

3. 54 10.89 

0.00 0.00 

0.00 0.00 

0.02 0.06 

O. 01 0.03 

715. 1 

mg  

O. 3 

955. 5 

0.3 

0.0 

155. 0 

0.5 

170. 8 

94.6 1. 59 

2. 092 

2. 140 46.79 100 

mg  m mol 

142.2 

30. 7 

18. 21 

0.70 

101. 5 1. 30 172.9 18. 91 

0.284 3‘769 

アルカリ性単純温泉

(単純温泉)

ウ、一
Jレカ・

泉
ム
温
)

ウ
塩
泉

シ
素
塩

、
不
水
食

グ
酸
一

マ
炭
類
-
土

ム
物
含

ウ

化

(

リ
塩

ト
s

一

ナ
ム

ナトリウムー塩化物温泉

(弱食塩泉)
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源 泉 名 ;-';0.27 葛川温泉 No. 28月見野温泉 No. 29 淋代平温泉
(温 泉 名) (一本木祖泉) (月見野温泉) (淋代平温泉)

t勇 出 地 南津軽郡平賀町大字葛111'子一
青森市大字駒込宇月見野

三沢市大字三沢字淋代平 894
本木平 15 360 - 1 

調査伍月日 58. 11. 17 58. 12. 2 58. 12. 9 
泉温(気温 )OC 48. ~C 8. 0 ) 31. 7 ( 9. 8 ) 36. 5 ( 7.5 ) 

湧出量 l/min 230 33 860 

府さく深度(m ) 460 1. 026 870 

1勇出地 8.8 8. 02 8.4 
pH Ú~! 試験室

8. 81 8.02 8.50 

密 庭(20γ40 ) O. 9986 1. 0005 O. 9985 

蒸発残留物CWkg) O. 543 2.787 0.425 

陽 イ オ ン mg  m val m val弘 mg  m val m val% mg  m va 1 m val % 

H+ 一 一 一 一 一
Na十 185.0 8.05 95. 83 710.0 30.88 78. 68 110. 0 4. 78 89. 68 

K十 1. 4 0.04 0.48 17.2 0.44 1. 12 4.1 O. 10 1. 88 

NH4+ 0.3 0.02 0.24 0.4 0.02 0.05 0.4 0.02 O. 38 

Mg2十 O. 1 O. 01 O. 12 55. 0 4. 52 11. 52 2. 3 O. 19 3. 56 

Ca2十 4.3 O. 21 2.50 44.7 2.23 5. 68 4.8 0.24 4. 50 

AP十 O. 1 O. 01 O. 12 7.0 O. 78 1. 99 0.0 0.00 0.00 

Mn2+ O. 0 O. 00 0.00 0.3 0.01 0.02 0.0 0.00 0.00 

F e2+十Fe3+ O. 1 O. 00 0.00 10. 2 0.36 0.92 O. 1 0.00 0.00 

Li十 0.4 0.06 0.71 O. 1 0.01 0.02 O. 0 0.00 0.00 

-・・・・・・・.................・・ ............ ........... -・・............・・...............・・..-・・・・・・・・・・・・-・....................... -・・・・・・・・・・..
Z十 191. 7 8. 40 100 844. 9 39.25 100 121. 7 5.33 100 

陰 イ オ ン mg  m va 1 m val% mg  m va 1 m val% mg  m val m val % 

F- 2. 5 O. 13 1. 52 O. 0 0.00 0.00 0.4 0.02 0.37 

Cl- 112. 4 3. 17 36.99 301. 3 8.50 21. 34 115. 7 3.26 59.71 

Br- O. 1 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 O. 0 0.00 0.00 

O. 2 O. 00 0.00 O. 1 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 

OH- O. 1 0.00 0.00 一 一 一 一 一
HS一 一 一 一 一 一 一 一 一
504
2ー 87.4 1. 82 21. 24 1. 350 28.11 70. 56 14. 6 O. 30 5. 49 

HP042ー O. 1 O. 00 0.00 O. 3 0.01 0.02 2. 1 0.04 O. 73 

HCo.，- 155. 6 2. 55 29.75 160.0 2.62 6.58 76. 3 1. 25 22.89 

Co.，2ー 27. 0 0.90 10.50 18.0 O. 60 1. 50 18. 0 0.59 10.81 

-・・・.......................-・・・・・......-・・.・・・.....-・...........-・・・・・.....-・・・・・・・・...-・・・・・・・・....-・・・・・・.....-・・・・・・・・・ーー酬.-・・・・....・・...

3十 385. 4 8.57 100 1. 830 39. 84 100 227. 1 5. 46 100 

遊 離 成 分 mg  m mol mg  m mol mg  m mol 

H2S i03 54.4 O. 70 246. 6 3.16 86. 7 1.11 

HB02 19.7 0.45 37.2 0.85 6. 6 O. 15 

C02 一 一 一 一
H2S 一 一 一 一 一 一

-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....・・ -・......... -・・・....... -・・・・・・・............... ..・.........-・・・・・・・・・・..

3十 74.1 1. 15 283. 8 4.01 93.3 1. 26 

成分総計 g/ kg 0.651 2.958 0.442 

泉 質 アルカリ性単純温泉 ナトリウムー硫酸塩・塩化物 単純洞泉

(旧泉質名) (単純温泉) :見泉(含食塩--c硝泉) (単純温泉)

6~ --



ぬ 30 榊 j且 泉
(ときわ会温泉)

南津軽郡常盤村大字榊字亀田

2 - 6 

59. 1. 31 

45. 2 ( 2. 0 ) 

250 

850 

7. 5 

7. 58 

1. 0052 

9.911 

mg  m val m val % 

3.720 161. 8 93.63 

136. 7 3. 50 2.02 

O. 1 0.01 0.00 

22.8 1. 88 1. 09 

109. 6 5. 47 3.16 

O. 0 0.00 0.00 

O. 5 0.02 0.01 

2.9 O. 10 0.06 

0.4 O. 06 0.03 

3.993 172.8 I 100 

mg  m val m val % 

O. 3 0.02 O. 01 

5. 900 166. 4 94.76 

13. 7 O. 17 O. 10 

1. 4 0.01 0.01 

9. 0 O. 19 0.11 

O. 0 0.00 O. O(l 

品35.2 8.77 5. 00 

6. 460 175. 6 

mg  m mol 

114.9 1. 45 

39.4 0.90 

72.7 1. 65 

227. 0 4.00 

10. 68 

ナトリウム一塩化物温泉

(純食塩泉)

No.31 苗代沢温泉

(五戸まきば温泉)

三月郡五月町字苗代沢 3

59. 3. 14 

42. 0 ( 5. 0 ) 

250 

1. 050 

8. 0 

8.21 

1. 0004 

2.870 

mg  m va 1 I m va 1 % 

997.5 43.39 91. 97 

30.7 O. 78 1. 65 

O. 2 0.01 0.02 

7.0 O. 58 1.23 

48. 0 2.40 5. 09 

O. 0 。町 00 O. 00 

O. 1 0.00 0.00 

0.5 0.02 0.04 
。。 0.00 0.00 

1. 084 100 

mg  m va 1 % 

0.6 O. 03 

1.440 40.62 

3. 9 0.05 

O. 3 0.00 

172. 0 3.58 

O. 2 0.00 

192.2 3.15 

15. 0 0.50 

47.93 

mg m mol 

114.6 1. 47 

25. 2 O. 58 

139.8 2.05 

3. 048 

ナトリウム一塩化物温泉

(弱食塩泉)
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0.06 

84.75 

O. 10 

0.00 

7.47 

0.00 

6. 57 

1.04 
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1. 学会等発表抄録

青森県の温泉経年変化

野村真美 楠田幾代 高橋政教 小林英一

温泉は複雑な湧出機構を有しているため，泉質が経年

変化することがある。特に近年全国的に温泉の乱開発に

よる衰退現象が問題になっている。このため温泉の資源

保護と利用の適正化を図る目的で，昭和55年から昭和57

年にかけて県内40泉源について抽出調査を実施した O

この結果15泉源に泉質の変化が認められ，その多くは

泉温の変化，蒸発残留物の増減が関連していた O すなわ

ち泉質変化の傾向として泉品の下降，蒸発残留物の減少，

HC03ーの増加した例が多く認められ，この原因として地

2. その他

下水の混入が推察された O またH品、 Ca2+， Mg2十'

A13七日C03，S042 を主成分あるいは副成分として含有

する組成の複雑な温泉ほど泉質変化する可能性が高いと

いうことが認められた。

以上のことにより県内の相当数の温泉が，泉質変化し

ていることが予想され，温泉の衰退現象が進行している

可能性がある O

第22回日本薬学会東北支部大会(昭和58年10月23日)，

盛岡市.

嫌気性菌による食中毒の動向と検査法

ーボツリヌス中毒-

本研究会のプログラムにおいて嫌気性菌による食中

毒の動向と検査法」と題し，ボツリヌス中毒とウエルシ

ュ菌中毒がとり上げられた。

ボツリヌス中毒に関する発表(司会，坂井千三，都立

衛研)は北海道衛研，滋賀衛環センター及び青森衛研で

分担して行われた。

当所での発表内容は，本県のボツリヌス中毒発生概況

( 1950-1972)及びボツリヌス菌分布調査(協同研究，

山本耕一，大友良光他， 1973-1979)における湖沼，河

川1，漁港，宅地，水田，畑地， ?百水，魚介類(淡水産，

豊川安延

海産)等からの菌検出状況を述べると共に検査法に関し

ては土壌に分布するパクテリオシン生産菌(boticinE， 

sporocin )はボツリヌス菌分離に大きな障害になるこ

とを野外調査成績を含めて述べた。特に boticinE菌に

ついては.毒素産生能を除いて生物学的に，免疫学的に

もE型菌と区別困難とされている両菌の生態学上の興味

を，分布調査でのボツリヌス菌検査は boticinE菌を考

慮に入れて行うことを述べた O 第4回衛生微生物技術協

議会研究会(昭和田年 7月7日)，松江市.

門
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(1) 第 19回青森県環境保健部職員研究発表会

年月 日 ?寅 題 発表者 (0印演者)

昭 59(1984) 狸紅熱様患者から分離したA群溶 O大友良光，奈良みどり

1. 24 連菌の血清型と抗生剤感受性(第 豊川安延，秋山 有

1報)

11 青森県地方のカモにおけるインフ O阿部幸一，佐藤允武

lレエンザウィルスの調査(過去 3 石川和子

年間の分離状況について)

// 堤川水系河川水のトリハロメタン O高橋政教，野村真美

生成能 村上淳子，樋田幾代

平出博昭

// 青森県の地下水の無機成分につい O村上淳子，野村真美

て 樋田幾代，平出博昭

高橋政教，小林英一

1/ クレオソート油汚魚介類の試験結 O宮田淳子，古川章子

果について 秋山由美子，小林英一

小鹿 立EEヨ

11 腸炎ビブリオ食中毒予報l乙関する o奈良みどり，大友良光

基礎調査(第 2報)ーむつ湾内に 豊川安延

おける腸炎ピブリオの動向とその

増殖性についてー

// 食中毒起因菌l乙関する調査研究 O豊川安延，大友良光

(第 4報)ー急性腸炎における病 野日キヨウ，奈良みどり

原体の動向) 秋山 有

(2) 青森県衛生研究所ー談話会

伍月日

昭. 58. 6. 28 

11 

昭. 58. 8. 30 

11 

昭. 58. O. 20 

11 

昭. 58. 2. 16 

11 

昭. 59. 2.28 

11 

題

ボツリヌス食中毒の疫学と検査法

ホタテ貝毒について

風邪について

濃度相関マトリックスについて

除草剤中のダイオキシンについて

細菌性食中毒の疫学とその問題点

名

神経芽細胞腫(Ne u r 0 - b 1 a s t oma )のスクリーニングについて

飲料水中の有機塩素化合物について

C型インフルエンザについて

栄養摂取量の地域差について

-72 

開 催 地

青森市

// 

// 

// 

1/ 

1/ 

1/ 

発表者

豊川安延

秋山由美子

阿部幸一

野村真美

古川章子

大友良光

荻野幸男

高橋政教

佐藤允武

宮田淳子



青森県衛生研究所報執筆要領

1. 所報は青森県衛生研究所において本所職員カ、行った

研究・調査の業績を掲載する.本所以外の共著書は，

*印を付してその所属を欄外に記す.

2. 原稿の内容・形式は次のとおりとし，所定の原稿用

紙 (B5判， 20X20字)に横書きで記載する.

(1) 総説ー…・内容・形式は自由とする.

(2) 報丈一一・・独創性に富む研究・調査結果をまとめた

もので¥形式はおおむね緒言・方法・結果・

考察・結語・丈献の項目 111員とする.

(3) ノート一一・・(2)にまとめ得ないが新しい事実や価値

あるデータを含むものとし，形式は本文・文

献の111員に記載し，項目の明瞭な区別を必ずし

も必要としない.

(4) 資料…・・・利用価値のあるデータの正確な記載で，

形式は項目の区別を必要としない.

(5) 他誌発表報丈抄録及ぴ学会発表抄録……過去 l年

聞のもので，他誌発表は例 1，学会発表は例

2の形式で行う.

例 1 題名 例 2 題名

氏名 氏名

誌名，巻(号)，頁頁，年号 要旨(400字)

要旨(400字) 末尾に学会名(年，月，日)，場所

3. 編集委員会は，編集委員に提出された論文の審議を

行い，掲載区分の変更，内容の訂正を求める場合があ

る.

4 ゴシック体となる宇の下には亦のゲーへを，イタリッ

ク体となる字の下には赤の をつける.

5 表題と論文の項目はゴシックとする.

6. 項目の細別は次の順序とする.

NJRJ可
7. 表 (Table)のタイトルは上部に，図 (Fig.)のタイ

73 

(昭和59年10月)

トルは下部に記載する.掲載場所は，赤字で明示する.

8. 句読点は， J ，とする.

9. 単位は原則としてメートル法により，活字体の省略

丹3を用いる.

1ftJ ml， kg，μ1 

10.生物などの学名は，和丈ではかた仮名， r試丈ではイ

タリック体とする.

1l.文献は下記のとおり記載する.

〔雑誌〕番号)著者名(3名以上は， 1名を記し，和

文では他，欧文ではetaI.)論題，雑誌名，巻，

頁一頁，年号.

例 1) Lee， J. V. et al. Characterization， 

taxonomy， and emended description of 

Vibrio metshnikovii. 1 nt. J Sys t . 

Bacteriol.， 28， 99-111， 1978. 

〔単行本〕番号)許者名:書名. (巻入 n比百 九、
発行所，発行地，年号.

例 2) Wurtman， R. J. Catech olam ines. 

1st ed.， 45， Little Brown and Co.， Boston， 

1966 

(単行本の 1章)番号)著者名:論題.編針:書名.(巻l，

版，引用頁，発行所，発行地，年号(和書は厄号，

洋書は西暦).

例 3 )江橋節郎:筋収縮，赤堀四郎(編):酵素研

究法，第 3巻， 4版， 578-587，朝合書庖，東京，

H百36.

他の論文からの引用〕番号)原著者名:雑誌名，巻，

氏年号(原著を引用した論文を前述に従って記

入).

12.本文中の文献引用箇所は次のようにする.

例 ビリルビンの分解1-3)基質の分解4.5)などが

考えられる.

(青森県衛生研究所 所報編集委員会)



編集後記

私どもの衛生研究所の所報も回を重ね21号を出版することになりました O 今年は先に35周年記念

誌を出版し，引き続き本i誌のIH~~k と司多忙な年でありましたが，今回21号となった機会に表紙などをイ

メージチェンジして内容をいくらか充実したつもりです。一年間の業績等をこの中に盛つであります。

とくに調査研究は，依頼検査の検査業務のいそがしい聞に実施されたものです。この様にして私ども

の努力をしたものを一冊にまとめ，よりよい所報を発刊するため編集委員職員一同が協力し編集し

ました O まだまだ未熟なところがあると思います。御気付の点があれば御指導，御鞭轄をお願いし

ます。

(荻野記)

編 集 委 貝 長

荻野幸男

編 集 委 員

佐藤允武 平出博昭 古川 章子 大友良光

青森県衛生研究所所報

第 21号

昭和 60年 3月 20日発行

編集発行 青森県衛生研究所

青森市造道沢田 25番地 1号

干030T E L 0177 (41) 4366-7 

印刷所伊藤印刷株式会社

青森市合浦一丁目 10番 2号

干030T E L 0177 (41) 4111 (代表)

(略図)
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